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無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性 ・摩耗の度合が低く 、ホコりなど生じない。

3  すべり抵抗性: すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用しでいる聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリー卜、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭・完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。
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私の好きな景色 5
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るでずっ と: t - から何も変わるこ

となく 、 こうして生活してきた
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大阪心斎橋郵便局

施 工 井 上 組

iJH世は、大阪みなみの) " j : 池日目に /ui して

いる、心f . : i 杭筋の災) i l i りであり多級奇

ｾ物がかなり宇佐然と申 ｆ を述ね、ｪ［Ｉｾ L  リ且

Eおに '1;. カずひしめいている /i J i "である イ記

述物はJ ( ' ) } J JI を側める和1J  11 (i' へのサービ

ス前] 1'. のため 、心f . : i f，昔日目に lui したI l IJ"j

介から移 '1以新築，i I " I 岨された J"j 合である。

ｬ 人Ａ日 ＱＱ 機能 としては郵 便 ｉ ，ｾ のほかにＡｗ ｬ￭ 攻

ｬ 政 ｾｾ ｊ，，Ｉ の Ｇ ｉｾ ｦ 主主が， ｮｪｬｬｦｬ されている

，ＺＱＢＱＧ国にあた って は ｊ 史ぃ ｩｊｾｊ ｬＡＡの効ｾｕｉＢ ｊｦｬｬ

川 を、 ｾｎ るｾＺＪｾの機能 的分 Ｚｾｦￊ がブロッ

クを i.k:i.Eするホイントであった。 l 附

の大部分を， 'i める郵便づき送スヘース、

2 附には j;'i: する窓 11 ロビーと利 II j {iーの

ためのエスカレータ一、欽' ，'J のまわり

附段などがこのｾ物の ＱＮＱ ・徴といえる 。

外 観は585X 625のグ 'J .. / ド' ，iill の車内}ll ，イヒ

ガラスのI : ，" t と、ステンレスサ y シのフ

ァサードの{ ，Y; iJ比で nUIIJj でバランスのと

れた形態として、 lliJ 辺の' / . 地環境の変

l  郷側先送J斗 'Io，j( 7  窓II' J' I'若者

2.  1! Il除可 8.  I却r'n'r/，J( 1  :400 

3  オ ー ル 9  ン λ ート，: z 人 11

4  郵日担保持宅 10.  ｗＺｩＡ［ｾ 主 ＯＢｪ ・ ｊＧｉ ｾ ヰ Ｒ

5  ホ〆フヰ 11 時可f

6  窓110 ピー 12. J印訓市

日4

1 .  7 ，サードタ i止

2，窓11 ロピ-

3  窓口ロビー (2断)

4 .  :t¥1  1ロビーへのまわり断0:

5.  IEI (l j( 州 (dl 外観

ｴｊｵｾｴｾ＠ 点lHi，わま

設 計 近 畿 郵 政 局 建 築 部

所 在 地 大 阪 市 南 区 東 清 水 町42

敷 地 面 積 221. 60rri  

建 築面 積 19 1. 02rri 

延 床 面 積 934. 14rri  

構 造 規 模 S 造 、6 F

工 期 昭 和53年 3 月 ~ 昭 和54年 1 月

f-- 一一 I  



夕、イセル姫路製造所単身赴任者寮

設 計 施 工 大 林 組

10  15M 

l  ポ ー チ

2  ホー Jレ

3. 淡泊笠

4 . テラ 1

5  食堂

6. f) j 百;

7  食品);11

8. flJ! Pfr 

9  洗I開室

10. URぷ' I

II 機械室

12. 浴室

13. 1次抜廊下

14. P  S  

15. 0  K  

16.  6 申占

17. 1' 1
1
人

④ 

1  )培 平 面 図

画面!

.. 



所 在 地 姫 路 市 網 干 区 新 在 家

敷 地 面 積 2 ，609. 05m 

建 築 面 積 544. 96m 

延 床 面 積 1，186. 10m 

構 造 規 模 R C、3 F

工 期 昭 和53年 5 月~昭和53年 11 月

こ の 施 設 は 、 工 場 に 働 く 単 身 赴 任

者 を 収 容 す る た め に 計 画 さ れ た 。

敷 地 は 工 場 の 正 門 に ア プ ロ ー チ す

4主 道 路 の 交 差 点 に 面 し 、 工 場 に

近 い に も 拘 ら ず 、 緑 化 計 画 に 沿 っ

て型車怖された静かな所にある 。計

画 に あ た っ て は 、 こ の 建 物 が 工 場

およびこの地区のランドマークと

なり、また入居者にとって、ソフ

トで変化のある、休息の Ｎｴ Ｚｌｾとなる

ようにした。形態は立方体、円筒、

ヴオール卜、なとの幾何学的フォ

Jレムを用い、シンプ Jレでシンホ。リ

ツクな形とした 。共 用 保 は 玄関 、

ホー Jレの ;1;111線 が 支 配的 であるが、

それをより強調するために、パロ

y ク的 手 法 を 用 い た 象 徴 的 空 間 を

中心に置いた 。 そこではヴオール

ト天井、ステンドグラス( 孔径の

羽十l誌を f: Wした) 、街li りドアなどのエ

レメントが互いに衝突し合い、光

/ ¥  

になっており、また夜には内から

洩 れ る ス テ ン ド グ ラ ス の 光 が 、 こ

の建物を際立たせている 。ヲ安室は

雨に而し、各室には台所、便所、

洗 面 な ど が 備 え ら れ て お り 、 道 路

{!!IIで は 円 形 庇 の 作 る 彬 が 立 体 の 上

にリズムを与一えている 。

( 奈 良鋲ー ・岩下博美/ 大林組)

山日
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歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観

道 景 観 そ の 2

直線的な道は、前方の見通しを巡る要素 (E Y E S T OP) の有無に

よっで空間的印象に大きな差を生じる。 E Y E S T OPが無くて無限

の彼方に焦点を結ぶ対観は、機能的にはともかく、生活空間として

は築様である 。歴史的集落では多くの湯合、 ill 去 の建物や山が視党

の受手 (E Y E C A T CHE R) となって空間的なまとまりを感じさせ

る役割l を果す。その場合、今自分がいる所「此処」に対して、受手

となる「彼方」が意識されて道の空間的印象がまとまりを帯びる 。

P- I  

道 路 の 中 央 線 に よ って

悦 党の! s III が強化され、

Ｇｊ ｾｬ ，ｩ Ｎｉｊｻ ｬｉ庁 ｩ ｊ ｾ される

F P-3  

F P - 5  

近 j，t似 の 透 悦l到形とし

て、典型的な例である

CS- I  

カーブした i且の1' 1然ｾ

ｖ 点れによって、まえＡｾ

ぬ 光 へ と 持 ぴ か れ る

焦 点 ・ 目 標

8  

ｾｬｾ ｔ 川 ｉｾ 人 (  ).: 11反大' 下助教J受)

長 ｩｾＱＱ 信義 Ｈ 大 阪 大 Ｎ， ［ ］］大下院 Ｑｾ Ｉ

iJ 主辺ポ禿 ( 大阪大，、戸大乍院生)

>1' ;: 子 ( 大阪大，，;: :，，; : :生)

この此処と彼方との関係はかなり i:Jj_)j に兄 える彼岸として姿を現わ

すこともあり、ごく身近な目標として姿を現わすこともある。また

集部の内と外の関係として見られることもあれば¥集落の中の変化

として呪われることもある 。 カーブした道や折線をなす道もまた、

人の芯: 識を半ば兄え半ば隠された{ 皮方に向けて誘導することによっ

て、 ｚｅ 川的Ｎ［Ｎ連続 ＧｉｾＺ を 印 象づけるものである 。

F P - 2  



CS - 3  

1111 って L 、〈途中に見え

る上雌の J，f: 1:.'- が {IJ ，i是，1，'，(

となって此処と彼 Jj を

I，[J息 づける

C S-5  

4庄J*l や軒の線的リノ、ミ

カ ル {<J 1引見l によってf . [ J

a が強化される

TS- I  

λ カ イ ラ イ ン クラ〆

ト ラ イ ノ の II !If!li なf J i 11 

道 の典 明

T S - 3  

flr れi 1l の・耳目に附本 庁

・;sI¥、 て、{' JJ :定以の ilh*

を ｾ ｉ 二じる

1:雌 の A' 1! !i と制本 泊、ひ

とつの IJ hjj( !i をi立り、 I，[J

aに1": 1 ; ) ) りをリえてい

る

CS - 4  

人 附 に 立 つ 樹 本 に よ っ

て 、 コ ー ナ ー λ へ ー

スの印 象 が J I_-: じる



高層住宅用集合排気に

翼理論を応用した自然換気の画期的製品

ＢＩｲＧｊｾ 首 ｅｙｚｵｧＭｅｊｚｒ 亨ｾ

⑬長谷工不動産 去を機材部

東 京 都 港 区 赤 坂 4 - 5 ー 19 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 40 

(0 3)  5 8 6・5 7 6 1 (0 6)  2 2 2・0 3 5 0



4 通常総会開催通知

昭和54年度第 l 図通常総会を下記のとおり開催いたします。

つきましては本務ご多忙のところ、淘に恐縮とは存じますが、何

卒ご出席下さいますようお願い申し上げます。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 塚 本 猛 次

記

と き 昭和54年 6 月 28 日嗣午後 41時 半 - 511寺( 予定)

ところ 日本連築協会 4 階集会室

ぎだい 1 . 昭和53年度 事業報告承認の件

2.  1/ 決算報告承認の件

3. 昭和54年 度 収 支 予 算 承 認 の 件

司 会 員 の 受 章

このたび下記会員の方々は、建設関係功労者として、それぞれ表

彰を受けられました。

ここに誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

春の叙勲

勲三等旭日中綬章 高 田 伊 三 郎 (元昭和アルミニウム社長)

勲 三 等 瑞 宝 章 井 上 利 行 ( 元淀川裂鋼所社民)

勲四等M日小綬主主

勲五等双光旭日章

勲五等瑞宝章

褒 章

藍綬褒章

黄綬褒章

錦回 直 一 ( 日本ill 築総合試験所事務局長)

浜田 端 糠 ( 浜悶建築事務所社長 )

宮飼 克 二 ( 富飼主I!築4>務 所)

佐 藤 四 郎 ( 大仏社長 )

八 十 島 健 二 ( 竹中工務庖専務取締役)

4 日中建築技術交流会友好訪中団・募集中

日中主主築技術交流会では、今夏上海、杭州 、北京市内の工場見学

や、主主築関係者との座談会などをおりこんだ訪中団員を募集してお

ります。参加ご希望の方は下記へお問い合わせ下さい。

記

視察日程 昭和54年 8 月 7 日- 17 日

募集人員 50名( 最低人員40名)

参加費用 日中建築技術交流会会員 304，000円

非会員 314，000円

申込締切 6 月30 日

申 込 先 側日中旅行社( 担当莱原、 }:!;J 也)

107 * 京都准区赤坂 1- 3  - 5  ( 赤坂アピタンオンピル) H  03- 583- 9077 

日中建築技術交流会

104 東京航中央区銀座 3 - 2  - 19 建築会館 含03- 567- 8873 

日影図演習シリーズ

日本建築協会会告ー一一一ーで

‘ 建築技術選書講座シリーズ( 第 3 回)

一構造計画とやさしい力学 1 -

建築計画はデザイナ一、椛造および設備技術者等の対話からはじ

まり、その構造計画はフィールドワークされながら illl められるのが

通例であります。 しかし、デザイナーのなかには力学を頭からむず

かしいと敬遠している人も多〈、また逆に、構造設計者のなかにも

構造の意図をうまくデザイナーにつたえられず、結局、両者がかみ

あったたくみな設計が阻害されるといったおそれがあります。

そこで今回は、構造理論に詳しい研究者として多くの作品を残さ

れている須賀好富氏を講師として、〈構造〉と〈デザイン〉また、〈構造

計画〉の重要性などについて経験談を交え、平易に講義していただ

くことにいたしました 。 多数のご参加をお待ちいたします。

日 時 昭和54年 6 月 19 日( 刈| 井j場 13: 00

I別会 13: 30→閉会 16: 30

(16 :00→16: 30 …・質疑応答 )

会 場 薬業年金会館・ 4 階 ・402号室

( 大阪市南区谷町 6 丁目 36 T E L  (06) 768- 4451)  

ただし、大阪、地下鉄 ・谷町線「谷町 6 丁目」駅下半→ホームよリ天王

寺方面寄りの改札口を出て布fl!l J よりの階段を池上に出たところのill 物。

講 師 須 賀 好 富 氏 ( 近 畿 大 学 理 工 学 部 助 教 授 )

定 員 5 0 名

聴 講 料 会 員 3，000円 l

i 当 日受付にていただきます 。

会員外 3，500円 j

(5] IJにテキ スト代「構造計画とやさしい力学 1 J  < 特別頒布

900円〉入用 。 ただし、ご持参の方は不要 )

申 込 往復はがきに| 浪ります。はがきは l 名に l 枚限りとし、氏

名 ・年令 ・勤務先名 ・所在地・連絡電話番号・返信用宛名

会員 ・会 員外の区別を記入し、 ｲｾ 座 ・ 構造計画とやさしし、ヵ

辛 口 マ 孫 筋 主 す 月 11 日明) までに建築協会事業謀へお申

込み下さい 。定員超過の場合は会員優先の上抽選にて決定

し、お知らせします。

お願い : 巾込みをされた万で 6 月15 ぽωまてオこ取消述絡のない万 li 当日欠席さ

されても聴講料のごfl 仰を躍li し、ます。

・当日テキストが有用の万は申込氏名の上に 0 印をご記入下さい。

....r 等時間日影図の描き方とそのチェッ夕方法 J ( 演習問題) 掲載のお知らせ

去る 2 月、本会主催にて開催しました実務研修会「等時間日彩図

とそのチェック方法」が好評でしたので、同演習問題と解説 ・解答

を 7 月号より数号にわたり、順次会誌に掲載し、会員各位にご利用

いただくことにしました。日頃の実務の一助になれば幸いです。

なお、出題および解説 ・解答は大阪大学工学部建築工学科の伊藤

克三 ・佐藤隆二両先生にご担当いただきます。ご期待下さい 。

掲載内容 1 > 日照図表

1>日 j首長図の摘さ方

Ｑ＾規制線上Ｈ任意点Ｉの日 Ｉｾｪ 時間の求め方

じ〉等時間日影図の摘さ方

じ〉特殊な形態ぎした建物による日影時間の求め方

也築と社会/ 1979年 5 fl サ 9  
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都市住宅を考える (3)

4 コーポラティブハウスの問題点と展望

中 筋 修 氏 に 聞 く

「都住創 J 第 1号松屋町住宅

10 

中 筋 修氏 略 歴

1962年 3 月 大阪大学工学部卒業

1962年 4 月→ 1969年 12月 竹中工務底勤務

1970年 l 月 安原中筋建築研究所設立、現

在に至る

( その|首Ir都住創」設立に参加する 1975年 ~

現在まで)

大都市圏における住宅建設が、諸般の事情ていますます困難になっ

ていくなかで、その新しい担い手として、「コーポラティプノ、ウジン

グ」が注目を浴びています。

この住宅建設方式は、自分の住宅を持ちたい人びとが建設共同組

合を結成し、共同して行動することにより 、既成品でない手作りの

住宅を実費で得られるなど多くの利点をもっ反面、その運営上は、

さまざまな問題点を抱えています。

そこで、今回、コーポラティブハウスを正しく理解し 、そのあり

方を検討するため、見学と討論の機会をもちました 。

ゲストには、大阪で初めてコーポラティプハウスを実現させた、

"tm住創砂の中筋修氏をお迎えし、その第 1 号である松屋町住宅を見

学させていただくとともに、スライドによる体験談をまじえてご講

演をうかがいます。さらに泉北ニュータウン、原山台のコーポラテ

ィプの企画にたずさわられた大阪府企業局 近野正男氏にも参考の

ご意見を賜って、コーポラティブハウスの問題点と今後の展望につ

いて皆さんと共に考えたいと恩ｾＢＭます。

奮 ってご参加ください。

なお会誌「建築と社会 Jll 乍年( 1978年) 6 月号にコーポラティプノ、ゥ

スの特集が掲載されていますので参考にご覧下さい。

日 時 6 月23 日出 J具合13: 30→ 解 散16: 30

集合場所 第 1 号「都住til JJ 松屋町住宅 l 階出入口付近 ・目襟会旗

ただし、大阪 ・船場中央大通り( 築港深江線) より松屋町筋を南( 縦

波方面) に向かつて四筋目左側入りすぐ

・最寄り駅…地下鉄「谷町 4 丁目」又は「堺筋本町」より徒歩で5、6分

講 師 中筋 修 氏 (安Ii ; ¥中筋建築研究所)

スケジュール

(1)都住創第 l 号見学( 13・30→ 14: 30) … … 説明と 見学

(徒歩 ) :  都住自1) 町 第 3 .  4 号を見学しながら労働セ ンターまで歩きます.

v  

(2)講演とスライド ( 15: 00→ 16:  00) )  

} 於 大阪府立労働セ ンター

討論と質疑応答( 16: 00→ 16: 30) )  

定 員 3 0 名

参加会費 会 員 800円 1

) 当日受イ寸て‘ いただきます

会員外 1，000円 J

申 込 往復はがき l 名に 1 枚限りとし、氏名 ・年令 ・勤務先名

- 連絡電話番号・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、「都市

住宅を考える(3)J と明記の上 6 月16 日( 土) までに建築協

会事業課へ。

今回は見学先の都合で定員を増加できませんので超過し

た場合は会員優先で抽せんいたします。



4 芦屋川ノ〈ークハイムの新築工事の見学会

一ー急斜面での施工現場を見る一一

芦屋の山の手に南斜面をうまく生かしたひな壇状のマンションが

建設されております。

この芦屋川ノ守一クハイムは六甲山系の山麓で桃望のよい芦屋川の

西に位置し、 30度の傾斜があり、周辺にも乙の建物と同様の斜面利

用をされたマ ンションが建てられておりますが、芦屋川ノマークハイ

ムの特長は、在来の一戸建独立家屋の集合体で斜面利用の眺望を考

えたものです。各戸は 75m' - 120m'の広さがあり、下階とは半分だけ

重なり、残りは地面に接してサニタ リーゾーンになってお り、また

上階半分の重なりを広いルーフガーデンにして、しかも下階への伝

導音、漏水などに細心の配慮がなされています。

この特殊なマンション建設のうち基礎工事の役割は最も重〈、ま

た工事にたずさわっておられる会員諸氏の関心も深いことと思い、

建築主の三井不動産側のご厚意と藤木工務庖のご協力により特別に

施工中の現場を見学させていただくことにしました。

多数ご参加下さい。

日 時 6 月29 日 掛 集 合15 : 00→解散17 :  00 

集合場所 阪急電鉄 ・神戸線「芦屋 )1 1J 駅前、噴水広場 ・目標会旗

〔参考〕 集会所ま での交通貨は各自ご負担駁います。

大阪より ・…ー阪急電車、神戸方面行特急来車→西宮北口 て・普通に乗り 替え

て 2 ツ自 の「芦屋) 11J 下車 ( 特急は毎時12分間簡で発車、所要

約25分、運賃片道 160円)

神戸か らは権問行普通で約15分です。

・集合所より現地までは徒歩で参ります。( 約13分)

定 員 3 0 名

会 員 400同)

} 当日受付てe いただきます。

会員外 600円 j

参加会費

申 込 往復はがき l 名に l 枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・所属

部課名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、

6 月20 日( 水) までに「芦屋川λ ークハイムの見学」と明

記の上建築協会事業課へ。

①急斜面での施工について

( 藤木工務開大阪本庄工'1'部 附 図 ・記)

当工事は、南方に芦屋浜の眺望がきく六甲 山麓の約30度の傾斜地

を利用したおlt 壇形マンションの建設工事である 。

施工計画の方針決定に際し、特に苦慮したのは、 一般建築と違 っ

て次の 3 つの問題て。あった 。

(1)建設用資機材の揚重計画

雛壇形状の建物として、建築面続が広範囲な上に、身巨体各層完了

まで各層ごとにピャーのある基礎工事が附帝している 。

建築資材も重量物となるため、揚豆能力が大で、かつ作業半径の

大きい撒重機の設置を必要とし、工事規模に比して非常に計画が大

型化しているため、思いき ってタワークレー ンJ C C100 型を設置し

"  
'_ 。

この計画により、各層ごとに設計されたエキスパンシ ョンジョイ

ン トを利用して、上下 2 工区に分けた焔工も可能となり、最初に第

1工区として上部層の基礎工事に若手し、上部層の目途がつき次第

下部層に取りかか って、以後はラ ップ作業を行うこととした 。

日本建築協会会告一一一一一J

(2)残土・盛土処理計画

敷地が勾配30度の傾斜地のために、掘削機の登診のバラ ンス限度

一杯となり、 一般の機械は使用不可能であ ったため、特定パ ックホ

ーとブルドーザーにて施工した。 また残土を下部へ降ろすことは容

易であるが、逆に多量の土砂を盛土などのため上部に押し揚げるこ

とは機械能力および通路などの関係で困難である 。そのため上部よ

り残土と盛土品の計算見通しをたて 、簡易土止めで仮置場を設けて、

下部へと工事を進めてい った。

(3)降雨による排水処理

斜面J也のため雨水がすべて下部層へ泥水とな って流れ込み、下情

より般み上げによる施工とすれば躯体工事の進行に彩響が大きい。

そのため中層部に仮設排水調理を横断して設置し、上部の雨水を築水

した。集めた雨水は塩ビ排水管にて下部へ導き、中層部以下の泥水

と合わせて 、沈澱槽を通じて排水する計画をたて、また中層部の斜

蘭には養生シートをかぶせて、極力土砂の流失を防いでいる 。

以上の 3 問題が斜面の敷地に建設する当工事の重要な検討事項で

あったと考えます。何か参考になれば幸いです。

建築概要

所 在 地 神 戸 市 東 灘 区 森 北 町 5 丁目 37

施 主 三井不動産株式会社 大 阪 支 庖

施主監理 宮武義広設計事務所

設 計 施 工 株 式 会 社 藤 木 工 務 庖

地 形 斜 面 約30度

規 模 地 上 3 階 10屑 29戸

構 造 鉄 筋 コ ンクリート造

事j( :l也 2，671. 56m'  

建築面積 1，515. 26m'  

延べ面積 2，912. 85m'  

高 さ 9. 990m ( 第一種住専) 但し全高28. 10 0 m

用 途 分 譲7 ンンヨン 一部車庫

工 期 土 木 53. 6. 25-→53. 11. 10  

建築 53. 10. 23→ 54.  9.  30 

見学時の 身巨体工事が90%程度完了、一部仕上工事に入 ってい

状 況

ます。

11 



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

1 3 6  

老人・身体障害者等のための建築物配慮- 神 戸 市-

神 戸 市 で は 、 老 人 ・身 体 障 害 者 を は じ め 、 す べ て

の 市 民 の 住 み よ い 街 づ く り を 進 め る た め 、 昨 年 11

月25 日 に 「 神 戸 市 民 の 福 祉 を ま も る 条 例 に 規 定 す

る都市総設の重量 Ｑｾｩｬ に関する規則 ｊ を制定した 。

こ の 規 則 は 、 本 年 4 月 1 日から施行され、 5 月 1

日 以 後 に 神 戸 市 域 内 に お い て 新 設 お よ び 地 改 設 す

る 一 定 の 施 設 に つ い て 適 用 さ れ る 。 対 象 と な る 施

設 は 、 道 路 ・公 園 ・駐 車 場 お よ び 建 築 物 ( 指 定 建

築物) である。

現 在 、 県 庁 所 在 市 を 中 心 に 、 全 国53市が固から「身

体 障 害 者 福 祉 モ デ ル 都 市 」 に 指 定 さ れ 、 そ れ ぞ れ

の 市 が 住 み よ い 街 づ く り を 進 め て い る が 、 神 戸 市

で は 条 例 に 基 づ い て こ の 事 業 を 笑 施 す る も の で あ

る。

以下、指定建築物の概要を紹介する。

指 定 建築 物 と な る も の

区 分 規 桜

(1)不特定かつ多数の市 規模を問わな

民が利用する官公庁舎 .、。

(2) 社会福祉施設

話 床 面 倒

1000 m' ι L  J ニ

(3) 病 校院

"  
(4) 学 H  

(5) 図書館・博物館 ・美 11 

ｬｾｩｦｩ￭ｩ ・ 展示場
(6) 公会堂 ・集会場等 11 

(7)体育館

"  
(8) 銀行 ・信用金f ! ll ・信 11 

用協同組合

(9) 物品販売撲を営む庖 11 

制i

( 1曲百貨庖 ・スーパース

トア スーパーマーケ 11 

y ト

( 11) 小売市場 11 

(12)茶食堂 ・レストラ ン ・

喫 庖飲 ・ドライブイン
11 

(場等13)1の等'>>IJ 食庖場・映函館 ・iiI(芸

"  
の興行場

(14)ホテル 延 床 面 積

5000 m' 以 上

( 1 日上記に掲げる 2 以上
延 床 面 積上

の用途に供されるもの 3000 m' 以

指 定 建築 物 の 整 備基 準 適 用 表 ( 0印の箇所については務備が必要)

ぷト¥土f 誘導路

外 部

床

内 部

使 房 小便器

エレベ

出入口

案内板 廊 下 階 段

出入口 - j -

不特定かつ多数の市民が利用する 。。。。。。。。。。
官公庁舎 ( ω∞m' 以上)

不特定かつ多数の市民が利用する 。。。。。。。 。
官公庁舎( l QOOm' 未満)

社会福祉箱設 ( 10∞m' 以上)
。。。。。。。。。。

病院( 10∞m' 以上)
。。。。。。。。。。

高等学校、大学、高等専門学校、 。。 。。。。。。。
盲ろう・養護学校 ( 1蜘 耐以上)

小・中学校、幼稚聞 ( ゆ∞耐以上)
。。 。。。。 。

図書館、博物館、美術館、展不場 。。。。。。。。。。
(10∞m' 以上)

公金堂、集会場等 ( 1蜘耐以上)
。。。。。。。。。。

体育館( 10∞m' 以上)
。。 。。。。。。。

銀行、 信用金庫、信用協同組合 。。 。 。
( 10∞m' 以上)

物品販売業を営む庖舗 。。 。。。。 。。
(10∞m' 以上)

百貨庖、スーパーストア、スーパ 。。 。。。。 。。
- ? ーケ y ト( 10∞耐以上)

百貨応、スーパーストア、スーパ 。。。。。。。。。。
- ? ーケ ット (30∞m' 以上)

小売市場( 1 蜘訂以上)
。。

賞堂、レストラ人喫茶庖、ドラ 。。 。。。。。。。
イプイン等の飲食庖( l OOOm' 以上)

劇場、峡函館、演芸場等の興行場 。。 。。。。。。。
(10∞耐以上)

ホテル (30∞m' 以上)
。。 。。。。。。。

複合用途施設 (30∞m' 以上)
。。。。。。。。。。
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倫 考

算調・〔床定事理皇務面方室積法室・の〕守・

I記街. E廊のE下等合E左E  

用途の

ために附属

して設けら

れるものを

含める 。

- 指定建築

物が建築物

の一部i であ

る場合は物、

指定建築

の用に供有 さ

れる共 lill 

分を含める 。

備 考

階段の手すりは

除外

指 定 建 築 物 の 整 備 基 準 の 内 容

車いす利用者が通行できるよう公道から

外部出入口まで、有効幅貝90cm以上の誘

導路をー経路以上設けること

外部出入口の少なくともーヵ所は誘導路

入口 と述結し、次の構造とすること

( 玄関 ) I  ① 有効幅只 80cm以上とすること

② 自動または手動の引き戸、手動の聞き

戸とすること ( 自動聞き戸や回転式の戸

は避けること )

③戸の全面が透明の場合は、衝突防止の

ための配慮をすること

案内板 。 主要な外部出入口のP付近に、照明、文字

の大きさを配慮した案内板を設けること

廊 下 i ① 有効幅只 130cm以上とすること

②柱、曲がり角の出すみは面取りを行う

こと

③段差を設けないこと 。やむを得ず段差

を設けなければならない場合は、有効幅

只90cm以上の傾斜路 (ス ロープ) を設け

ること

階 段 I (1ゆ蹴込み板およびすべり止め( ノンスリ

ップ) を設けること

床

内部出

入口

{ 建物

の中の

各室の

出入口

主主i

i更 房

②段鼻がいちじるしく突出しないこと

③側面が壁でない場合は立ち上り、また

は側板を設けること

④両側に高さ 80- 85cmの手すりを設ける

こと

(2) 直階段または折れ曲がり階段を一以上設

けること

滑りにくいものとすること

①有効幅只80cm以上とすること

② 戸がゆるやカに開閉すること

③戸は自動または手動の引き戸、手動の

聞き戸とすること ( 自動聞き戸や回転式

の戸は避けること )

(1)' " の構造を備えた使房を男子用便所と女

子用便所に建物全体で一つずつ設けるこ

と ( 男子用 ・女子用の区別のない使所の

場合は建物全体で一つ設けること )

①便所の出入口に近い位置主に設けること

②使房の出入口の有効幅只は 80cm以上と

すること

③ 内法寸法は 180cm以上 X l OOcm以上また

は 160cm以上 X 120cm以上とすること

④戸 は引き戸式または外聞き戸式とする

こと

⑤ 便器の両側に手すりを設けること

⑥ 便器は腰かけ式とすること

(2) 上記の便所の出入口の有効幅只は80cm以

上とすること

小便器| 各便所に少なくとも ーヵ所は床也式スト

ールの小便器を設けること

エレベ 11人乗り以上のエレベーターを設置する

ーター | 場合は、次の構造とすること

①来場ボタンの位置は高三80c m- 110cm 

とすること

② かご内ボタンの位置は高き 150cm以下

とすること

③戸はゆるやかに開閉し、聞いている時

間が阜いすによる乗降について配慮され

たものとすること

届 出

「 建 築 主 が 指 定 建 築 物 を 新 築 ま た は 増 改 築 す る 場

合 は 、 都 市 総 設 指 定 建 築 物 建 築 ( 変 更 ) 届 J を建

築 確 認 申 稲f!? と と も に 者 工 の30 目 前 ま で に 、 神 戸

市 民 生 局 心 身 障 害 福 祉 室 障 害 相 談 議 ( 電 話 0 7 8 -

331- 8181 <内 線2048>) へ 提 出 し な け れ ば な ら な

し、。

な お 障 害 相 談 謀 で は 、 指 定 建 築 物 の 新 築 ま た は 増

改 築 を 計 画 す る 場 合 の 事 前 相 談 に 応 じ て い る 。

(神戸市民生局心身障害福祉室障害相駁課 長 清国重 雄)



書評

「民家巡礼」西日本篇

ｆ 氏家巡 Ｊｌ ｾ

著 者 溝 口 歌子

小林白人

発 行 所 相 様 性 房

A  5  tlJ 総309頁

定 価 1，800円

本1 ! } は来京民芸協会の機関誌『民芸手帖j に 連 載

さ れ た 「 民 家 巡 礼j を 1 冊 の 本 に ま と め た も の で

マイ・フォト

令中世の町ホ

原 径一郎/ 大阪市建築局

ベ ニ ス の 旧 市 街 に は 一 台 の 率 も 見 ら れ な い 。

運 河 が 主 道 路 の 機 能 を 果 し て お り 、 道 は す べ

て露地主民i立 で あ っ て 狭 〈 、 物 理 的 に も 111 を拒

否 し て い る 。 人 身 は 新 聞 を 拡 げ て 読 み な が ら

歩 い て い る 。 そのm. u ま皆おおらかで、やさし

い 表 情 を し て い る 。 ベニスに来て、はじめて、

人 IHI の 本 来 の 顔 を 見 た 恕 い が し た 。

読者の頁

だ と い う 気 が す る 。; ! ?棚の片隅に世いておいて、

% の 向 い た 時 に 気 の 向 い た r: : t を読んでみるという

の は ど う だ ろ う か 。 そ う い う 3先 み 万 も で き る 本 で

ある 。

巻 末 に 付 さ れ た 簡 単 な 英 文 の 説 明 や 用 誌 の 索 引 等

を み る ま で も な く 、 大 体 に お い て わ か り や す く 税

切 に 作 ら れ た 本 だ が 、 唯一 つ 、 税 者 逮 の 苦 労 を 察

ある 。 新 し く 昨 き 加 え ら れ た も の も 含 め る と そ の し つ つ も 敢 え て 苦 言 を 呈 し て お き た い 。 r民 家J

期間は ＲＰ 年にわた っ ている 。 そのうちの ＵＲｲｾｻ がこ で な く と も 家 屋 は 各 々 に 皆 康 史 を 背 負 っている 。

の 西 日 本 仰 に お さ め ら れ て い る わ け だ が 、 そ れ に わ た し た ち は 何 よ り も そ の 言 う な れ ば 民 家 が 但 っ

し で も そ れ ほ ど の 年 月 に わ た って 民 家 を 係 ;!j i し絞 て い る 歴 史 的H寺 聞 の 重 み に 魅 か れ る の だ。 け れ ど

け た 箸 者 逮 の 苦 労 と 熱 怖 を 考 え る と 、 j鰐 I瓜せざる も 、 実 際 そ こ で 芥 ら し て い る 人 々 に と って は 、 そ

を え な い 。正 直 に 言 え ば 、 最 初 に そ の 「 民 家 巡 礼 」 の 家 屋 の 持 つ 意 味 や 価 値 は 二 義 的 な も の に 過 ぎ な

と い う 本 の 題 名 を 凡 た と き 、 大 袈 裟 な と い う 気 が い。 も っ とは っ きり言 って し ま え ば 、 そ の 家 屋 の

し な い で も な か った の だ が 、 読 ん で み て 納 得 し た 。 住人にと ってはまず住みよさが問題なのであり、

き っ と そ う い う 「 民 家 」 へ の 技 怖 に も 似 た 惣 い 入 か つ て は 住 み よ か った 家 屍 が 却 って 住 み に く く な

れ が な か っ た ら 、 こ の 本 は 生 ま れ な か った に 述 い る と い う こ と が あ り 得 る し 、 い く ら 「 民 家J に 闘

な い 。 そ の1主 味 で こ れ は ま さ し く 「 民 家 巡 礼 」 で わる人ノマの生活を好意的に取材しようとしても当

ある 。 の本人にと って は 胡 散 央 い こ と で し か な い と い う

各 総 の 口 頭 に そ の 地 方 の 地 図 が 示 さ れ 、 ど ち ら か こ と も あ る だ ろ う と 思 う 。 わたしたちは「他者」

と 言 え ば 淡 々 と し た J必 じ で 、 民 家 の 説 明 と 共 に そ で し か な い と き 、 誇 娠 し て 言 え ば 、 加 何 と も し 般

の 地 方 の 風 物 、 風 俗 が 拙 か れ て い る 。 写 真ーの点数 い: J P - を負わざるを待ないようにな っている 。 そ れ

も モ ノ ク ロ で は あ る け れ ど も 非 常 に 多 く 、 勝 手 気 は、 f也 者 で し か な い に ち か か わ ら ず 忽 い 入 れ し て

俄 に 頁 を め く って み て も 、 充 分 楽 し め る 。 本 の 装 し ま う こ と の 身 勝 手 き だ。 こ れ は 何 も 「 民 家 」 に

い ひ と つ を み て も 、 価 絡 を な る べ く 抑 え よ う と す 限 った こ と で は な い が ・。 あ と が き を 読 み な が ら

る 窓 図 が 感 じ ら れ て 、 い ま ど き 珍 し く 得 を す る 本 少 し 気 lこな ったので敢えて言 っておきたし、。 ( K .  K )  

4‘  

ベニスのサン 7 1レコ広場の夕立.

‘  ベノレギーのプノレユ y セルから北西50kmの

ところにある中世の械下町ガン( Cand) 、

7 ランドル公の居械から見た市I t i . 数世

紀も歴史を逆上った世界に入り込んでし

まったような気がする .

スイスの J レY エJ レンにあるカベj レt晶.

スイスには昼楓のある木備が多い.

砂
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防災センター他 2，000m'  

建 築 と 社 会
B  2  機 械 室 1，800m'  

合 計 20 ， 700m'  

二L

工事数i量線. t ! i l
150 ， OOOm'  

桜 土 版 16，000m'  

ニュース原稿をお送りください。

土官I
8，000m'  

鉄筋コンクリート 30，000m'  

防水 18，00001'  

建 設 費 約 100億円

駅舎再開発シリーズ- 3 一 施 行 中 で す 。

工 期 昭 和53年 7 月- l I il 和55年末

駅 前 広 場 2 万 M ' は 1 ，200年の管機協の者I1に 模 し て 中 国 要 請

京 都 駅 前 地 下 街

全 国 で 市 民 10 0万 人 以 上 を 擁 す る の は 9 都市で，

こ の う ち 地 下 街 の な い の は 、 京 都 市 と 北 九 州 市 で

す 。

京 都 駅 の椛 内 で 修 学 旅 行 生 が地下 街 の 降 り 口 を 探

す の を 折 々 見 か け ま す 。 四 季 を 間 わ ず 多 数の 観 光

答 を 迎 え 、 春 秋 行 楽J切に 京 都 駅 で 乗 降 す る 観 光 旅

客 は 13万 人/ 日にもおよび、日召和 65年 に は 23万 人

/ 臼 に も 達 す る と 推 定 さ れ て い る 。 これに学者11で

あ り 多 く の通 学 生 や 、 一 般 客 が加 わ って 駅 前 広 場

は泌維を街めている。

駅 の ホ ー ム と 都 市 交 通 機 関 釆 り 場 を む す ぷ 経 路 を

こ の ま ま 自 動 車 の 流 れ の な か に 放 置 す る の は 手I" i;¥

に 危 険 で す 。

こ こ に 幸 い 昭 和 5 0年 よ り 地 下 鉄 建 設 が は じ ま り 京

都 駅 で も 地 下 駅 が 出 来 る の で 、 こ れ と 相 ま って駅

前 広 場 に 地 下 公 共 歩 道 を 設 け る よ う に 都 市 計 画 決

定 さ れ 歩 行 者 動 総 は 111 と分荷量してここに移される

ことにな った。 -

I也 下 公 共 歩 道 建 設 費 の 捻 出 と 、 歩 行 者 へ の 利 仮 や

快 i盛な邸J j l を提供するため庖古i I i を附して地下街と

す る べ く 、 昭 和 5 5年 末 の 開 業 を め ざ し て 現 在 鋭 意

帯当三

ー幣 労回 1.  

旦一一一一一一

ケ 」件 十 一皿 「 ー」 且 - A ム 」阻

@ ⑥  
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造 ら れ た 平 安 京 の 東 南 関 に あ た り 、 往 古 の 都 大 路

が 縦 横 に は し り 平 安tt 族の邸もあったところで、

今関係方面による遺跡発掬! 調査が工事と平行して

行 わ れ て い る 。

地下街の構造体は、 2 0 0 M' 毎 の 防 火 区 画 壁 を R C

i主としているのてづI" i;'; に 剛 性 の 高 い も の と な っ て

いる 。 2 1晋3 経 間 の 地 下 鉄 桃 造 物 と 直 交 す る が 、

相 対 的 に 隔 段 の 強 さ を も っ 地 下 街 射 体 は 地 下 鉄 ラ

ーメンの変位によるｻ［ｾｾ却を避け併ないと 判断し構

造設計に配慮. を純した 。

地 下街即、 i l羽 饗 さ れ た 空 間J と言 っ た 印 象 が 最

初 に 恕 え ま す 。 これを緩和するため、太陽、青空、

t哉のm取 を は か り 、 地 下 街 よ り 地 上 に 巡 ら な った

庭図、 「サンクガーデン J を中央官11の 広 場 に 程 い

てシンボノレとした 。 こ れ が 抜 と な った 、 気 品 に 満

ち た 、 個 性 あ る 街 が 現 出 す る こ と を 念 じ て い ま す 。

Ｈ 機村英 一Ｏ国鉄大阪工 Ｇ ＱＧ［ Ｑ［［［必 ｬｾｭ ｬ 諜 Ｉ

地 主京都ステーションセンタ一株式会社

設計監理 国鉄大阪工事局 ・側鉄道会館

施 工 鉄 建 建 設 ・大林組共同企業体

空 調朝日工業社日砂熱学 mn工業共同企業体

電 気 日本 l{ I 設近畿電気工事共同企業体

給排水衛生西原衛生工業所

而 椴 B 1 底舗 8，000m'  

コミュニテ ィ施設 300m'  

公共通路 8，600m'  

師 . 岡国

@ー③ 魁直也

京都駅北口 広場地下街断面図

ホ建 設 受注 で 合 作 を F

一 技 術 は 日 本 ， 労 力 で 協 力 一

建 設 関 係 で 日 中 の 協 力 を 話 し 合 う た め 大 阪 商 工 会

議 所 が 派 ill し た 「 大 阪 建 設 業 界 代 表 訪 中 団 J ( 団

長 、 絵 村 雄二 ・松 村 組 社 長 ) が こ の ほ ど 帰 国 、 4

月26 日、大阪 ・内 本 l町 の 大 阪 商 工 会 議 所 で 松 村 団

長 が 記 者 会 見 し 、 滞 在 中 に 中 国 要 人 か ら ① 第 三 国

で建設受注などをおこなう際に、 日本 の 技 術 と 9:1

国の! 在日で優秀な労働者が協力していくことを考

え て は ど う か ②中 国 の 技 術 者 を 日 本 で研 修 し ても

らいたい③日本の資金で中国にホテノレを建設して

欲 し い一一ー と の 申 し 入 れ を 受 け た こ と を 明 ら か に

した 。 中国側IJ が 、 第三 国 で 日 本 の 技 術 と 中 国 の 労

働 力 に よ る 合 作 を 積 極 的 に 進 め た い 、 と 11乎びかけ

た の は 初 め て 。

海 外 へ の 労 働 力 供 給 は 、 す で に 韓 国 が 中 近 東 諸 国

へ 大 誌 に 派 itI し て 成 功 し て い る が 、 中 国 も 総 国 に

な ら い 、 そ う し た 労 働 力 の 供 給 に 踏 み 切 っ た わ け 。

た だ 、 中 国 は 10{. i ! : の人口を抱える世界最大の労働

力をもっ国だけに、この合作がまりJ き 出 せ ば 、 閏 際

的 に 大 き な 彬 科 を 与 え る も の と 注 目 さ れ て い る 。

(朝 日新IlHI 979年 4 月27 日朝刊より転縦)

@  一尋



第 4 回吉 田五十入賞決まる一一雑創の森学園作品一一

ｾＱＴ 回吉岡五十八貨の表彰式が本年 Ｕ 月 ＱＷ 日 Ｈ 木Ｉ

午 後 4 U寺から 丸 の 内 東 京会 館 で 1;日1li¥さ れ た 。 ( 受

賞 作 品 の 概 要 は 以 下 の と お り)

建 築の 部

作 品 企fHi lJ の 森 学 闘

所 在tt!! 京都府総書郡田辺町大字大住字i l ? 空蔵谷55

設 計 者 六 角 鬼 丈

1'l・ 記 念 品 銀 製 文 鋲

日IJ 貨 3007J 問

〔表彰理由〕

こ の 作 品 は 、 関 連 美 術 と の つ な が リ の 点 で う ま く

いっている! f f - WIJ である 。 経 築 と 美 術 の 双 方 が 当 初

か ら 1 体 にな っ て積 み 上 げ て い っ た 努 力 と そ の 綜

合 的 成 果 に つ い て 先 づ 評仰fj し た い 。

必 ず し も 巧 妙 な デ ザ イ ン と は 言 え な い が 、 考 え に

考 え て 出 来 上 っ た 力 作 で あ り 、 は っ たりのない、

い や ら し さ の な い 建 築 で あ る 。 従 ら に 奇 を 追 っ て

武力来 だ け を 狙 う 風 潮lに 対 し て 、 こ れ は 明 る く 、 健

康 的 な 新 風 を お く る も の で あ り 、 そ の 地 道 に 干reみ

虫ねられた克明な追及と努力は1 ' t に充分値するも

第 8 回 “ 中 之島 まつり" 開催

ー ボ ク の 街 ・ 浪 花 友 あ れ 中 之 島 一

「大 阪 に 文 化 の ノレネ ッサ ンスを I J と の 呼 び 声 の

もとに，市民の手による市民のための" ; j : っか'

として . 本年も， 5 月 の 3 日， 4 日， 5 自 の 三 日

間 ， 中 之 島 公 園一 倍 に お い て 開 催 さ れ た 。

も と も と ， 市 役 所 や 日 本 銀 行， 府 立 図i ! Hi 官それに

中 央 公 会 堂 と い った 明 治 時 代 の す ば ら し い 洋 風 建

築 を ， 大 阪の シ ン ボノレとして中之島の土地に守 っ

て い こ う と す る 運 動 の 盛 り 上 り か ら 生 ま れ た こ の

ま つ り で は あ っ た が ， 単 に 建 築 物 を 保 存 す る た め

ば か り で は な く ， 者11市 や そ こ に 住 む 人 聞 の 生 活全

般 に H且を向けて， 自 分 た ち の 街 “ 大 阪 " を 考 え ，

そ の 中 に こ そ 主 体 的 な 文 化 を 創 造 し て いこ う と，

い う よ う に な ってきた。

肯 自ｾ 8 回のテーマは「ボクの街 ・浪 花 友 あ れ 中 之 島 J

M 中 之 島 ま つ り . . は ， こ れ ま で 各 回 ご と に ， 都 市

の 中の ， 川 や， 緑 や ， あ る い は 大 阪 の 歴 史 的 発 展

や 生 活 の リズム と い っ たも の に 焦 点 を あ て て き た

が ，今 回 は ， そ う し た も の を よ り 総 合 的 に 捉 え て ，

. . 大阪" とい う 街 と そ こ に 住 む 私 た ち 都 市 住 民 の

日 常 生 活 を ， 様 々 な 角 度 か ら 考 え て み た 。 都 心 に

楽 し み を 見 い だ そ う と い う こ と か ら ， 何 は と も あ

れ 中 之 島 に 集 ろ う と い う こ と で ， 今 回 の テ ー ? i  

ポク の 街 ・浪 花 友 あ れ 中 之 島 J が 生 れ た も の 。

lI li 物 は 下 記 の と お り 。

野 外 コ ン サ ー ト ， 手 づ く り 市， うまいもん市，

カ フ ェ テ ラ ス ， ス ポ ー ツ 広 場， 茶会，苦子! 常，演劇 ，

バ レ ー ド ， 古 本市 ， 人 形 劇， かみしばい， e t  c .  

な お 中 之 島 ま つ り に は ， 3 日間 で 約30万 人の 人 々

て' にぎわった 。

台 北 市 政 府 工 務 局 長 成 堅 氏

ほ か 7 名 来 会

台 北 市 政 府 工務 局 長 成 墜 氏 、 冨IJ 局 長 賞 南 淵 氏 ほ か

台 北 市 政 府 庁 舎 建 設 等 の た め の視 察 団 の 一 行 が 、

去 る 4 月 1 日 来 阪 さ れ た の で 、 本 会 会 員 、 前 台 湾

協会理!IJ'; 長 の 岩佐 直 ftl J f . ¥: をはじめ、福中参与、吉

田事 務 局 長 が 大 阪 国 際 空 港 に お い て 歓 迎 し 、 当 日

は神 戸 方 面 を 案 内 し た 。

次 い で 4 月 3 日 に は 枕察 団 一 行 が 本 会 事 務 所 を 訪

問 さ れ 、 暫 i侍慾 談 の 後 大 阪 ガ スピノレ食 堂 に お い て

歓迎! の夕食会を開催した 。 本 会 よ り は 塚 本 鉱 次 会

長、足立孝、佐野正一、福田中 ｾｊ 生、松村雄二各扇 ｉｊ

の と 評価 し 、 こ の 作 品 を推 J.t!t作 IRs 中 の 最 優秀 作 と 〔表彰理由〕 会 長 が 出昨2 さ れ た が 、 視察 団 貝 の 一 人 で 本 会 会 貝

し て 決 定 し た 。 風 を 利 用 し た 新 宮;氏 の 数 却 の 作 品 は 、 自 然 の 生 命 で あ る 限to G 生氏が通訳となってなごやかに歓談、

山 懐 ろに包まれた配世もよく、自然、との対話に: t ! : を 苧 ん で 自 由 制 途 な 動 き を 示 す 。 想 像 力 の 泣 か さ 記 念 品 の 授 受 な ど を 行 っ た 。

の舟' 1 ， 、 ら れ て い る 様 子 も 充 分 う か が え る が 、 や や と 、 バ ラ ン ス に 対 し て の 綿 密f な 研 究 が 一 体 と な っ なお一行は、 4 月 1 日より 10 日間、大阪、札幌、

機 械 的 に 過 ぎ る 傾 向 や 、 所 ど こ ろ に 多 い 出 附 の 堅 て 、次 々 と 新 し い創 作 を 生 み 出 し て い る 。 雑f J lJ の 東 京 の都 市 再 開 発 状 況 な ど を 視察 さ れ た が 、 と く

さ 等 は 多 少 気 に な る 点 で あ る 。 森の ｈｬｾ 見と ｪ 主， ｾｬｬｬ は、建築家と美術家とが幸いな避 に 大 阪 に お い て は 大 阪 新 市 庁 舎 の 建 設 計 画 に つ い

風 見 の ユ ー モ ラ ス な 動 ;きによ っ て 、 そ の 点 余 税 柔 遁 に よ っ て 、 ユ ニ ー ク な 造 型 美 を 創 造 し 得 た 優 れ て吊発な: iH t の 交 換 が 行 わ れ た 。

ら げ ら れ て い る が 、 今 後 と も な お 一 層 の 研 き ん を た 一 例 で あ っ て 、 吉 岡 五 十 八 貨 と し て 椎 貸 す べ き

ｊ ｾｈ 寺したい 。 千乍品である 。

建 築 関 連 美 術 の 部

作 品 雑 f J lJ の 森 学 園 風 見 、 風 l ] l

F斤平E地 問 上

制 作者 新 宮 普

11 記 念 品 銀 製 文 鋲

高IJ 賞 3007] 円

選 考 委 長

岩 田 藤 七 、 回 鍔 JJ 非 三 、 大 江 宏、

谷 口 吉 郎 、 締 本 明 治 、 来 山 魁 夷 、

吉 村 JI 関 三 、! 協回 和、
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( 新建材紹介 JIo.59 )  

鐘淵化学工業株式会社

本 社 〒530 大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 3 - 2 - 4 ( 朝 日 新IIfI ピノレ) 樹脂製 品苦11 建 材 謀

T E L  0 6 - 2 0 8- 6 3 91- 6395( ダイヤ l レイン)

0 6ー 2 0 8 - 6 3 9 8 - 6 3 9 9 ( 11 )  

集 合 住 宅 用 断 熱 打 込 み 工 法 IF S L 工 法 」

省 エ ネ J レギ - 11寺 代 の 趨 勢 の "1' で、主I ! 物の断熱およ

び 結 館 防 止 へ の 対 応 手 段 が 強 〈 袈2fi さ れ て い る 。

こ れ に 対 し て 従 来 か ら と ら れ て き た 方 策 は 、 断 熱

材 を コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 後 fl 占 り す る か 、 コ ン ク リ

ー ト 打 設11寺 に 同 時 に 打 込 む か のし、ずれかであるが、

い ず れ の 方 法 に も 一 長 一 短 が あ り 、 後 貼 り 工 法 に

お い て は 断 熱 材 と 躯 休 と の 接 着 層 部 分 で の 内 部 結

鋭、打込み工法においてはｾ枠脱型 ＱＱ 寺の断熱材の

lvHJ 1 などの問題を有している 。

こ こ に 紹 介 す る [ " S  L 工 法 」 は 、 こ れ ら の 問 題 を

い っ さ に 解 決 し た 上 に 、 さ ら に ! 型 枠 材 ( せ き 板 )

ま で 不 安 と な る の で 、 従 来 の 工 法 よ り 大 阪 な 省 力

化 と 工 期 の 短 縮 が 期 待 で き る も の で あ る 。

. 特 長

( 1) コ ン ク リ ー ト 躯 休 と の 一 体 化 工 法 に よ り 断 熱 ・

防 派 の 性 能 が 向 上 す る 。

(2) 断 熱 材 が 内 型 枠 の せ き 板 と 内 装 下 地 材 に 併 用 で

きる。

(3) 特 殊 ジ ョ イ ン ト 音11材 の セ ッ テ ィ ン グ に よ り 、 作

業 性 の 均 一 化 と : 1-. '11.交 の よ い 平 滑 な 下地 而 が 得 ら れ

る。

(4) 胞 工 手 順 が 省 力 化 で き る 。

(5) 却l付 図 に し た が っ て パ ネ ノ レ を 工 場 生 産 し 、 現 場

に 直 接 供 給 す る シ ス テ ム を 係 っ て い る 。

(6) 施 工 而 で の 質 的 改 普 ー が で き る と と も に 、 厚E楽 物

の 発 生 が な い た め 、 総 合的 な コ ス ト タ' ウンがはか

h る。

. 規 格 ( 1認ー 1 ・表 ー 1 参 !!¥1 )  

カ ネ ラ イ ト フ ォ ー ム F - I 、 F - II を コ ア 材 に し

て 5 . 5 mm- 12mmの 合 板 を P. li り 合 わ せ た 「 カ ネ ラ イ

トパネノレJ の 周 囲 に 木 製 枠 を 組 み 込 み 、 「やとい

笑 J 方式で相互のパネノレを桜紙するため、パネノレ

の 強 度 と 寸 法 精 度 が 大 幅 に IUJ 上 し て い る 。

表ー 1

900X 1.800 

. 供 給 シ ス テ ム ( 図 - 2 参 照 )

内 型 枠 の せ き 板 に そ の ま ま 内 装 下 地 材 の 機 能 を も

た せ る た め 、 パ ネ ル 制 付 閣 に も と づ い て S L バ ネ

ノ レ を 工 場 生 産 し 、 こ れ を 工 事 の 工 総 に 合 わ せ て 直

16  挫築と社会/ 1979年 5J J 号

東京支社 〒107 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 3 - 12( 赤坂センターピル) 倒脂製品部 ・

東京建材ｾＺｉｬ T E L  03 - 405ー 10 1l ( ;ダイヤノレイン)

接 現 場 へ 納 入 す る シ ス テ ム を 係 用 し て い る 。

置 物性 ( 表ー 2 参 f! (1 )  

. 使 用 上 の 留 意 点

(1)す べ て 工 場 生 産 品 で 、 現 場 で は l川 工 を 行 わ な い

ので者1) 付 図 の 作 成 に あ た っ て は 細 心 の 注 意 が 必 要

てe ある 。

(2) ノマネルの般努i を で き る だ け 少 な く し 、 同 一 寸 法

の パ ネ ノレ を 多 〈 使 用 す る 。

(3) ノマネノレの組立て 利 j立 を 上 げ る た め 、 足 元 に は が

イドチャンネノレ ( U型 金 物 ) を 用 い る 。

(4) セ パ レ ー タ 一 部 分 で の 断熱材の机[ 拐をなくする

ため、 S L 工 法 専 用 セ バ レ ー タ ー ( 丸 井 K P コ ン)

を 使 用 す る 。

(5) 入 附 部 分 か ら の セ メ ン ト ペ ー ス ト の illl れ を 防 止

するため、 I収合音11分 に 白 地引JI え テ ー プ を lt 占りつけ

る。

(6) コンク リートの側IJ 圧 に よ る パ ネ ル の た わ み を 1. 5

mm 以 下 に お さ え る た め に 、 縦 ノ 〈タ 角 ( 60mmx  6 0 "，m)  

の I-I:¥J隔 は 2 0 0mmとする。 ( F ー I 厚 25mm、 ベ ニ ヤ

厚 5 . 5 mmの 場 合 )

(7) 内装1 I i111吸を 受 け る 部 分 に は 、コ ン ク リ ー ト 打 設

表 - 3

図 - 2

表 - 2

〉ごL

F - I  25弘 F - 2  25拍

ベニヤベニヤベニヤ ベニヤベニヤベニヤ

5.5弘 9.0弘 12.0鴨 5.5拍 9. 0%112. 0弘

県民f o: l f' Kcal l 町内℃ 1. 12 上田8 l 出9 0. 90 。槌4 0. 865 

IMI げ強11: kgl 帽 16.2 26. 5 22.2 26 44 36.4 

l曲げ弾性時1 kg/C21 614 1. 101 1. 049  6叩 1. 051  1.163 

Iftl 奮 度 kgl ぽ 4. 35 6.53 ι 49 4.55 1  6.73 8.68 

4華 清 力 kg/ C21 4. 5 4.5 4.5 6.5 

後 パ ネ J レ表I師に石料1板 な ど の 不 燃 材 料 を I1占り 付 け

る 必 裂 が あ る 。

. 各 断 熱 防甥 工 法 コ ス ト 比較 表 ( 表ー 3 参 H¥I )

S L 工 法 は 従 来 の 各 工 法 に 比 較 し て ト ー タ J レで約

2 0 %の コ ス ト 安 に な っ て い る 。

(  ) 内陸' [ " =. は時間1( 分} を示す

ぷｾ竺
s  L  工 法 現 場 切 削 打 込 工 法 桂 貼 リ 接 着 工 法 ダラスウール断熱工法

寸 法 金百円 ;idfJ  %  
サ

f 穏

' "と

It鍋司 ｾＮｩＧ ｉ ，［Ｅ＠ τ 姦 金綱司区利点
%  サr イJ法ズ 金網司

回。ht %  

# ネライトパネ J 院話相 ｾｴＥ 叩，010 3. 自国 京京 ｾＺｴＮＢＢｬＧ ＵＢ 6 剖l 2.1朗 易会，ＺＺ￬Ｑ ｆｩ ｲＮ ［ＧｾＶ 回9 1.610 

現

コン 7 'J ートパネ J 4.5∞ 町。 4. 日l O 訂0

下 地 ベ ー ヤ '-ヤ2 乃も 5∞l  お0

補 則l u  位01 49 3，唱。 田4 3.430 田6

場 枠 材 1，016 61 

セ パ レ ー タ ー 3.290 197 3.395 国4 3.150 189 3.150 189 
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熱資源の有効利用と 、快適な居

住性を実現する素材として 、カ

ネカ独自の技術により開発した 、

高性能断熱、結露防止材カネラ

イトフオーム F- I 、F-II 。その

優秀な素材と施工技術をもとに 、

このほど画期的な断熱材打込み

工法 ' S L工法」を確立しました 。

コンクリー卜打設時にカネライ

トパネル ( S Lパネル) を内型枠・

として使用。新考案の〈サネ材〉

がパネルの目遣いをなくし 、均

ーな平面性と等質な作業性を保

持でき 、施工面で数かずの利点

を付加。能率ア ップ (2 2 %もコス

トダウン) の新工法です。

明日の生活環境づくりをめざし

て、求められる資材、工法を開

発する 「カネカ」に、今後共ご期

待くださし、。

- 実用新案申請中

福. : Ei九4 大メリット

1 より前進した結露防止工法

S Lパネルの内型枠としての 使用 は、カネラ

イトフォームの特性である強い桜丘性を生

かし同H寺に躯体との聞に空間を残さないこ

とにより 内部結露の発生もふせぎます。

また〈サネ材〉により、 S Lノ吋、 Jレの接続木口

面の精度を保持。直接コンクリートが木古11

に触れることなく、結: m- ・を防止します。

2 ムダを省くパネルレイアウト

S Lパネルは 、設計訓り付け図にもとづいて

工場生産、各部位のオーダーにそくした製

品を現場へ供給。 ムダのない合理的なパネ

ル生産システムが得られます。

3 工程の省力化・工期の短縮化

従来のコンクリート打設後の断熱工事の作

業手順をすべてカット 。

資材の節減や不隆司司終等、作業祉の低減化を

進 め、工期促進面でも大きな改善がはかれます。

4 トータルコストの低減化

S L工法 により、 現場用材、作業手順及び

現局管理面での省力化と、安全正確 - 迅速

性を組みこんだ施工面での質的改善が実現。

従来工法に比較 して 、総合的なコストダウン

がはかれます。

ｃＧＩ ｾ＠ 玄 :  +社土 大 一

膨鐘淵化学工業株式ム社 京宣制社;出2湛ぷ品:弘:2昨セ竺r竺; ?弘ユ以立古氾弐T令3問二認?τ :  
町 附n脈H制品却呼車( ，ポ2江〔也H よ諸軍⑨ωf“4C阻洛 ) IOC1 i  
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1  9  7  0 年 の 万 国 博 に は 抽 象で雛解なテー' 7 ￭ 人類の進歩と調和 ｊ があった。これは進歩および胃ｾ 和 である。

と こ ろ で 、 関 西 の 照 明 研 究 グ ル ー プ に よ る 「 昼 光利 用 照 明 」 の 研 究 成 来 が あ る ( 1  9  7  7 年 7 月号参照) 。

こ れ は オ フ ィ ス で 昼 光 を 有 効 に 利 用 し 、昼 間 は 窓 際 の 電 灯 を 消 し て エ ネ ル ギ 一 節 約 を 図 る も の で あ る 。 こ れ ま で

の 昼 間 人 工 照 明 ( P S A L I ) と以ーなる考え方だ。

こ の 研 究 で は 大 阪 ( 吹 田 市 ) の 2 年 I/IJ に わ た る 金 光!照度の実証iリデータにもとづく設言十周 図 表 が作 成された。

大 阪 大 学 伊 藤 克 三 教 授 の お 話 し で は 「 天 候 の 変動 に 応 じ て 窓1HIJ のi : U: 灯 を点滅するとき 、 その 回数 が あ ま りに 多 い

と自にわずらわしく感じる」という。点滅を罰，ｾ光装置に変えるとスムースになるが、新築時の採用以外では経済

性 が な い と い う 。 こ の 辺 が 自 然 と 人 工 と の 制 和 の 困 難 で あ ろ う 。 太 陽 熱利 用 で は 蓄 熱 槽 が利 用できるのだが。

a 今 後 の 研 究 課 題 に は 、 自 然 環 境 の 利 用 と い う テ ー マ が 登 場 す る だ ろ う 。 そ の 際 、 機 械 装 置 の み で な く 、建 築 と 人

! 聞 の 特 性 、 例 え ば 視 感 覚 や 温 熱 感 な ど の 詳 細 な 研 究 も 必 要 に な る だ ろ う と 思 わ れ る 。 ( K E )  

た た ず ま い

北 海 道 に い た 頃 の 話 。 気 候 が よ く な る 6 月から 9 月 頃 と も な る と 、 旧 道I'Tの 赤 レ ン ガ 211皆の建物を、緑の木首長か

ら、或 い は 池 越 し に 、 芝 生 に 腰 を 下 し て 、 イ ー ゼ ル や ス ケ ッ チ ブ ッ ク に 向 か う 人 が 、毎日 何 人 か は き ま っ て 見 受

け ら れ た 。 旧 庁 舎 の 後 寄 り に は 、 近 代 的 な 新 館 が 、 10階 を 越 え る 規 模 で 縫 え 立 ち 、 そ れ な り の 前 庭 も と ら れ て は

い る が 、 関 心 は も っ ぱ ら 赤 レ ン ガ に 銅 板 野 き の 旧 庁 舎 に 向 け ら れ て い る 。 何 か そ こ に 座 っ て い た い 雰 閤 気 が 、 自

然 に 人 の 足 を 向 け る か ら で あ ろ う 。 大 阪 に も か つ て は 中 之 島 に 裁 判 所 の 赤 レ ン ガ と 銅 屋 根 の ド ー ム が 、 何 と も 言

えない調和をもって、公図の名物として建っていた時期があった。今はその商 Ｉ［ｬｾ もない。新宿副都心や駅前改造

の 日 層 ピ ル の 谷 間1で 、 イ ー ゼ ル に 向 か う 人 達 は 何 人 い る だ ろ う 。 無 理 な 訴 は そ の 立 地 条 件 で も あ ろ う 。 奈 良 公 園

のり県庁合はどうだろうか。恐らく学生迷や絵心ある人々が、 J克の群の中で迫IJI)'}J や 趣 味 に 打 込 ん で い る だ ろ う 。 単

な る 懐 古 主 義 の み で な く 、建 物 が 古 い も の で あ れ 、 新 し い も の で あ れ 、 何 と は な し に 座 り 込 ん で 見 と れ た い 。 維

も が そ う い う 気 分 に 絞 れ る お お ら か な 広 場 な り 公 園 が 、 あ わ た だ し い 都 市 の 其 ん 中 に も 欲 し い も の で あ る 。

(  1  K )  

現 地 調 達 の 昧

¥ ¥¥t 発 展 途 上 国 を 訪 れ て い つ も 篤 く こ と は 世 界 の地 の 果 て と 言 わ れ る と こ ろ で も 日 本 料 型 は も ち ろ ん の こ と 、西

j，¥¥ ¥洋料理! のレストランがない国であ って も 、 中 国 人 の 経 営 す る 中 議 料 理 の レ ス ト ラ ン は 必 ず 進 出 し て 、 し か も 大 い

引 け に 繁 脱 し て い る こ と で す 。 日 本 人 も そ の 土 地 の レ ス ト ラ ン に は す ぐ に 足 が liリか な く て も 中華 料 理 の レ ス ト ラ ン に

i は 自 ず と 入 って し ま い ま す 。 こ れ は 中 国 人 の バ イ タ リ テ ィ ー の 既 成 さ に よ る も の で あ ろ う が 、 本 質 的 に は 料 理 の

Ｑ ｜ 味の良さによるものであろう。日本料理の淡白な味美しさ、ことに京都ＩＡￌｩｾのみやひた味と盛りつけは、その器

の 美 し さ と と も に 日 本 人 の 郷 愁 を さ そ う も の で す 。 し か し そ の 美 し さ 、 淡 白 な l床 も 日 本 の 風 土 がfi くみ 、 日本の

川 近 海 で 生 育 し た 緊 材 を 11今 味 し て 調 理 し て は じ め て で き る も の で 、 世 界 の ど こ の 国 で も 直 ち に で き る と い う も の で

t  は あ り ま せ ん 。 そ れ に 反 し て 中 華 料 理1は 、 そ の 土 地 々 々 で と れ る 紫 材 を 育 ノ マ 一 セ ン ト 生 か し て 無 駄 な く 、 万 人 に

適 合 し た I床 を 提 供 し て い る 。 国 際 化 す る 今 日 、 海 外 で の 建 築 も 当 然 の こ と な が ら 、 ロ ー カ ル の 材 料 を 使 用 し て 無

駄なく、 l味 わ い の あ る 建 築 を デ ザ イ ン す る こ と が 競 走 力 の 強 化 に も つ な が る 第 一 歩 だ と い え ま じ よ う

( U  K )  

専 門 分 科 の 弊 害

古 来 、 日 本 建 築 の 美 は 日 本 の 木 材 の す ぐ れ た 資 質 に 負 う と こ ろ が 多 い 。 政 近 、 各 地 で ま っ く い 虫 に よ る い た ま し

い 松 の ，f，5:yEを み て 、 木 材 資 源 の こ と が 急 に 心 配 に な り 、 森 林 に つ い て の こ 、三 の 啓 蒙 む を 読 ん で み た 。 そ の う ち

の 一 冊、 「日本の森林J ( 四 年，1/'紳j 英 箸 ) の 中 に 、 現 在 の 造 林 学 は そ の 索 附 ら し い 進 歩 に か か わ ら ず 、 そ の あ ま

り に も 専 門 分 科 化 の ゆ え に 、一 つ の iiE林 技 術 と し て の 統一 体 系 化 に 欠 け 、実 際 の 造 林 に 役 立 つ こ と の す く な さ を

l咲いた上で、 「造林学に| 謝する研究はより多くの専門家によ って 行 わ れ る べ き で あ ろ う 。 し か し 、 笑|務 の 造 林 は

一 人ないし数人の| 浪られた担当者のもつ総合された技術と知織によ って 行 わ れ る の で あ る 」 と 訳 さ れ て い る 例 所

カずあ った。

さ て 、 こ の 造 林 技 術 の 現 状 に 似 た ;，J1 . 象は他のあらゆる分野にあるような気がする。専門医学発達して、人 間 の 身

体を会的に- tE- t ! i i する、名医、、は減 1) 、主u; 築柿 造学や環境工学がf J _ ! ; ; を咲かせて、学会は雄況を極めるが、建築をつ

く る と き に あ ら ゆ る 分 野 に 目 を 光 ら せ て い わ ゆ る ホ コ ン ダ ク タ 一 役 。 を 立 派 に つ と め ら れ る 本 物 の ア ー キ テ ク

ト は だ ん だ ん 少 な く な っているのではなかろうか。 ( T H )  



特 集

日影規制

伊 藤 克三 野「日間関係図表的見万 ｦｾ い ｽｪ J  ( オー ム 社 刊 j ょっ

回 日 影 規 制 の 背 景 と そ の 意 義/ 伊 藤 克 三

回 日 影 規 制 の 問 題 点 と 今 後 の 方 向

(1)行 政 の 立 場 か ら 一 一大 橋 孝則
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(3) コ ン ビ ュ ー タ に よ る 日 影 図 ・日 影 時 間 図 の チ ェ ッ ク/ 飯 塚 英 雄 ・ 野 田 修

回 日影規制l と 設 計 計 画

日影 規ifllJ e 設計計画の対応、/ 永 原 裕

回 日 影 チ ャ ー ト の 原 理 と そ の 応 用

大 林 組/ 鹿 島 建 設/ 住 商 コ ン ビ ュ ー タ ー サ ー ビ ス/ 東 洋 情 報 シ ス テ ム/ 日

本 |官報サービス/ 日本アイ ・ビー ・エ ム/ 長 谷 川工 務 庖/ 藤 田 商 事/ マ エ ダ
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日 影 規 制 の 背 景 と そ の 意 義

伊 藤 克 三

日影規制の経緯

昭和40年代前半にはじまる日照紛争は、日照権、 日照の受忍

限度等に関する論議をまき起こし、日照に対する一般の関心 を

非常に高めたことは未だに記憶に新しいところである。

紛争発生の初期の頃にあっては、日照は法的には 私法上の相

隣関係の問題として対処すべきものであると考えられていた。

その後、次第に公法の分野としても関心が持たれたが、昭和47

年の建築審議会の答申では、日照の確保は住宅地の環境上重要

であるので、都市計画、建築行政面である範囲は公法的規制 を

行うべきであるが、日影の規制にはまだ問題があるとされてい

た。他方、地方公共団体では紛争多発に対処するため 、昭和46

年以降条例あるいは指導要綱等によ って 独自に日影に規制を加

えるものの数が急増し、昭和48年にはその数が数十にも達し、

その後も日を追って増加していった 。 この情勢に鑑み 、固にお

いてもそれまでの考え方をさらに進めて、日影に統一的な規制

を加えるための検討を進め、ょうやく昭和51年 11月、建築基準

法第5，6条の二、「日影による中高層の建築物の高さの制限J の成

立を見るに至ったのである。

これに基づき、大阪府では昨年 10月、府条例が改正され、本

年 4 月 1 日より府下統一的に、これにより日影規制が笑施され

ることにな ったが、紛争発生時からはや10年以上の歳月が経過

していたことになる。

日影規制の目標

建築物による日影の法的な規制は、屑住者に環境衛生上必要

な日照を時保しようということに目標が置かれているのではな

く、従来、その地域に適切に保持 されてきた 日照はじめ、そ の

他の居住環境が、大規模な建築物の建設によって悪化するのを

防止しようとするものである 。 日照そのものの確保がその目的

であるとすれは¥規制すべき建物に高さや階数の指定のあるこ

とは不合理であり 、また、都市計画の用途地域により規制値に

差異をもたすべき ものではない 。公的な日照規制はあくまでも

その地域の現状に異質な建築物が建てられることによる周辺全

域の出境条件の低下を防止すること であり、表向きは隣地の日

ｊｭｬｬ ｾ［ ｉｍｊ の確保ということになっているが 、ここでいう日照 ｈ 寺間

とは、日当たりはじめ 、明るさ、通風、開放性、 プライパシー

その他各種の居住環境条件全般を総合した環境の指標であると

理解すべきものである 。 日当たりによる直接効果だけであれば
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人工的な補償も 可能であるが、このように考えた日照は何をも

っても補償できるものでないことに日影規制の意義があるので

ある 。

本規制の対象とならない低層住宅聞の日照阻害は密集地域で

は到るところに見られるが、これは、その地域の居住者の互い

の理解のもとに許されるべきもので、 問題を生じた場合には私

法上解決されるべき性格のものと考えられる。

日影規制の運用について

法的には定められた高さの面上における規制範囲内の日彬時

間が要件を満たしておればよい 。 これには、複合建物による島

町診の生じない限り、規制線上の主要点における日影時聞の検

討で十分なはずである 。 しかし、この実際の運用に当たっては

冬至の日の 1 時間 ごとの日影図ならびに日影時間図の添付が要

求される場合が多〈、大阪府においてもそのような運用が行わ

れるとのことである 。

このように、建物周辺全域への影響をもあわせ検討すること

を義務づけることは、単に法的規制を満たしているだけでは周

辺への影響の点で必ずしも十分ではないとする考えが含まれて

いる 。規制値は満たしていても、周辺からの苦情があるなどの

場合には行政指導の行われることがあり、この際の検討資料と

して 日影図、 日!景3時間図を役立たせようとするものと受け取ら

れる。法は画一的に運用するものではなく、弾力的に運用すべ

きであるというのが、こ の頃の行政の考え方であるらしい。と

くに日照に関しては、これまでの各自治体の定めていた条例な

どとの関係もあり 、運用に難しい点も予想はされるが、本条例

の施行を機に、あいまいさ を- 1'帯した明確な運用を期待したい

ものである。

なお、日影時間図は規制範囲外における周辺全域の日照状況

の概要を示すための補足的な資料であり、その意味から、これ

に高度の精度を要求すべきものではなく、また、これを要求す

ることも一般には無理で・ある 。正確さは規制範囲内での検討に

/  

とどめ、日影時間図はその大休の様子を示す程度のものとして

運用されれば、少しく日照図表の使用に習熟すれば手作業でも

十分対応できるはずでめる 。 日影時間図の性格上、これに応じ

た運用が望ましく，思われる 。

( いとう かつぞう 大阪大学工学部建築工学科教授 )



日 影 規 制 の 問 題 点

と 今 後 の 方 向

各 界 か ら の コ メ ン ト

行政の立場から一一一

実務の立場から一一一

住民の立場から一一一

行政の立場から

大阪府建築部建築指導線長

大 橋 孝 則

昭和40年代の半ばから、都市の土地利用の高度化に伴い 7 ンション等の

建設が活発化し、そのため日照問題をはじめ、さまざまな都市の環境阻害

が発生し、各地で紛争がみられるようになった。

そこで国においては、昭和 51年 11 月に建築基準法の一部改正により目彩

規制lが行われることにな った。ところが規制の内容が大幅に 地方公共団体

に委任され、事実上、地方公共団体の条例制定を倹たなければ日彬規制は

適用されない内容にな っている。

大阪府においては、早くから日照問題に関する研究を進めてきたが、 一

昨年 2 月、各界の代表からなる日! 照対策怨談会を設け、広〈各団体等の意

見耳患取を行いながら検討をお願いし、知事に対する提案の答申を得たわけ

である。

答申の主な点は、大阪府のように、府下を通じて気候風土にもさしたる

差がなく、市街地も述坦している実情に鑑み、市町村別の規制lではなく府

条例によ って 統一 的に運用することが望ましいこと、また対象地域として

は、当面、第一種住居専用 地域、第 二位住居専用 地域および住居地域に限

定し、準工業地域および近隣間業地域については、なお充分な調査研究を

行 った上で必要な地域に ついては第二次的に指定すること、さらに規制値

としては法律に用意されている数値のうち、おおむね 中位の数値を係用す

ることを骨子としたものであ った。

本府はこの答申を受け て具体的な条例制定作業に入 ったのであるが、そ

の問、関係方面と の意見調鐙に最もエネルギーを傾注した 。各団体等の意

見には明らかに矛盾するものがあり、府民大多数のコンセンサスを得られ

る条例とするためには 、各方面それぞれに何らかの妥協をお願いするしか

ない 。とく に市町村においてはすでに条例、要綱等により行政指導を行 っ

ているものが多〈、したがって市町村との調獲が最大の問題となった。市

町村の要綱等は、 一見厳しい数値等を採用 していてもたと えば周辺住民の

同意が得られれば緩和するなどの柔軟な運用ができる仕組みであるが、法

令に基づく 日影規制には、そのような運用は許きれないのであ って 、その

点についてのご漫解をいただくのが大きな問題点であ った。最終的には市

長会、 町村長会でもこの問題を取り上げていただき、了承を得たのである

が、若干の市においては最終的に市長さんとの直接折衝でご理解を得たよ

うな次第である。幸い昨年の 9 月、大阪府議会において大阪府建築基準法

施行条例の一部改正により、日影規制の法制化が完了し、本年 4 月 l 日か

ら施行する運びとなった。

日影規制の運用については、立法談程か らすでに何回となく関係団体の

協力を得て講習会その他 の機会を通じて P R を行ってきており、少なくと

も建築関係者の皆さまには充分周知されているも のと 思われるが、何分に

も社会的な関心のきわめて高い規制であるため、私ども行政の立場からし

て円滑な施行を願うものである。

今後の問題点としては、まず第一に 既存不適格建築物となる対象建築物

の増改築等の場合の救済であるが、法自 ｾＵＶ 条の Ｒ に「特定行政庁が土 地 の

状況等により周囲の居住環境を 害する おそれがないと認め ー j の場合に

は許可することができる旨の、いわゆるただし住許可の規定があるが、府

下の実情をみると、学校、病院など、このただし魯許可を期待する向きも

少なくなし、 。 しかし、こ の規定の乱用は厳に似しむべき ものであり、この

点については府下各特定行政庁とも連絡をとりながら、府民のコンセンサ

スを得られるような方向での運用を考えていきたい。

つぎに、市町村における要綱との関係であるが 、 日影規則lに関しては府

条例の線に沿 って 調重量が行われていくものと予恕されるが、なお 何 らかの

形で残るものがあるとすれば、それらは建築基準行政 の枠外で処理される

べきものと考えている。 ( おおはし たかのり )
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日影規制と日照紛争

阪急電鉄骨網土地経営郵建築謀長

山口 鐘続

現在、建設工事に伴う公筈問題の中で最大の争点は日照問題であり、住

民の権利意識の向上に伴い、日照紛争は近年ますますエスカレートし、大

きな社会問題となっている。もともと日照問題は、高度経済成長に伴う人

口の都市集中ー→地価の高騰ー→土地の高度利用( 過密) の産物であり、

総合的な国土利用計図、土地の価格と供給のあり方、住宅供給のあり方と

密接な関係があり、これらの諸問題と、総合的に解決されるべき問題であ

る。またわが国の気候風土から見て、日照のもつ意味がきわめて重要でレあ

り、国民が日照に対して特別な感↑ 百をもっていることが、日照問題を一層

難しくしている所以である。

現実の日! 煎紛争は、先住者の先{ 主権、既得権の主張と、後住者・の財産維

の正当な行伎の主張との衝突である 。現実の住宅事情をふまえた上て¥万

人共有の財産である太陽の恵みをどのように分かち合うかが問題であり、

日照に対する国民のコ ンセンサスもなく、裁判所の判例も少ない現状では、

両者共通の「モノサシ J がないため、これが徒らに住民の被筈者意識につ

ながり、時にはエゴにまで発展し、問題解決に膨大な時間と労力を費やし

ているのが現状である 。

以上のような背長から生まれたのが今回の日彬規制であり、遅まきなが

ら日照に対する公法上の基準が設けられたことは、まことに喜ばしいこと

でレある。

日影規制の主旨は、冬至において確保されるべき日照時閉め目標値を定

め、これに都市計画上の用途地域をリンクして定められている。測定点を

敷地境界から 5 m とし、第一種住居専用地域では 1 階で、その他の地域で

は 2 階てヘ日照時flfJ の標準値を 3 時間としているが、現在の住宅事情、こ

れまでの判例などから見て妥当な線と思われる 。

今回の規制 l立、今後の住環境の保全に役立つとともに、これから新築さ

れる建物については将来の日照条例ニをほぼ予測して建てることができると

いうことで、今後の日照紛争に大いに役立つものと思われる。

一方、問題としては、複合日影の問題、規制対象外の建物の日彩、規制

区域外の日照問題であり、さらに、現笑の日照紛争が既得権の主張の側面

をもっ以上、今固め規制lでなおかつ既存の建物に日影を落とす場合の銅盤

である 。これらは、客観性、公平さを要求される公法の限界であり、最低

限の基準としては止むを得ないことと恩われる 。要は、建築にたづきわる

われわれが、今後、法の精神をどのように生かしていくかであろう 。町づ

くりのー認を担い、良質で安価な住宅を供給する社会的な使命をもっわれ

われデベロ γ パーは、今回の日影規制の施行を機に、今一度住環境のあり

方を考え、よりよい町づくりに精進したいものである 。

最後に、日頃民間デベロ ッパーとして直接近隣住民と接触している立場

から、為政者にお願いしたい。 日照権を取I i とした住環境の紛争は、ひとり

建築関係者だけの問題ではなく、広〈国民全体の問題であり、国民全体の

合意と理解がなければ解決しない問題である。また都市政策、土地および

住宅政策等との関連の中で初めて解決される問題である 。現実の住宅事情

をふまえた上で、現在の、将来の住環境のあるべき姿を国民に示し、国民

の理解と合意を得るべく、その指導性を発事1 I していただきたい。当事者間

の話し合いももちろん大切であるが、自らの指導理念なしに安易に同意条

項を設けるなどは、一種の1責任逃れて'あり、かえって紛争の種をまくよう

なものである 。 とりあえずは、今回の日影規制! の主旨を広〈住民に P R し

ていただくとともに、基準法とは別に、これを布I i 足する意味で「日! 照に関

する指導要綱J を作るなど、きめの組|かい指導を期待する。また紛争が生

じた場合、術短的に相談指導にあたる窓口、または第三者機関の設置を切

望する次第である。 (やま ぐちかねつり
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日影規制の問題点

側安井建築設計事務所電算室設計主任

中 元 三 郎

建築基準法の改正が行われ、いわゆる「日影規制」が追加されてから 3

年余りが経過した。日照問題そのものは、法改正の以前より大都市および

近郊の市域で問題にされていたものであり、 地方自治体それぞれの指導要

綱や条例によって、主として住居系地域の日照確保の指導が行われており、

設計者にとってそれほど目新しいことではなくなっている。

しかし、今回の建築基準法改正に伴う条例化 での規制では、従来の指導

要綱などに比べて相 当に厳しい内容となっている。大阪府の調査によると、

「笑在建物を無作為に抽出し、住居系地域の容積別適合率をみると、 150 

減

%です、 150 - 200%てうイ、 200%以上で ν になる。 J と報告されており、

平均すれば全体の約半数が建築基準法上不適合となる。

今回の規制l対象になる住居系地域の大部分は、幸子積率が 200%前後であ

り、指定答積率はそれほど高いとはし、えない。こうした 地域に計画される

建物は、指定容積率限度に近い設計となっているのが実状である。このよ

うに、土地を効率よく利用したいという要求は、都市計画法で定める容積

率の基本的趣旨と一致すると考えるが、今後このような地域における計画

は、敷地が広大にあるとか、周囲に大きな道路があるなどの敷地条件が盤

わない限り難しいものとなり 建物の形態は日影規制に関連して、敷地の

形や周辺の条件によって大きく左右されることになる。

手作業による 日影図の作図を行う設計者は、ある程度以上に建物の形状

が複雑になると、建物のあるがままの形で 日影時間図を作成することはで

きなくなり、建物を包むように単純な形にモテ・ル化 して日影図を作成する

ことになる 。つまり、安全恨IJ に日影時間を見積もることになり、ますます

谷械が低下したり、実質的な計画基準の切り下げが行われることになる 。

今年に入札自治体の体制もほぼ堅い条例か施行されて、基準法もその

効力を発揮するが、各行政庁の規制l内容が明らかになるなかで、その運用

方法や指導する行政恨IJ の考え方に少々神経質すぎるのではないかと感じら

れることがある 。正確な日影図を得るには、正しいデータと精密な作図が

必要なことはもちろんのことであるが、秒単位の角度やミリ単位の日彬長

さは作図上無意味であるし、安全側の代表総度を採用することで、こうし

た誤差は吸収されるはずである。必要以上の精度要求は司王の本質を見誤る

ように思えるのだが、どうだろうか。

斜線制限や高度指定などのような形態規制lが直接的に制限領域を示すも

のであるのに対し、日影規制のように方法と規制時間を与えるやりかたは、

間接的にその制限領域を示していることになる 。 したが って形態規制では

制限領域を確保しながら計画を進められるのに対し、日影規制lでは、計画

し、設計した後でν常に日影図を作成して検証するという作業を繰り返し行

わなければならない。設計者にとっては心理的、物理的負担になるばかり

か、自 由な発想、の妨げにもなりかねない。

このように、 比 較的理解しやすい形態規制に日Ｉｾｾ規制が 加 えられたこと

で、専門知識のほかにカンが設計者に要求されており、設計の各段階にお

ける作業環境はかなり厳しいものになっている 。個別の建物における日景品

時間の検定は、日照定規の利用、資料の警積などを用いることにより、あ

る程度の労力軽減は期待できるが、電算機を用いて日照プログラムを利用

すれば時間的 ・精度的な問題は、ほぽ解消できる。しかし、企画 - 基本設

計段階には抜本的な解決方法とはし、えない。今後、形態規制と日影規制を

同時に満足するような最大建設可能領域が、すばやく求められるなんらか

の方法を 開発する必要があるように思われる。 ( なかもと さぶろう)

員提「建築物と居住環境の保護について」 大阪府主I ! 築部 ・土木部 昭和51年



容認限度をどう考えるか

側長谷川工務庖技術本部長

福 嶋 孝 之

日影規制の制定により、都市の形態を整える法令規準が一歩前進したこ

とは響ばしい。しかし現在われわれの業界で着工に際しての慣習となって

いる日照権解決という名の同意取得からは、まだまだ逃れられそうにない 。

者が過去に出合ったどのケースも日照権解決の複雑さを改めて考えさせ

る。

Cas e 1  - 横浜市北部の閑静な住宅地に建設した社員祭。ゆるい北斜面

の頂きに計画され、北側の大半は公園であり、西北の邸宅の人々にとって

早朝の日照が武重な存在であった 。現地に早朝集合し、午前 7 時20分頃の

山 の端からの 日 の出以後、足場でｾ取った桜縦建物がどの程度の影響を与

えるかを見極め、設計変更の成果の確認を行った 。 日影のi f l J J きが早いのに

驚かされたが、事前に 1也元の邸宅の制i J i 誌もすませるなど、地元の協力が大

きかった 。 Ca s e 2 一都心住宅地 の 5 階建マンシヨンの設計。北西向かい

の邸宅にとって、出動前居間で新IIfI を広げ、コーヒーを飲むひととき、早

朝の日当たりが貴重な存在であり、同意を取り付けるため、数回の設計変

更が生じ、不本君、な設計に終わった。 Ca s e 3 一 大 阪 市 内 の マ ン シ ョ ン 建

設。北側IJ の邸宅にとって、当建物の影響は午前 11時までであ ったが、 他 の

ビルの彬が午後 2 時以後に現れ、さらに昼間! の日照を当敷地内附属工作物

がさえぎったため終日影となるケースとなり、工作物を境界塀の高さ以下

で設計することで解決。 Ca s e 4 一 大 阪 市 内 の 物件で敷地に 90%主主ぺ い 率

で濯うていた旧ピルの跡地に主j ) ; 設中の 7 ンション。地元の強い要望で周辺

邸宅の位置、階高、窓の位置と高さを測量し、個々の邸宅も含めた複合日

員長の計算により目最3時間の増減をおのおのについて計算し資料とした 。

以上の設計例はいずれも今固め日彩規制を大幅に逸脱するものではない

が、日最多の影響を受ける f則の容認限度の難しさを示すものである。

日影規制上の他 の一つの 問題は、日影現象か らみて、日影計算は厳密で

なければならないことである。鋒者らは、設計上敷地実視IJ 図なみの精度を

確保する必要性か ら、真北測定法および日 影時間計算法を独自に 開発し て

きた。詳細は 日本建築学会大会学術桜概集 ( 52年 10月 )、 間近量産支部研究報

告よｾ ( 52年 5 月) を参照していただきたい。真北測定法は現在設計上欠か

せないものとなっている。

日照権問題をさらに複雑にしているものは、工事物件のおのおのが立地

条件によって附随する呉なる要紫を持っていることである。関西ではとく

に絞維な条件が多い。 Ca s e 1 ー 神 戸 市 の あ る 物 件 で は 建 物 の 影 響 を 受 け

る恨IJ の建物が西北を丘陵で図まれていて、午後の日照しか得られない条件

であったため、当建物が日照確保上大きな隊害となった。 Cas e 2 ー西宮市

内の物件。地元との同意協議の段階で周辺の街並みに合わせ、低層物件に

変更することで解決。 Cas e3 一大阪市内物件で Ca s e 2 と同様の{ 牛で折り

合いがつかぬまま着工。 Cas e 4 一神 戸市内物件て¥日照と眺望権と のから

みで絶対高さをおさえて解決に到る。など 、丘陵の彬と のからみ、眺望機、

その他騒音、風害、プライパシー侵害、採光通風、環境の低下が主たる苦

情になっているケースが多い 。 予測できない妥協が大幅な計画変更を伴い、

卒業計画を再検討に追いやることもある。また、このような地元との協議

は建設中にまで尾を引くケースが多〈、建設業者の悩みの種でもあり、専

任者を la いて解決に当たらせているが、これに要する人件費、着工遅れに

伴う金利負担が最近の建築コストのlnlj 申告ア y プに間接的に影響しているこ

とは否定できない。

今回の日影規制により建築主制IJ にはある枠がはめられた 。 しかしながら、

上述のケースで建物の影響を受ける f]l lJ の容認限度をどう解釈すればよいか。

設計者にとって解決策に未だ法単がない現在、今回の日影規制を足掛りと

して日彬の彩竿ｾを受ける側の容認 ＱＩＱｾＱ 立をも明解にして、一日も早〈建設に

撹わる者が本来の業務に専任できる日が来ることを願っているのが笑状で

はないだろうか。 ( ふ〈しま たかゆき)

弁護士の業務を通じて

ー住民の立場よりみた日影規制一

津 留 崎 直 美

一弁護士が「住民の立場よりみた J という題で意見を述べるのはいささ

か借越すぎて抵抗も感じる。しかし、実際日照被害を受けている住民以外

て¥その生の声を一番反映できるのは、日常よ りそ の相談や紛争解決依頼

を受けている私達弁護士であると思うので敢えてこの題をつけた次第であ

る。もとより乏しい経験を通じてのものであるので住民の立場を完全に代

弁できないかもしれないが、以下回影規制が日照被害を受けている住民の

救済にとって役立つものになるためにはどうすればよいかという点につい

て述べる。

日影規制が日照被害を受ける住民に及( 1 " す影響

日影規制とは建築基準法の改正により、同法策56粂の 2 およびそれに伴

い制定される各自治体の条例をセットにし、ある一定の都市計画上の用途

地域において中高層の建物を建築するに際して隣地に一定時間以上の日影

を作り出すような建物の場合、建築確認をしないというものである 。

このような日影規制により、日照被害を受けるような住民がそもそもの

段階から減少することは事実であろう。従来、住民は建築工事が着工され

てから、また少なくともその具体的な段取りがついてから、 日照被害に対

処してきたのが笑情であり、そのため、既成事実に圧倒されがちであった。

だがこの日影規制により、ある一定の場合は事前の段階で予防されるので

ある。

しかし、一方でこの日 ｬｾ 規制が住民にとって不利益をもたらす危険な側

面をもっていることも見裕としてはならない。それは、この日彬規制制定

により、ここに規制されている以外の対象建物の場合、いくら日! ! l ¥被害が

あっても私法的にも救済されるべきでないという誤った主張が大手を振っ

てまかり通り、裁判所もその主張にひきずられるのではないかという点で

ある。従来からも建築業界では建築確認を受けた建物は完全なものであっ

て日照問題もすでに解決ずみであるという誤った俗論が常に主燥されてき

たが、中途半端に建築確認の要件に日影規制lの点が入った場合、より一層

この主張が声高になされるのではないかという恐れがあるからである。こ

のようなことがおこれば、逆に住民の日照被害は救済されなくなる 。

あるべき日影規制と現実の日影規制の問題点

すでに述べた危険性が除去され、住民の日照被害を: ) ' i に救済するために

は、まず第一にこの規制内容がより具体的な事案に即して目烈被害を救済

するに役立つものであらねばならないことはいうまでもない。建築基準法

第56条の 2 では、その細目について各自治体が行う地域の笑怖に応じて定

める条例、都市計画にゆた' ねており、一見その要求を満たしているように

みえる。しかし、この粂文は商業地域などを除外したという不十分さがあ

るうえ、同時に建設省の各通達によってここで定めた上限を越える条例は

{乍 つてはならないし、そのような既成の条例指導要綱は失効するとされて

いるのであって、その条文にある地方の笑情に応じての条例というのは、

すでにこの段階で限界がある。しかも、それを受けた条例についても大阪

府の建築基準法縮行条例の場合( 具体的内容は「建築と社会J 682号 58頁参

照) 、日照の観点をふまえて新たに住民参加のうえ都市計画の用途地域、容

積率を見直すというのではなく、既存の都市計画に矛盾なきことを考府、し

てその細目を決定しているのであって、発想が逆転しており、個別的な救

済に即応しているものとはし、いがたい面もある。結局、このような日影規

制はやはり不十分であり、危険性がともなうといわざるを待ないのである。

以上のような実情の 中で第 二次的に行なわれるべき点は、行政指導によ

りこの日影規制が公法的に最低限の規制を定めたものであって、私法的救

済を制限するものではないことを、建築業界やその他に対し周知l徹底させ

ることであるが、現笑の運用において この点も不十分でi あるといわざる

を得ない 。

日影規制が真に日 i烈被害を受ける住民の立場よりみて救済に役だつもの

と な る た め に は 、 以 上 の 点 を 再 検 討 す べ き で あ る 。 ( つ る さ き なおみ)
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一 日影規制の法令解釈とその取り扱い

昭和51年の建築基準法の改正に伴い、実施されることとな った日影規制は、去年の兵庫県以下続々と実施され、本年 4 月

より実施されたのは大阪府、奈良県で、のこすところは京都府下のみにな った。

そこで「建築と社会J では、近畿地方26の特定行政庁に対して、日影規制の法令解釈および取り扱いに関してのアンケー

トをお願いした 。そのご回答を編集委員の買a 任において若干整理を行い、読者各位の実用に供するよう意図した 。なお繋理

の過程において、せっかくご回答をいただきながら、設聞がまずく、答えが意図した通りにならなかった点もあり、一部書lJ

愛させていただいたことに対して、おわびいたします。

なお大阪府下の特定行政庁は、統一解釈による統一運用を意図した運用基準が用意されたので、本特集においてはその概

要を紹介し、その後で他府県のアンケート回答を一覧表とした。

26特定行政庁のうち和歌山市および京都府は回答が得られなか った。 また京都市は日彩規制実施前であり、予定としての

回答、検討中としての回答をいただいた 。 したがってこれらの特定行政庁における運用の詳細については、諸者各位におい

てご留意されたい。

最後に多忙中 の ところア ンケー 卜の申し出にこころよくご回答をお寄せいただいた関係者各位に感謝申しあげます。

本号特集編集幹事会/ 稲垣雅彦( 1 l K . 7 ジタ工業) 岩田忠二( 大阪町干建築指導諜)
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日;; 診規制の運用にあた って は、府下の 11特定行政庁が

調整協議した内容をまとめて収録した 。

法令・用 語 の 解 釈

1 . 軒の高 さ ・高 さの算定について

日);}j 規制の対象となる建築物は、軒高、階数、高さによ

って 、次のように定められている 。

イ) 第一種住居専用地域一一 軒高が 7 m を超える建築物

又は地階を除く階数 3 以上の建築物( 軒高が 7 m以下で

高さが10 mを超える建築物については、対象建築物とし

ない)

ロ) 第二位住居専用地域、住居地域一 一日さが10 mを超

える建築物

( 木造)

( コンクリート造)

地盤面

図 1

ハ) その他の地放一 一高さが10 mを超える建築物で、そ

の日影が対象区域に生ずるもの

( 1 ) 軒高、高さの算定

軒高、高さ、 地階の算定は、地盤面から ifi lJ 定することにな

って いる 。この「地盤面」は、令第 2 条第 2 項により算

定するものとする 。

① 軒 高 ( 7  m) の算定 ( 令第 2 条第 1 項第 7 号)

. 木造一一

支持する柱の上端まで

・コンクリート造及びコ ンク リー トプロ ック造一一ー構造

体のスラプ天端

- 鉄骨造一ー はり天端

・片流れ屋根一 一水上1"1同 粁 高

②高さ( l Om ) の算定の緩和( 令第 2 条第 l 項第 6 号

ロ ・ハ)

階段室等の屋上部分の水平投影面積の合計が建築面積の

X 以内の場合においては、 5 m までは高さに算入しない。

5 mを超えた場合は、丈ご l 高さに算入する 。

s 日|

s  : 建築面積

s  階段室、昇降機培、装飾塔

物 見 塔 屋 窓 そ の 他 こ れ らに類

する建築物の屋よ部介の水平投

影面積

5  _  I  

一、-

S  - 8  

h. >  5  m 高さ H = h ，+ h ，

h .孟 5 m 高さ H =  h ， 

図 2

2  . 規制l値 を測定す る水平面につい て

対象となる建築物の「平均地盤商からの水平面j の高さ
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による。第一種住居専用地域では1 . 5 mの高さ、第二種

住居専用地域及び住居地域では 4 .0 mの高さである 。

①平均地盤面 ( 法別表第三「後注J )  

対象となる建築物が周囲 の地盤と接する位笹の平均の高

さにおける水平面をいう。

日

0 '  C '  

/  '  B ' /  1  

A'  r一ーァ一一一一一寸

1  '0 ｾ刊ｔｔｉｬ ｬ ｬＱ ｬｬ
I  ， ｾ ｬｉ ｊ＠ U  L' .LU1liY c  

I  /  ｾザ ＢＭＱＱＱ ＮＱ

-
A  B  

図 3 平均地盤面の算定

8 - 8 ' 上で地面と接する点を含む水平商を基準面とすれ

ば

Ｑｾ ，＠ ｉｾ＠ ｉｾ ，＠ I  
||山μ叫 山 山 寸 |  ー百 叫 叫lHfHHHHHF f 二 : J H  0  

H  基準面から上問の部分の面積の合計 S，- S 2  - S3 

-

o  全 周 長 L  

斜面又は段地である敷地に二以上の建築物がある場合に

おいても、基準而を 一つ 想定し、単一建築物と同様に、

建築物群の地面と接する面積とその周長によって算定す

ることを原目IJ とする 。ただし 、その算定の結泉、法の趣

旨から考えて著しく不適当と認められる場合は、他の方

法( 建築物群の地面に接する面積とその周長に答秘 (延

面積 ) を考r .[ i : する方法等 ) に よるこ とができる。

3  . 敷地が道路等に接する場合の緩和 ( 法等56粂の 2 第

3 項 ・令第 135粂の 4 の 2 第 l 項第 l 号)

敷地が道路等に接する場合、その敷地境界線を外側にみ

なし、 iJII J定紋が移行し、緩和される 。

①道路、水面、線路数等

の幅 が1 0 m以下の場 合 緩 和 を し な い 場 合

敷地境界線は、その憾のM

だけ外側にあるものとみな

す。

② 道路、水面、線路数等

の幅が10 mを越える場合

その反対1ft lJの境界線から敷

地の側に水平距離 5 mの線

を敷地境界線とみなす。 図 5

図 B
図 7

イ) 通常、緩和の検討を行う場合は簡便法で行い、より

精度を要するものについては、発散方向による方法によ

り行 うものとする。

ロ) 公園に類する広場、新規開発による公園等て¥当該

敷地の一部に算入されているものについては、敷地内の

空間と同様に扱う 。

ハ) 道路内に iJIIJ 定線がくる場合

敷地は道路に接していないが、 5 m 、10 mのifll J定紋が道

路内にくる場合でも 、緩和の対象とはな らない。

通路向 の日照 旬間ｾ 測定する

( 11相 U L  ｉｾ Ｇ いｽ

道 俗 図 8

4  . 建築物の敷地が隣地、連接地より 1 m以上低い場合

の見なし地盤図について

( 1 ) 令第 135条の 4 の 2 第 l 項第 2 号

(  2  ) 建築物の敷地の平均地盤面が 「隣地または連接す

る土地で日影の生ずるもの」の地盤面より 1 m 以上低い

場合の連接する範囲について

図 10

①対象建築物の敷地 と日影の生ずる隣地、連接地と の

関係は Ｘ 時か ら ＱＶ 時まで の日影の生ず る範囲で、日 ＩｪＡ ｾ の

およ ぶ敷地を単位とし てその現況地盤面の高さとの比較

による。 ( ①~⑪までの敷地)

( 5  - 1  )  

( 例) ④の敷地に対し て は ー ー す 一 = 2 m

(  3 一 1 )  

⑬の敷地に対し ては 一-z一一 = l m

②隣地または連接地の地盤面の高さの算定は敷地単 位

とする 。

イ) 建築物がある場合は法別表 3 による平均地盤面の算

定により地鍛商の高さを算定する。

(2) 建築物がない場合は平均地表面とする 。

③隣地または連接地の敷地境界が明らか でない場合

イ) 現況地盤面での 8 時から 16時までの日影の生ずる範

囲とし、その平均地表面
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大阪府の

運用基準

5  . 建築物が日影時間の制限の異なる区域の内外にわた

る場合 Ｈ令 ｾＱＳＵ 粂の Ｔ の Ｓ 前段 Ｉ

対象建築物

「

問

分

趨

上

)

h

持

部

を

以

〈

腐

る

m

3

除

住

あ

7

が

を

般

に

問

。

数

階

物

一

城

、

軒

る

階

地

築

第

地

が

④

え

@

(

往

①

 

② 

6  . 建築物の日影が制限の異なる対象区域の内外にわた

る場合 ( 法第56条の 2 第 4 項、令第 135条の 4 の 3 後段)

C  1  ) 対象区域外( 無指定区域を含む) にある高さが10

m を超える建築物が、冬至日の真太陽時の 8 1侍から 161侍

までに対象区域内に日彬を生じさせた場合は、その対象

区域に建築物があるものとして、規制を受ける 。 ( 法第

56条の 2 第 4 項}

対象区域

ーγ 一一一- 1一一一一一ーー一一一一一一

入 1

ャ! 対象区域外

1r、! l f、!

E  1  E i  

凶， <三，

図 11

規制値を測定する水平而と測定時間を考慮すれば、高さ

が10mを超える建築物で、冬至の目、n . 太陽時の 8 時か

ら ＱＶＱＱ 寺に対象区域内の水平而に日Ｉｾ ［ を生じさせる場合、

規制の対象建築物となり、対象区域の規制値が適用され

る。

C  2  ) 建築物の日彬が制限の呉なる区域にわたる場合

①対象建築物は、日彬を生じさせた区域の規制lを受け

る。 ( 日影を生じさせた区域に対象建築物があるものと

みなされる )

「す百五高石嗣住居制・糟 醐

車 l

撞

語

物

1 0 m . . 掴える

一一一ー日影令生じさせる方向

・- 0 - - ・3見制を受付る

図 12 一持ー・規制令受けない

第二種{王府専用地域 向さ 10m以下

住居地域 軒高 7 m超え

対象区域外 る。

|暗数 3 以上

(地階を除 <)

対象主lt築物でない

第一極住居

一→ |専用地域

←× ー
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②その区域では対象建築物とならない規模の建築物が

対象区域である第一種住居専用地域に日影を生じさせた

場合、これは規制の対象とならない 。

事 務 の 取 り 扱 い に つ い て

1. 確認申請書の添付図面及び書類

① 附近見取図

イ) 国土地理院作成* 認等の地図で 1 / 2500以上とする 。

ロ) 日影の影響のある範囲で対象区域が異なる場合は、

境界線および対象区域名、規制値を記入する 。

②配置図

イ) 方位は其北を明記する 。

ロ) 寸法は特に敷地各辺寸法及び建築物の敷地境界線か

らの位置寸法を正確に明記する 。

ハ) 都市計画で定められた地域 ・地区等を詳しく明記す

る。

ニ) 隣地 との高低差を明記する 。

③日影図

イ) 日影図には時哀IJ 日影図、等時間日影線図、測定線上

の主要な点における自民5時間を普くこと 。

ロ) 規制値が 2 時間30分の区域は、 30分ごとの日) ;f3. 図を

書くこと 。

ハ) 建築物の簡略化

建築物の平面・立面を簡略化して日 ｾ￭ ｾ 図を描いた場合は、

形状及び寸法を示す図面を添付する 。

ニ) 縮尺

日i影図の縮尺は 1 / 100、 1 / 200を原則とし、敷地と建築

物の規模によ っては 1 / 300、 1 /500とすることも出来る 。

④真北の測定

イ) 真北の測定にあた っては、現地において太陽の日影

( 日時計 ・南中時の影等) による方法が望ましい。

この場合、又太陽 l時と中央機準! 侍との|鶏係を明記する 。

( 経度 一135' )  

其太陽時 = 中央標準時 + 均時差 + ，. .  - - _  ， X 60分

15 

ロ) 都市計画事業が行われた区域等で 1 / 500の地図に、

真北が明記されている場合は、その地図によることも出

来る 。 ( 大阪市内全域等)

ハ) いずれの場合もより粕度を高めるためには磁石、地

図 ( 1 / 500、 1 / 2500以上) 日影による方法等を組合せる

ことが望ましい。

ニ) 真北の illl J定方法を明らかにし、日彬図にはn北の記

号をなるべく長〈往くこと 。

⑤地盤高 ・平均地盟主高

敷地が斜面又は段地である場合の地盤面については、地

盤高、平均地盤高の算定図 を添付する 。

算定図とは展開図及び断面図 ( 隣地との高低差を示す )

とする 。

⑥その他

イ) 日彬図のチェ ックにあた っては、特定行政庁は北総

35度の冬至日の目ざし曲線メ ジャ ーによ って行う 。

ロ) 日影図を含む図書は、チェ ックのため折込みの申請

図書の他に、同じものを巻き込み図書として提出を求め

ることが出来る 。

{ 以上)



特定行政

庁の日影

規制のア

ンケート

アンケート設問 ・ ・ ・

1  軒の高さ 、高さの算定について

(1)  軒高は各構造によって異なるか。

A . 木造

B .  コンクリー卜造

c .  コンク リー トブロ ック 造

D . 鉄骨造

(2) 片流れの場合は、どちらを 軒高にとるか。

(3) 階段室等の屋上部分の水平投影商械の合計が、建築面積の泌以内の場合

において 、そ の高さが 5 mを超えた場合は、その日さすべてを高さに算入す

るのか 。 5 mを超えた部分のみ高さに算入するのか。

2  規制値の測定直について

(1)  斜面または段地である敷地に 2 以上の建築物がある場合、平均地盤面は

単体建築物と同様にーっとするのか。

3  敷地が道路等に接する場合について

(1)  敷地が道路等に接する場合、測定線は発1枚方向によるのか。

(2) 公園に類する広場、新規開発による公園等で、当該敷地の一部に算入さ

れているものについて、 iJII J定線はどのようにとるのか。

(3) 敷地は道路に接していないが、 ifllJ 定紋が道路内にくる場合、測定線はど

のようにとるのか。

4  隣地または連接する敷地と高低差がある場合について

(1)  r建築物の敷地の平均地盤面が隣地又はこれに述媛する 土地で 日JJ 診の生

ずるものの地盤面より 1 メート ル以上低い場合」の連接する範囲はどこまで

か。隣i地または述核地の敷地境界が明らかでない場合はどうか。

(2) 隣地または述接地の地盤面の高さの算定は、各敷地単位に行うのか。隣

地 または述核地に建築物がある場合とない場令では地盤面の高さの算定方法

は同じか。 またはどのように異なるか。

5  確認申請書の添付図面および書類について

(1)  日i』診図

A .  日;13図には 、 「時五IJ 臼影図 と等時間l 日彩線J r時刻 日影図と 測定線上

の主要な点における日影時間J のどちらを記入させるのか。 どちらでもよ

し、グ〉カ、。

B.  if!i J定線上の主要な点はどうとるのか。

c .  コンビューター使用のものでもよいのか。 その場合、コ ンピユーター

は指定するのか。

(αω2幻) J其工北の iJ訓訓測I1問川lド川|リl定はとe の方法によるのか。従来カか、らも北↑仰側H即則|リl陥宗斜ヰ付4線波等てで"哀其同北をi J 訓抑測JI山川11川|リ定

していた車王』4牟Iを」ふ、まえて、どうするのか。

(3) 総皮は統一するのか。

(4) 縮尺は統一するのか。

(5) 附 j! I 凡取図は例えば「国土地理院作成承認の地図J というふうに指定す

るグ〉カ、。

(6) 日Ｉｾｾ図は折り込みにするのか 。 Ｕｊ ｉ ｊ￬恭Ｈ巻き Ｉ にするのか 。

B  事務処理について

(1)  審査方法

A. 専門職 をおくのか。

B . 審査そのものをどうするのか。 日ざし 曲線メジャーを使用するのか。

兵庫県 ・・・・・・・・・・・・|

1  - ( l ) A . 敷げたまでの高さ

B. スラブの上端まで

c .  ) スラブと梁( 臥梁) が、

D.J一体とな っていない場合

は、梁の上端ま で

(2) 小屋市且などを支持するも の

が低い方にある場合は低い

方。それ以外は高い方

(3) 5  m を超えた部分のみでな

〈、そ のすべてを高さにt }

入する。

2  - ( 1) 平均地盤面はーっとする 。

3 一(1) 発散方向による 。

(2) 実情に 応 じて判断するが、

原則的には緩和はないと考

える 。

(3) 直接敷地に接していない道

路につい ては、緩和はない

と考える。

4  - ( 1) 日影の届〈 範囲 であると考

える。また敷地境界が明ら

らかでない場合は、実情に

応 じて 判断する 。

(2) 敷地単位でよい 。建築物が

ある場合は地盤面、建築物

がない場合は平均地表面に

よる。

5 一(l ) A . どちらでもよいが、時刻

日影図と等時間日影線の記

入を希望して いる 。

B. 建築物の形態等で判断す

る。

c . コンビュータ ー使用 のも

のでも良い 。とくに コンビ

ューターは指定し ない。

(2) 日影による測定方法 とする

ょう指導している 。

(3) 県下を 3 つのプロ ックに分

けている 。

(4)  統ーはしていないが、 1/ 100

1/ 200 を希望している 。

(5) 指定し てい ない 。

(6) 折り込みにしている 。

6 ー(l ) A . とくにおいていない。

B.  日ざし 曲線メジャーを使

用 している。
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日影規制 ! 神戸市 …・・

アンケー ト 1 ー( l ) A . 敷げたまでの高さ、折置

の場は柱の上端まで

8 . スラブの上端

γ プ 在 日 梁 ) カ ー

イ本となっていない場合は、

D  梁の上端まで

(2) 高い方

(3) 5  m を超えた部分のみでな

〈、そのすべてを高さに算

入する。

2 一(1) 平均地盤面はーっとする 。

3  - ( 1)  発散方向による 。

(2) 開発指導要綱等により提供

される公園については、隣

地として扱う 。

(3) 連接地の考え方で、道路内

における日影についても規

市11の対象としており、通常

の il!l l定線のとり方をしてい

る。

4  - ( 1)  迎接地の範囲は、原則的に

敷地境界線から 10 mまでの

範囲としている 。

(2) 高低差による緩和は、各敷

地単位で行う 。

隣地に建築物がある場合は

地盤面、建築物がない場合

は平均地表面による 。

5  - ( l ) A .  s寺芸11 日最多図と等時間日影

線を記入させている 。

8 .  iJ!l I定線上における日彬時

聞を記入する必要はない 。

c. 原則として日影図とし、

コンピューター使用 の も

のは参考図としている 。

(2) 現場において日彬を iJll I定す

るか、 1 / 2 ，500 の都市計

函図から決める 。

(3) 北緯 34・41' ，束経 135. 11'  

に統一 している 。

(4) 原則として 1 / 100 または

1/ 200 としている 。

(5) できるだけ市販されている

1  / 2500 の都市計画図を使

用するよう指導している 。

(6) 折り込みにしている 。

6  - ( l ) A . 従来から規制しているた

め専門織をおいている 。

( 2) 8 . 日):i j 図により読み取 って

おり、日ざし! 曲線メジャ

ーを補助的に使用してい

る。
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伊丹市 ・・・・

1  - ( 1) 異ならない 。

(2) 高い方

(3) 5  m を超えた部分のみでな

〈、そのすべてを高さにt ) :

入する。

2 ー(1) 平均地盤面は ーっとする 。

3 ー(1) 発散方向による。

(2) 公園等が帰属を受ける場合

は、当該敷地に算入しない。

(3) 道路内のみ日影規制の対象

から除〈 。

4 ー(1) 日影 となる範囲

(2) 。敷地単位には行わない 。

。隣地に建築物がある場合

は地銀面、建築物がない

場合は平均地表面による 。

5 一( l ) A . 時芸11 日最長図と等時間日影

線を記入させている 。

B  ケースパイケース

c . 可、指定しない。

(2) 国土地理院承認め 1 / 2500 

の白地図による 。

(3) 統一する 。

(4) 統ーする 。

(5) 国土地理院承認の 1 / 2500

の白地図を指定。

(6) いずれでも可 。

6 一( l ) A. 専門職はおかない 。

B  目ざし曲線メジャーを使

用する 。

尼崎市 ・・・・・・・. . .

1  - ( l )A.l  

8.1第一稜住居専用 地域がな

c.1 いため、考慮していない。

D.J  

(2) 高い方

(3) 5  m を超えた部分のみでな

〈、そのすべてを高さに算

入する。

2  - ( 1)  高い方

3  - ( 1) 発散方向による。

(2) 当該敷地に算入されている

場合には、日影規制に関し

ても同ーの敷地として取り

扱う 。

(3) 測定線はそのままとし、道

路内のみ日影規制! の対象か

ら除〈 。

4 一(1) 地形的に高低差を考慮すべ

き土地がほとんどない 。

(2) 

5 ー( l ) A . 原則的 に時刻日影図を要

求している 。

8 . とくになし。

C  現在までコンビューター

によるものは、参考にと

どめている 。

(2) 1 / 2500 の地形図によりチ

エ ツクを行う 。

(3) 原則的に北緯35. で統一。

(4) とくに統一しない。

(5) 1  / 2500 の地形図 を指定し

ている 。

(6) 折り込みとする 。

6  - ( l ) A. 専門職はおいていない 。

B  日ざし曲線メジャーを使

用。



日影規制 |  西宮市・・・・・・・・・・

ア ンケート I 1 ー ( l ) A .

B. スラブの上端

C.i スラプと梁( 臥梁) がー

} 体とな っていない場合は、

D.j 梁の上端まで

(2) 桁が低い方のみの場合は低

い方、高い方にも桁がある

場合は高い方

(3) 5  m を超えた部分のみでな

〈、そのすべてを高さに算

入する 。

2 ー(1) 平均地盤面はーっとする 。

3 ー(1) 発散方向による 。

(2) 公園、広場、開発による公

国等は敷地に算入しないの

で、敷地境界となる 。

(3) 道路も連接地となり、 5 m、

10mラインが測定線となる 。

4  - (1) 敷地境界線より 10mの測定

線の範囲とする 。

(2) 敷地単位でとる 。

建築物がある場合は、令第

135条の 4 の 2 第 l 項第 2

号による 。

建築物がない場合は、 0 -

10mの範囲の敷地の平均地

盤面をとる 。

5 ー( l ) A . 等時間日最多図とする 。建

築物の形態、位置等によ

り測定線上の主要な点に

おける日影時間も提出し

てもらう 。

B  

C. 使用可、コンビューター

は指定しないが、入力デ

ータを提出させる 。

(2) 国土地理院作成承認による

1 / 2500の地図によるか、

または真北測定器による測

定 。

(3) 北緯35・に統一。

(4) 1 / 200、 1 /300、 1 / 500の

いずれかの縮尺に統一する 。

(5) 国土理院作成承認による、

1 / 2500の地図を指定して

いる 。

(6) 折り込みとしている。

6→l ) A . 建築技術職員にて審査を

ィーr 7 。

B .  目ざし曲線メジャーを使

用する 。

明石市・・・・・・・・・

l - ( l )A. 地盤面から敷げたの上端

まで

B. スラプの上端まで

C. 梁の上端まで

D. 臥梁の上端まで

(2) 高い方

(3) 5  m を超えた部分のみでな

〈、そのすべてを高さに算

入する 。

2  - ( 1)  平均地盤面はーっとする 。

3 ー(1) 発散方向による 。

(2) 敷地の一部に算入されてい

るものは、当該建築物の敷

地とみなす。

(3) 道路に接していない限り、

敷地境界線より、 5 m、10

m の距離を測定線とする 。

4ー(1) 隣地の敷地全体が含まれる 。

(2) 各敷地単位に行う 。

建築物がある場合は、建築

物が周囲の土地に接する平

均の高さ、建築物がない場

合は敷地全体の平均の高さ

とする 。

5 ー( 1) A . 時刻日影図と等時間日影

線を記入させる 。

B  

C . コンビューター使用可。

とくにコンビューターの

指定はしない。

(2) 現地による測量を原則とす

る。

1 / 2500の地形図により、

真北をチェ ックしている 。

(3) 北緯35。または明石市の総

度3 4・39' とする 。

(4) 統一しない。

(5) 指定しない。

(6) 折り込みとする。

6ー( l ) A . とくに置かない。

B.  日影曲線図だけでト抵触す

るか否か、判断しにくい

場合は、日ざし曲線メジ

ャーを使用する 。

姫路市・・・・・・・...

l - ( l ) A. 敷げたまたは柱の上端等

による 。

B. スラプの上端まで

C . 臥梁の上端

D . 最上階梁の上端

(2) 屋根水上の軒高による 。

(3) 5 mを超えた部分でなく、

すべてを高さに算入する 。

2 ー( 1) 平均地盤面はーっとする 。

3ー(1) 発散方向とする 。

(2) 一般の公園、広場と同様と

する。

(3) 緩和措置はしなし、。

4  - ( 1)  当該日影を及ぽす範聞とす

(2) 

る。

。敷地単位に行う。

。建築物がある場合は平均

池袋面、建築物がない場

合は当該地盤の最高と最

低の高さの平均による 。

5ー(l )A. どちらでもよいが、原則

として時刻日影図と測定

線上の主要な点における

日影時間を記入するよう

指導している 。

B.  日影図により日影時聞が

最も条件の悪くなると考

えられる点を取る 。

C . コンビューターによる図

書は、参考ていどに考え

ている 。

(2) 真北 isI J定様、または地形図

(  1 / 500- 1 / 2500) によ

る。

磁石による場合は数カ所 isIJ

定する場合に限る 。

(3) 北緯35. に統一 。

(4) 1 /100、 1 / 200の縮尺とす

るが、やむを得ない場合は

1 / 300でも可とする 。

(5) 市で採用している 1 / 2500

の都市計画図で記入するよ

う指導している。

(6) どちらでもよし、。

6  - ( l ) A . 専門職はおかない。

B.  日ざし曲線メジャーをイ吏

用している 。
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日影規制 |  滋賀県 ・・・・・・・. . . 大津市・・・・ 和歌山県 ・・・・・・

ア ンケー ト
1 - (1)  原則は、令第 2 条第 1 項第 1 - (1)  異なる ( ケースパイケース )。 1 ー(l ) A. 令第 2 条第 1 項第 7 号に

7 号による 。 (2) 低; い方をとる 。 よる 。

(2) 小屋組、検架材 を支持する (3) 5 mを超える部分のみでな B . スラブ天端

敷げた等があれば低い方 〈、すべてを 算入する 。 C. 臥梁天端

(3) 5 mを超えた部分のみ算入 2 - ( 1)  平均地盤はーっ とする 。 D. 梁天端

する 。 3 - ( 1)  発散方向による 。 (2) 高い方

2 ー(1) 平均地盤面はーっとする。 (2) 敷地の一部として認められ (3) 5 mを超えた部分のみでな

3 ー(1) 発散方向による 。 ているものであれば、算入 〈、そのすべてを高きに算

(2) 当該敷地に算入されている された敷地の境界線より isIJ 入する 。

場合には 、日 ｻ［ｩｾ 規制に関し 定線をとる。 2 ー(1) 平均地盤面はーっとする。

ても同ーの敷地として取り (3) 測定線はそのまま道路内に 3 ー(1) 発散方向による。

扱 う。 とるが、道路内での規制は (2) 公園等が帰属 を受ける場合

(3) 道路等に接していなければ、 考えない。 は、当該敷地に算入しない 。

当該敷地境界線から測定す 4 - ( 1)  測定線のはいる敷地まで (3) 道路に接していない限り、

る。 (2) 各敷地単位で行う 。 敷地境界線より 5 m、10 m

4 ー(1) 日影のお よぶ範囲はすべて 建築物のある場合は平均地 の距離を測定線とする。

対象とす る。 盤面、建築物のない場合は 4  - ( 1)  8.  0 - 1 6 . 0 までの日 影を生

(2) 各敷地単位で行う 。 平均地表面とする。 じる敷地と考える。

建築物がある場合は、その 5  - ( l ) A . 時刻日 J15図 (2) 各敷地単位で行う 。

地盤面 での平均地盤面、建 B . 笑 islJ 2  m以内 ごとの 日影 建築物がある場合は平均地

築物がない場合はその平均 時間を測定し、その一覧 盤面、建築物がない場合は

地表面 表を添付する 。 平均地表面とする 。

5 ー( l ) A. 原則 として 、時刻日 影図 C. 原則として認めないが、 5 ー(l ) A . 時刻日影図と等時間日影

と等時間日影線 データの明示があればや 線の記入、または提出さ

B . 笑損IJ 2  m以下ごとの各地 むを得ない。ただし規制 れた図面により微妙なも

点における日影時間を損IJ {直のlIl lJ限に近い数値の場 のについては、測定線上

定し、その一覧表を添付 合は認められない。 の主要な点の日影時閉め

する 。 (2) 日影による測定を主とする 。 添付を指導している 。

C.  (3) 統一する 。 B. 申請建築物附近の状況に

(2) ① 日影による iWJ 定、②天測
(4) 1 / 100または 1 / 200に統一 よる 。

による測定、 ③地図上の目 する 。 C . コンビューター使用でも

標物点より求める、 ④国土 (5) 指定しない。 可、とくに指定しない。

地理院の基準点より測量す (6) とくに定めない。 (2) 申請された図書により現地

る、のいずれかとする 。 6  - ( l ) A . 現状としてはおけない。 確認 ( 真北測定器による)

(3) 北緯35' 、35' 30' 、36' に県内 B.  日ざし 曲線メジャーを使 を行う。

3 プロ ックに分けて統一する 。 用している 。 (3) 県を二分、 34・および34・30'

(4) 出来 る限り、 1 / 100、1 / 200 に統一する 。

とすること 。 (4) 1 / 100、 1 / 200で指導する 。

(5) 1 / 2500の都市計画図を添
(5) 指定しない。

付するよ う指導している。
(6) 折り込み とする。

(6) 折り込みとする 。
6  - (l ) A . とくになし。

6  - ( l ) A . なし 。 B. 日ざし 曲線メ ジャーを 使

(2) B.  日ざし 曲線メ ジャーを使 用する 。

用する 。
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日影 規制

アンケー ト

奈良県 ・・・・

1 ー(l ) A . 一一一一一一一

B. 一一一一一一一

C  一一一一一一ー-

D  一一一一一一一

(2) 小屋組を支持するものが、

低い/ ' ) にある場合は低い方、

その他は高い方とする 。

(3) 5  mを超える部分のみでな

〈、すべてを高さに算入す

る。

2 一(1) 平均地盤面はーっとする 。

3 一( 1) 発散方向による 。

(2) 笑情に応じて判断す る。

(3) 直接敷地に接していない道

路については、緩和 しない。

4 一(1) 申請書による 。

(2) 各敷地単位とする 。

建築物があれは. 平均地盤面、

なければ平均地表面とする 。

5  - ( l ) A . どちらでもよい。

B. 予測される不利な点

c . コンビューターでも可。

コンビューターは指定しな

し、 。

(2) 日影による測定方法とする

ょう指導する 。

(3) 34・30' と35・とするが、強制

しない。

(4) 統一 しない 。

(5) 出来るだけ 1 / 2500のもの

によるよう指導する 。

(6) 折り込みとする 。

6 一(l ) A . おかない 。

B.  目ざし曲線メジャ ー を使

用する 。

奈良市 ・・・・

1 ー(l ) A . 数桁の上端、和小屋の場

合は小屋梁の下端

B. スラブの上端

c . スラブの上端

D. 敷桁の上端

1 一(2) 高い方の軒高の敷桁の上端

(3) 5  m を超える部分のみでな

〈、すべての部分を高さに

算入する 。

2 一(1) 平均地盤面はーっとする 。

3 一(1) 発散方向による 。

(2) 将来市に帰属する公園につ

いては、日影規制対象区域

とする 。

(3) 第56条の 2 ただし書きを適

用する予定。

4  - (1)  範囲は、発散方向による規

11計i対象区域とする 。

(2) 1建築物がない場合ーの敷地

となりうると通常考えられ

るものの平均とする 。 また

建築物がある場合は、それ

ぞれの高低差を検討し、緩

和の扱いを行う 。

5  - (l ) A . 等時間日影線は必ず明示

する 。

(l ) B . 日影規制の適否を判定す

る上で適切であるもの。

c . 指定はしない。

(2) 地図上の目標点による iJll J 定、

日 ｾ ｦｪ による測定、天 ｩｬ 刊によ

る測定、国土地理院の基準

点により ifllJ 量する 。磁石は

参考程度にとどめる 。

(3) 北緯35. に統一する 。

(4) 縮尺 1 / 100、 1 / 200、 1 /  

400、 1 / 500 とする 。

(5) 1 / 2500の地形図による 。

(6) 折り込みとする 。

6  - ( l )A . おかない。

B. 申請書に添付された日彬

図等により審査し、適宜

臼ざし曲線メ ジャーによ

り審査する 。

京都市 ・・・・・

1  - ( l ) A . 軒桁の上端

B . スラプの上端

c . スラブの上端

D . 梁の上端

(2) 最も高い桁の上端とする 。

(3) 5  rn を超える部分のみでな

〈、すべてを高さにf I : 入す

る。

2  - (1)  原則 として平均地盤面はー

っとするが、隣地との関係

で著しく不合理である場合

は、実状にあ った取扱基準

を定める予定。

3  - ( 1)  発散方向による予定。

(2) 開発担当部局 と協議して取

り扱いを 定める予定。

(3) 未定であるが、とくに緩和

する必要がないと考える 。

4 ー(1) iJll J定時間内の日影が及ぶ範

固め土地とする 。

(2) 各敷地単位とする 。

建築物がある場合はその敷

地 ごとの平均地盤面、また

建築物がない場合は、その

土地ごとの平均地表面とす

る。

5  - ( l ) A . どちらでもよい 。

(2) 

B . 検討中 。

c . プログラム、テータ一等

を検討し、精度の高いもの

は認める予定。

日影による測定とするよう

指導する 。

(3) 市内のほぼ中間の位笹の総

度に統一する予定。

(4) 出来れば統ー したいと検討

をしている 。

(5) 1 / 2500の地図で指導する 。

(6) 慎重にチェ y クする必要の

ある場合は、 zu添 ( 巻き )

とするよう指導する 。

6  - (l ) A . 検討中であるが、従来の

日照等指導要綱の担当者

で専門的にチェ ックする

予定。

B. 一般的には、日ざし| 曲線

メジ ャーによ って、チ ェ

ックするが、適否 の困難

なも のは、コ ンピュータ

ーの利用を検討し ている 。
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日 影 規 制 の チ ェ ッ ク

ポイント

32  挫築と社会/ 1979年 5 月号

子 午 線 の 決 定 方 法

河 野 健 三

日照権 、 日 Ｉ［ｩｾ 規制 ｬ が社会問題として登場するようになってすでに

久しい。鋒者の勤務する明石天文科学館に対しても、実際に建築設

計や施行を担当される方面からも 、また建築 、環境行政にたずさわ

られる方面からも、この 問題に対する照会が多くなってきた 。

その大部分は、季節i ( 主として冬至) における太陽の南中高度お

よび日影曲線、任意地点における瓦北の求め方、いいかえれば子午

線の決定法についてである 。

そこで本文では、日照問題の基礎となる太陽の白周運動と子午線

決定の具体的方法について解説を試みたい 。

天 球 の 動 き と 太 陽 の 南 中 高 度

任意の地点で、日の出から日没まで太陽はどのような経路を描い

て天堂を動くのであろうか? 本特集の他の著者の文との多少の重複

があるかと恩われるが、ごく簡単に述べておきたい。

ZEを見上げると、大空は大きな球形に見える。この大きな天空の

丸天井を天球という 。天球の半径は無限大と考えてもよいし、また

1 という単位で考えてもよい。そ して鋭i R i J t 也点は天球の中心 O にあ

ることになる 。

地球の自転の反映として天球は 1 日に l 回転するよう見えるので、

球は第 1 図の地平総の下にも統いていると考えてよい。

天頂 Z

第 1 図 天球の動きと太陽の南中高度

一方、地球の自転軸( 地軸) が地表に現れたところが北極点と南

極点であり、そして、この地軸をさらに天球まで延長し、交わった

点のうち地球の北極の其上を天の北極 P 、もう一方を天の南極とい

う。天球はこの天の北極と南極を結んだ線 ( 必ず天球の 中心= 観 iJll J

点を通る) を軸にして 回転しているように見える 。天球の 回転軸( 第

l 図の oP ) は地平商に対して、鋭iliI J地点の総度¢と 同 じ傾 きを持

っている。

観測地点の頭の: p ; 上を天頂 Z といい 、Z と天の北極 P を結んで延

長した天球上のλ 円 を天の子午線という 。子午線が地平線と交わる



点のうち 、天の北極の真下を北点 N といい、その反対側が南点 S で

ある 。観測地 点から見た N の方向が其北である 。地球表面に即して

いえば、観測地点から見た地球の北極点の方向がA 北である 。

天体が子午線を通過することを南中といい、天体は南中をはさん

でその前後まったく対称、に邸パ。そして天体が南中したとき、高度

(  jf ll 角 ) が最 も高くなる 。天 の北極 P の近くにある星は 地平線下に

沈むことなく、 P の上方と下方でそれぞれ 1 日に 2 因子午線を通過

するが、このような星は上方通過のときが高度は最も高〈、下方通

過のとき、高度は最も低い 。

天の北極 P から 90・離れた天球上の大円を天の赤道といい、これ

が南中する点 A は、天頂からその観測地の緯度¢だけ離れている。

(ζ Z O A = <p )  それゆえに、 天の赤道上に太陽が来る零秋分の日

の太陽南中高度は 90・一¢である。 ( L S  0  A=  90・一 '1' )  

太陽は l 年を周期に赤道から 北 および南へそれぞれ23. 27' の範聞

で変わる 。 したがって太陽の南中高度 h は 1 年を周期に、つぎの範

囲内にある 。

h  = 9 0・ '1' +23・27' ( 夏至の日)

h  =90・一¢ー 23・27' ( 冬至の日 )

また、太陽の赤道からの高ffi 角を赤緯S といい、任意の日の太陽南

中高度は、つぎの一般式で表すことができる 。1 )  

h  =90・一 ψ + o  田・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・目(1)

例 旭 川市 ( 北 緯43・46' ) における互主、冬至の日の太陽南 中高度

は、

h  =90. - 43・46' + 2 3・27' = 69・41' ( 夏至 )

h  =90・- 4 3・46' 一23・27' = 22. 47' ( 冬至 )

鹿児島市 ( 北*$31・36' ) における夏至、冬至の日の太陽南中高

度は、

h  = 90・- 31.36' + 2 3・27' =81・51' ( 夏 至 )

h  = 90・- 31.36' ー 23・27' =34. 57' ( 冬至 )

真 北 の 決 め 方

其北の決め方には、つぎのような方法がある。

(1)  針磁石( コンパス) を 使 って磁北 を知 り、偏角を修正して真北

を知る。

(2) 太陽の南中時刻に鉛直線の影の方向によって真北を知るか 、太

陽の方向を観iJII J して知る 。

(3) トランシ ッ トで北極星の方向をおl . il!l J して江北 を知る 。

以上、それぞれの方法について JI阪を追 って説明する 。

1. 針磁石による 真北の決め方

約|長い針状になった磁石( 磁針) を経〈支えると北を指すことは

よく知られていて、登 山などには地図とともに必ず携帯する 。 これ

は地球全体が大きな磁石のような性質を持 っているからで、地球内

部を Ｑｾ 過する棒磁石が、地表に現れたところが磁 北 極と磁南極であ

ると考えればよい 。 これを双極子磁場といい、 地球表面の磁石はお

おざ っぱに見れば磁極の方向を指している 。 この磁極は、地球の自

転軸の北極と南極とは 一 致 しない の で、正確には磁石はA 北を指さ

ないのである 。

また 地球には 、非双極子磁場と呼ばれる異常な 地点が各所にあり、

日本では磁針は、磁北極のあるカナダ北部を指さないで、n北より

西に偏 った方向を指している 。 このょっに磁石が指す北 ( 磁北 ) と

真北との偏りを 地磁気の偏角という 。第 2 図は日本各地での偏角笑

illlJ 値よ り、偏角の等しい 地点をほぼ近似的に結んだ図である 。

この図によ って 日本各地での偏角が見当づけられるが、下記の よ

うに偏角を近似的に表す笑験式が待られている。

46'  
46'  

44'  

42'  

40'  
40'  

38'  

36'  

34'  

32'  

30'  

132'  134'  136'  138'  140'  

第 2図 等 偏角線図 (1970.0年の値)

任意の地点の431度 ( 北緯) を¢ 、経度( 東経) を A で表 し、北 緯

37 " 東経 138・を基準点として取り 、

6 '1' =  '1' 一37・、 A λ = λ ー 138・

とすると 、偏角の実験式はつぎの式の通りとなる 。

D = 7 ・0 .95+23 .596'1' - 9 .306 A  + 0 .0616 '1' 2  

+0. 1676 '1' . 6 A  - 1.0756 λ 2 .. .... ・・・ ・・ ・(2)

例 大阪 ( '1' = 3 4・41'、 λ = 135'  29'  ) における偏角は、

'1' = 3 4 .68 6 '1' = 34 .68- 37'  =  - 2. 32 

A  = 135 .48  ム入 = 135 .48 - 138'  =  - 2:52  

D  =  7.  0' .95 +  23'.  59 X  (  - 2  .  32)  - 9:  30 X  (一 2. 52) + 0' .061  

X ( 一2. 32) 2+ 0'. 167X ( 一2. 32) X  (一 2.52) - 9'. 30X

( - 2. 52) 2キ 7 • 0' .  95 - 54'.  73 +  23'.  44 +  0'.  33 +  0'.  98 - 6' .  83 

答 6. 24: 14  

なお、前述のように日本では偏角はどこでも西に偏 って いるため

に、磁北が求まると、その土地での偏角だけ東へ偏 った方向が真北

になる 。

また、偏角は永年変化 とH乎ばれる変化ヵ、あ り、 先の実験式は 1970

年の値である 。

また、磁北を知る場合には、近くに鉄筋コンクリートの建物など

があると磁石の向きが狂うので注意する 必要がある 。 また 小 さな磁

石よりも船舶用の羅針盤のような大きな磁石を使用する方が、磁 北

を知るのが容易である 。

2  . 太陽の南中時の方向より 真北を知る方法

この方法は、観 iWJ地点での太陽南 中時刻を求めることが課題であ

る。太陽の 1 自の動きは地球の自転の反映としておこ る見かけもの

であ り、この地球の自転にもと づ いて時刻が決められているので、

時刻の種類から説明しなければならない 。

まず 、見かけの太陽の動さにもとづいて決められた時刻のことを

n太陽時( または視太陽時) という。そして 、それぞれの地 方で実

際に太陽が南中する i砕を正午とするような時刻を地方真 ( 視 ) 太 陽
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時という。時間 ijjll 定技術や時刻制度の発展の歴史から見れば、地方

真太陽 I待は機械時計が，まだ発達する以前の 日H寺計などを使っていた

時代の時刻制度である 。それに対して、現在われわれが日常生活 で

使っている時刻は、東経 135. 地点における平均太陽時と 呼ばれる

ものである。したがって太陽南中時刻 を求めることは 、地方其太陽

時の正午を知ることにはかならない。

地球は来に向か つて 自転をし ているから、太陽の南中時五1) は東の

地方ほど早い。 地球の自転は 24時間であるか ら、 1 時間では 15・だけ

回転することになり、経度が15. へだたった 2 地点では太陽南中時刻

は 1 時間の差が生ずる 。 日本のほぼ東西に位i i ' t する 根室と 沖縄県石

垣島とでは 、経度差が21・51 ' もあり、太陽南中時刻は l 時開 27分ほ

ども差がある。 第 1表は 2 地点間の縫l度差 t . i ¥に相当する太陽南中

時刻の差である。

第 1 褒 経 度 差 に 相 当 す る 時 差

6)" 
時 差 6).. 

時 差 Aλ l時 差

1.  
011寺 04分 1  0 分 04紗 31  2 分 04秒

2  
。

08 2  
。

08 32 2  08 

3  
。

12  3  
。

12  33 2  12  

4  
。

16  4  
。

16 34 2  16  

5  
。

20 5  
。

20 35 2  20 

6  
。

24 6  
。

24 36 2  24 

7  
。

28 7  
。

28 37 2  28 

8  
。

32 8  
。

32 38 2  32 

9  
。

36 9  
。

36 39 2  36 

10 
。

40 10  
。

40 40 2  40 

11 
。

44 II 
。

44 41 2  44 

12  
。

48  12  
。

48 42 2  48  

13  
。

52 13  
。

52 43 2  52 

14 
。

56 14  
。

56 44 2  56 

15  i  
。。

15  l  
。。

45 3  
。。

16  l  04 46 3  04 

17  l  08 47 3  08 

10. 0 .7-f少 18  1  12  48  3  12 

20 1. 3  19  I  16  49 3  16 

30 2.0 20 l  20 50 3  20 

40 2. 7 21 l  24 51 3  24 

50 3. 3 22 l  28 52 3  28 

60 4. 0 23 l  32 53 3  32 

24 l  36 54 3  36 

25 l  40 55 3  40 

26 l  44 56 3  44 

27 l  48  57 3  48 

28 52 58  3  52 

29 l  56 59 3  56 
， 

30 2  
。。

60 4  
。。

いま 、任意の地点の経度を λ とし 、東経 135・との経度差t . i ¥を、

t.i¥ =i ¥ - 135・00' で表し 第 l 表で求まるt . i ¥に相当する時差を

〔ム入 ) t とする。また、 東経 135・( 明石) での太陽商 中時哀1) をTA

とすると、経度入 地点での太陽南 中時事11 T はつぎの式のようになる。

ア = T
A 一

( t. λ ) t  .. ... .  .. .(3) 

ここでt . i ¥の符号は、明石よ り束の地方では正になり、 明石より

酋の地方では負になるので、 (3) 式は一般式として使用できる 。

ところで、笑際の太陽が天空上を動いていく速さはいつも一定で

はない。そのため東経 135・日本標準時子午線上の地点でも太陽の南

第 2 表 明石における太陽南中時刻IJ (伊Ij)

5  Jl 1 臼 II 時 57分 ・II 紗 12月21日 11時 57 分 ・4附‘

2  11 57 4  22 11 :  58 :  10  

3  11 :  56 57 23 11 :  58 :  40 

4  11 :  56 50 24 11 :  59 :  10  

5  11 56 :  45 25 11 59 :  40 

6  11 。56 :  39 26 12  :  00 10  

7  II :  56 35 27 12  :  00 :  40 

8  11 :  56 .  31 28 12  01 9  

9  11 :  56 27 29 12 :  01 :  39 

10 11 :  56 24 30 12 :  02 8  
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中時刻lは必ずしも正午ではなく、しかも毎日少しずつ変わる。 第 2

表には今年 5 月上旬と 12月下旬の、東経135・地点での南 中時刻l を示

したものであるが、 5 月上旬では 1 日に数秒ほどずつ変化している

のに 対 し、12月下旬などは太陽南中時刻が 1 日に 3 0秒ほ どずつ急速

に変化している 。また東経135・地点においても正午に 実際の太陽が

南中するのは、毎年 4 月15 日頃、 6 月14 日頃、 9 月 1 日頃、 12月25

日頃のわずか 4 固に過 ぎない。

くわしい説明は省略するが、この ような現象がおこる のは 、(1)地

軸が地球の軌道に対し て23: 4の傾斜を持っている こと 、(2) 地球が太

陽のま わりを楕円形の軌道で公転してい ること、に原因がある。そ

して其太陽時では 1 分または l 秒の時間間隔は日によって変わるこ

とになる 。

そこで、天空上をいつも同じ速さで運行する「平均太陽」という

ものを 想定し、こ の平均太陽の動き にもとづいた時刻を平均太陽時

という 。そして、それぞれの地方で、この仮想! の平均太陽が南中す

る時を正午とするような時刻を地方平均太陽時、略して地方平均時

というのであ る。

平均太陽時が使用されるようになっても 、経度差。 λ の 2 地点聞

の地方平均時には第 l 表の通 りの時差があ り、都市や国家聞の通信

交通が発達してきた 19世紀か らは 、それぞれの地方で別々に地方平

均時を使用していたのでは不都合が生じてきた 。そこで考えられた

のが標準時の制度で、 ー固 またはある地域では同ーの平均太陽時を

使用するのである 。 日本では東経 135・地点の地方平均 l時を日本標準

時としているのである 。いいかえれば、東経 135. 地点に平均太陽が

南中した時を日本全国の正午としているのである 。

ところで観測地点に関係な〈、瓦太陽時と平均太陽時との差を均

時差という。均時差は 第 3 図のように 1 年のサイ クルで変化するも

のである; )

分 介

+ 20  I ・ 目+ 20

+15  + 15  

+ 1 0  + 10 

+ 5  + 5  

。 。

- 5  - 5  

- 10  - 10 

一15 ト ｾ＠ - 15  

- 20 

9  10  11 12月- 20  
2  3  4  5  6  7  8  

第 3 図

均時差の

グラフ

そして、東経 135. ( 明石 ) での太陽南中時刻) TA は、正午に対し

て均時差だけ前後する のである。均時差をE で表すと T
A は、

TA =12時 - E ……… (4)

となる。そこで" i 4) を(3) に代入すると、任意の地点での太陽南 中時五11

は

T  =12時一E 一 ( t. i¥ )  t ・ …(5) 

で表すことができるのである。

ここで第 3 図の均H寺差の符号は、

E =真太陽時一平均太陽時 一一一 (6)

によるものであり、 E が正の場合は、平均太陽に対して見かけの太

陽が進んでいることを意味し、明石では平均太陽i時の正午になる前

に太陽が南中する 。 E が負の場合l立見かけの太陽がおくれているこ

とを意味し、明石では平均太陽時の正午を過ぎてから太陽が南中す

る。それゆえに (5) は E の符号を (6) のように規定すれば、一般式とし



てイ変用できる。

例 札眺市( 東経 141. 21 ' ) における 11月 1 自の太陽南中時刻は、

明石との経度差 A λ

経度差に相当する時差

(第 l 表より)

11月 l 自の均時差( 理科年表より)

T  = 12時一 16分 21秒 - 2 5分24秒

答 . 1 1時 18分 15秒

6 . 21' 

6.  .... .. 0 時24分

2l '  ・・・・ー 1  分24秒

0 時25分 24秒

+ 16分 21秒

長崎市( 東経 129・52' ) における 2 月10 日の太陽南中時刻は、

明石との経度差 A λ

経度差に相当する時差

(第 1 表より)

2 月10 日の均時差

一 5 . 8 '

5 ・...… 0 時20分

8' ・・・ ・ o  32秒P

0 時20分 32秒

- 14分 16秒

ア= 12時 ( - 14分 16秒 ) 一 ( - 2 0分 32秒)

答 . 12時34分 48秒 2 )  

以上のようにして求めた太陽南 中時刻に、鉛直に立てた俸の彩や、

錘をつるした糸の影の方向を見て真北 を知ることができるが、物の

Ｉ［ｦｾ は半 ｩ ｩ ＱＳ のために輪郭がぼやけるので正械を期たし得ないことが多

い。それで何日 かの余裕を見ておいて何回 かの太陽南中時刻に、影

の方向を見て確認するのがよい。

太陽をトランシットて' 観測する場合、望遠鏡の対物レンズの前に

太陽観ifllJ 用の濃いサングラスか、熔接工が使用するような音JI厚い濃

い色カ。ラスを当てて、太陽光を j威光しなければならない 。 このよう

なサングラスなしで望遠鏡をのぞくとたちまち目を焼くのでとくに

注意が必要である。

いうまでもないが太陽南中時刻とは、見かけの太陽の中心が南 中

する時事1) である 。太陽の見かけの直径は角度で30' あり、太陽が視直

径分だけ天空を動〈時間は 2 分である 。それゆえに、南 中時刻lに太

陽のどこかの部分が望遠鏡の十字線と重なっておれば、; t : l ; . 南の方向

を30' 以下の精度て知ることができるし、また南中時刻l を中心に士 2

分の時間分に太陽の中心と望遠鋭の十字線を重ねると、これも角度

で30' 以下の精度で其南を知ることができる。

3  . 北極星により真北を知る方法

北極昼( 学名: こぐま座。星) は天の北極よりわずか約 1 ・しか

離れていないために 、 しかも 2 等星という比較的明るい星て"あ るた

めに 、北の方向を知るには最も好都合の星である 。

夜間に、トランシ ッ トの視野内に北極星をとらえることによって

約 1 ・の精度で真北を知ることができる 。普通の測量用トランシ ッ ト

では望遠鏡の十字線は夜間は見えないので、対物レンズの斜前方よ

りかすかな光を入れて、十字線を照明 しなければならない。

北極星は、天の北極に近いとはいえ半径 1 ・の円を描いている。そ

れでさらに精確に真北 を知る必要がある場合は、 北極星が子午線の

上方通過および下方通過をする時刻を知って、そのときにトランシ

ッ トの十字線と 北極星を合致させればよい。

以上，t J . : 北を知る方法、つまり観 illi) 地点の子午線決定方向につい

て三種の方法を述べたものであるが、各方面で実際に役立てていた

だければ幸いである 。

( こうの けんぞう 明石市立天文科学館ザ・芸係長)
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注 1 )  太陽の赤総S 、均時差 E の毎日の値は、毎年発行されるつぎの

文献に記il誕されている 。

理科年表( 東京天文台編 丸善発行)

天文鋭 ｩ ｊｬｬ ｊ 年表Ｈ地人ＱＡ，ｾ館発行Ｉ

注 2 )  理科年表には 、東京 ( 来総 139・44' .7) における太陽南中時刻lが

記載されているので、この値 ( T oとする) を使うならば A λ = A ー

139・44' .7 として、この !:::.A に相当する時差を第 l 表から求め、

T = 丸 一 ( !:::.A) t  ・(7)

として、均時差を考慮しないで任意地点の太陽南 中時刻l を知ること

もできる.

注 3 )  北極星の子午線上方通過、下方通過についても東京 ( 東経 139・

44' . 7) の1侍主lJ が予報されている 。注 2 ) における (7) 式で、T oを北極

ι の上方または下方通過時刻と読みかえて 、任意地点のそれを知る

ことができる ，

第 3 褒 北 極 星 の 子 午 線 通 過 東 京 附 干1154年 1979

月 日

上 通 過 下 通 過

中 央 機 準 時 A  E司 13l: 中 央 標 準 時 A  高 l支

h  m s  h  m s  

1  - 3  19  27 4  36 28 56 7  29 3  34 49 35 

7  18  47 32 36 28 55 6  49 30 34 49 37 

17  18  7  59 36 28 54 6  9  57 34  49 38 

11 27 17  28 24 36 28 53 5  30 23 34  49 39 

6  16  48 50 36 28 53 4  50 49 34  49  39 

16 16  9  17  36 28 54 4  11 15 34 49 38 

26 15 29 44 36 28 55 3  31  43 34 49 37 

111 8  14  50 13 36 28 57 2  52 II 34 49 35 

18  14  10 44 36 29 0  2  12  42 34 49 32 

28 13  31  17  36 29 3  1  33 16  34 49 30 

W 7  12  51 54 36 29 6  o  53 52 34 49 27 

17 12  12  32 36 29 9  o  14  30 34 49 23 

27 11 33 14  36 29 12 23 31  16  34 49 20 

V  7  10  53 58 36 29 15  22 52 1  34 49 17 

17 10 14  45 36 29 18  22 12  48 34 49 14  

27 9  35 35 36 29 20 21  33 37 34 49 12 

VI 6  8  56 26 36 29 22 20 54 28 34 49 10 

16 8  17  19 36 29 24 20 15  21 34 49 8  

26 7  38 13  36 29 25 19  36 16  34 49  7  

四 6 6  59 8  36 29 26 18  57 11  34 49 6  

16 6  20 4  36 29 26 18 18 7  34 49 6  

26 5  41 1  36 29 25 17 39 3  34 49 7  

vm 5  5  1  57 36 29 24 17 0  
。

34 49 8  

15 4  22 52 36 29 23 16 20 55 34 49 9  

25 3  43  48  36 29 21 15 41 50 34 49 I I  

政 4 3  4  42 36 29 19 15  2  44 34 49 13  

14 2  25 34 36 29 16  14  23 37 34 49 16  

24 1  46 26 36 29 13  13  44 28 34 49 19  

X  4  l  7  15  36 29 10  13  5  17  34 49 23 

14 o  28 3  36 29 6  12  26 5  34 49 26 

24 23 44 52 36 29 2  I I  46 50 34 49 30 

刃 3  23 5  35 36 28 58 11 7  33 34 49 33 

13  22 26 15  36 28 55 10  28 13  34 49 37 

23 21  46 53 36 28 51  9  48  51  34 49 41  

m 3  21  7  28 36 28 48 9  9  26 34 49 44 

13  20 28 1  36 28 45 8  29 59 34 49 47 

23 19 48  31 36 28 42 7  50 30 34 49 50 

理! 科年表 ( 1979年版) より

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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日影図・日影時間図の描き方

前 田 松 和

1. 日影 図

一般に建物によって生じる臼彬をある面に描いたものを 日彩図と

いい、各時事IJ における日彩の範囲、 1 日の日 ;;i3のまがJ きなどを知るこ

とができる 。

このたび、建築基準法て刷新たに設けられた日彩規制lにおける日彬

図とは、冬至の 8 時から 16時( 北海道においては、 9 時から 15時)

までの 1 時間 (30分) ごとの日 ;13を拙いたものと定められている 。

( 図- 1 )  

2 . 日 影 時 間 図

建物周囲の日［［診が生じる各部分において、 Ｑ 日の目 ［ｪｦｾ Ｑ 侍聞の分布

を各 ｬ 時間ごとに表したものが日ｽＱＮｾ時間図であり、同時間の部分を ｫ ［ｬ￭ｬ

で結び表現する 。 ( 図 - 2 )  

3  . 日 影 図 の 描 き 方

まず基本となる一本の体 oA  ( 図ー 3 ) の 日影について考える 。

この俸の日影は、その長さと方向がわかれば作成できる。( 実際の

作成にあたっては 、各行政庁において、測定緯度、 ifIJ J定時期、太陽

の方位角、彩の長さ等の指示があるので、問い合わせていただきた

い。) 建築基準法の規制によると、 illiJ 定時間は、 8 時より 1611寺( 北海

道においては、引l寺より 15時) であ り、これを平面的に表すと、 図

- 4 のようになる 。

ここで、建物を単純な直方体( 図 - 5 ) として考えると 、建物は

垂直な棒の無数の集合体と言える。そこでこの無数の棒の日 JjZを連

続させて描けば、建物の日 ［ｪＡｾ を求めることができる 。

つぎに図 - 5 において、而 A B C Dの日影を考える 。 この面は、

株 A Bから、体 C Dに至る述統した棒の集合であるから、その俸の

日53を述続させることによって、 A B' C' D という日彬を得ることが

もも

も

A  

図 - 3

真

北

i

H

T

I

-

-

8 時
16時

w  E  
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できる 。同様に D C E F には DC'E 'F 、 B C E Gには B'C' E' G'， H  

G E F には HG' E' F 、A B G Hには A B'G' Hの日影が、それぞれで

き、日影が重複する部分、建物内に入る部分を考慮すると、 A B' C'  

E'F  D  A が求める日影となる 。実際の作成にあた っては、日 }7. j の先

端の一点 (ex.B' )  が求まれば、その点に合わせて、平面を平行移

動させれは¥簡単に作成できる 。

ある時刻における日 J13はこのように求めることができ、各時刻の

方位と 日影長さに沿って、同じ作業を繰り返すことにより、 8 時か

ら16時 までの 日影図 ( 図- 1 ) を作成することができる。

以上、基本的な日［［ＡＮ ｾ 図の Ｑｲｬｩ き万を説明したが、一定緯度で冬至の

み検討する場合は、日; 形曲線図を利用すると便利であり、これは市

販されている日ざし曲線メジャーの方位を 180・回転すればよい。

以下、その曲線図( 図 - 6  ) の利用方法を説明する 。

・建物の高さ 5 m、時刻 911寺の場令

(1) 方位に合わせて平面図を世 < 0 ( A B C D)  

(2) 5  m の等高線を求める 。

(3) 9 時の時刻線を求める 。

(4) 等高線と時五1J 線の交点を求める 。 ( A'  )  

( 5) A と交点を結ぶ。 ( これが位 A の日; ; 与となる )

(6) A' iこ合わせて、 A B C Dを平行移動させると、求める日影 AA'

B 'C' C が作成できる 。

各l時哀1J について同じ作業を繰り返せばよい。

日

B '  c  

図 - 5

W 

W 

4  . 日影時間図の描き方

図 - 7 は日影時間図の一例であるが、この図の作成方法について

説明する 。基本的には、それぞれの日影図の交点を結ぶことによ っ

て作成するが、すべてを簡単に結ぶだけでは求めることはできない。

そこで各等時間日彬図をいま少し詳しく見てゆく 。

・ 8 時間日 ;i; 五線

柱 ｂ の ＱＶＱＱ 寺の日 Ｉ［ｩ Ｓ ｫｾ と住 ｃ の Ｘ 時の日影線で囲まれた部分が Ｘ JI寺

間日影になることは容易に分かる 。

・ 7 、 6 時間日 JHS総

柱 ｂ の ＱＵ 時の日影線上て ｜ 点 ｂ より柱 ｃ の Ｘ 時の臼 Ｉ［ｩ ｪ ｾ との交点

(  1  Ｉまでは Ｘ 時より Ｑ Ｕ 時まで日［［診で、 Ｑ Ｕ 時より日 ｭｾ がある 。 つま

り7 時間日 JMの成界線である 。同様に点 C より点 II にいたる線も 7

H寺問日影の度界線である 。 また点 I と点 II の問は 15分おきくらいの

日 ［μ 図を ｴｾｩ き 、 交ＮｲＺＧ ｸ を結んでゆけばよいが、 一 般には点 ｉ と点 ｉｉ を
注 1

結ぶ滑らかなｩｊ ｬｬ ｫｾｾ で表すことができる 。 同様の方法で ＶＱＱ 寺 ｉ ｉ｜ ｊ 日泌総

も作成する 。

・ 5 、4 、 3 時間日 ，if3*J;t

柱 ｂ の Ｑ ＳＱ 時の日 ［ｪ￭ Ｓ ｾ 上で、点 ｂ より柱 ｃ の ＸＱ 待の日 ［ｪｩ ｪ 総と の 交点

( ;主 1 Ｉ滑らかな ＱＱＱＱ 線で み すことができる時 ｈ ｩｉ 日彬線とは、 ｩｉＭｾ Ｎ ｾ 刻の ｵ ｾｾ斜が ｦＱ Ｚ 1)  :1¥す交

点の要 )i; が問 じ場合に 可能である. つま り点 1. 古 11 rJJ の 日影線 を作 リ出すれ 交引 は、 す

べて 性 B と柱 C の{乍1) 出すも のであ るた め、滑 らかな l曲線 で求め ることができ る.

rp :  35・N冬至

図 - 6

E  

E  

図- 7
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(  III ) までは 8 時より 13時まで日彩で、 13時より 日照があり、 5 時

間JIヨ彬線である。同様に点 D より点W に至る線も 5 時間日影線であ

る。つぎに点 III 、W 、V 、VI 聞であるが、この部分は交点の要素が

二つに分かれている。つまり点rn、W 、V 間では、柱 B と柱 C の作

り出す交点であり、点 V 、VI 聞は柱 B と柱 D の作り出す交点である 。

ゆえに点 III 、W 、V 聞と点 V 、VI 問は別々に滑らかな 曲線を描き、

点 V で述統させればよい。以下同様に 4 、 3 u寺間日彬線を求める。

・2 、 1 時間日影線

作成方法は同じであるが、交点の要素が変化する地点が前述した

もののように明確でない部分がある( 点イ、ロ、ハ等) 。イの部分を

拡大したものが図 - 8 である 。 この図において点 Pが曲線の変化す

る地点であるが、その求め方は、

ＨＱＩ 線①の延長線と Ｑ Ｔ 時の日 Ｉｩｦ ｾ 線の交点 。 Ｇを求 める 。

(2) 左より延びる時間日彬線@ と a' を滑らかな曲線でb結ぶ。 ( a と

a ' は同じ要素の交点のため可能)

(3) 線②の延長線と線③の延長線の交点 b' を求める。

(4) 右より延びる時間日彬線⑮と b' を滑らかな曲線で結ぶ。

(5X2) と(4) の 2 曲線の交点が求める点 P である。

ところで、この点 P は先にも述べたように交点の要素が変化する

地点である 。そ こで、交点の要素が変化する境界線 (図 - 9  ) を作

成すれば容易に位置がわかる。つまり時間日影線が不連続に変化す

る部分は、すべてこの境界線上にある。

• Ｐ 時間日 Ｉｩｾ 線

8 時と 16時の日影図と点 C の影の 8 時から 161侍までの軌跡に閤ま

れた部分であ り、簡単に求めることができる。

以上、基本的な形の建物について述べたが、実際においては、建

物の方位や形によって作業が複雑かつ困難になってくる 。 とくに 1

日に 2 回以上影のできる区域については注意を要する。たとえば図

一10の場合、z で表されている区域については 1 日に 2 回以上彩が

できるため、 日影図の各交点を補間するだけでは求めることができ

ない。この区域は、柱 B と柱 C の 8 時から 161侍までの彬の軌跡、と 、

この 2 曲線の接線に囲まれた部分に生じる。こういった場合には、

他の区域の時間 日影図を作成し、 z の区域については、区域外 まで

作成された時間日影線を両側から直線で補間する方法が簡単でほぼ

正確で・ある。しかし、建物の形によってはさらにz 区域が大きくな

り、直線で補間したものでは正確な時間日影線にならない場合があ

る。 この場合には、他の方法で作成しなければならず、方法等につ

いては専門の図書を参考にされたい。 しかしながら、作業が複雑に

なるため、事情が許す限り、形をより単純化し、 z 区域を小さくす

るのがよいと思われる 。 この方針は、各行政庁でも指導されている

ようである 。

あとカずき

日影図および日影時間1図の箔き方について述べましたが、この説明だけでは、

十分裂解できない部分もあると思います。市販されている専門ｾｽには、さらに詳

しく説明されておりますので、不十分な点はご講説いただければ、幸いです。

参考図書

「日彬規制的基礎講座J 社会法人日本建築士会連合会

( まえだ まっかず 鹿島挫鮫肌建築部工務第二課 )

.<:l<:l 

ゃ・

争9

⑥ 

線① : 15時 の 軒 目C の影

線② 14時の柱 B の影

線③ 136寺の軒 C D の影

図 - 8
真

北

N

A

川

斗

|

|

図 - 9

図- 10
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コンビュータによる日影図・日影時間図のチェック

飯 塚 英 雄 ・ 野 田 修

- 日照問題とコンビュータ

もうふた昔も前のことだが、筆者の一人が建築の学生であった頃、

日! 照問題は学問的興味はともか く、学生の聞ではどちらかと 言えば

軽〈扱われていたように思う。それは、日照に代わりうる人工的な

環境を作り出すことが近〈技術的に可能となるであろうというぱ〈

然とした予感が学生達の )1旬の中にあ ったためで 、ある学生は: 容のな

い建物を設計演習で提案したほどであった。その後の技術進歩にも

かかわらず、今日の日照問題は少なくとも居住用建築においては人

工環境が自然環境の代替をはたすまでに至っていないことを示して

いる。そして、自然環境、とくに日照の確保のために最も人工的な

ものの典型といえるコンビュータがf変われるようになったのは、皮

肉なめ ぐりあわせといわなければならない。

コンビュータが求められている働きは、日照問題ばかりでなく一

般に、大量の計算や作図を早〈行うという点である。この「大量の」

ということがコンビュータにとって大事なことで、わずかのiEの計

B時

界: ゃ作図であれば手計算や手作図の方が早いし、コンビュータでは

かえって手間がかかることがある。しかし、逆に大量すぎてもコン

ビュータの能力を超えてしまうことになり、その量の設定が、コン

ビュータを使う上で最も基本的で、常に留意すべき点なのだ。

建物が建つ地点の，t ' M変を¢、日赤緯を 0' ( 冬至で- 23・27' ) 、時角

を t ( t  =  ( 其太陽時 一12) X  15・) とすると、よく知られるよう

に太陽高度h は、

sin h = s in <:p ・si n O' +c os  <:p ・cos 0' .  cos t  

方位角 A は、

t

-

n

u

-

-
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-
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C
J
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であるから ，各時刻ごと の影の位置を求める計算は電卓や日 J M曲

線図などを用いれば、手作業でもさして困難ではない。コンビュー

タによれば、またたく聞にこれらの計算をしてしまう 。しかるに 、

日影図をコンビュータで作ると意外に計算時聞がかかると思われた

経験を持つ人が居られるだろう。それは 、コ ンビュータの分野で「図

16時

E8 

。 ，>0 判

1  2 月 2 2 日 縮尺 1/ 10 0 0  

ｾｴ 銭 ＳＵ 度 ｏ 分

B時00 分 から 1  6時o0 分 ( 莫太陽時)

図1 日影図
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形処理J という分野に局するような計算が大量にあり、時聞がかか

るのであって、これについての配慮が、データを与えるとき必要と

なるのである 。 この問題はあとで触れる 。

日影図や日影時間図をコンピュータで作図するもう一つの動機は、

このためのプログラムを作っておけば、いつも決まった手順で図が

作られるという点であろう。これらの図を手で箔〈プロセスにはあ

る磁の専門的知識を必要とし、建築の設計とは異質の取っつきにく

さがあるため、忠実に自動的に図を作ってくれるコンビュータ処理

が望まれたのであろう 。

- コ ン ビ ュ ー タ に よ る 日 影 図

日影図をコンビュータで描〈方法はいろいろあるようだが、普通

作図されるのは図 1 に示すようなものである 。

建物の側面や屋根面を不透明の板とみなし、その多角形の頂点の

地面へ落とす影の位置を計算によ って求め、辺に当たる線を図化機

で描くというのが一般的な手法である 。太陽高度と方位角とそれか

ら地面の座標点を求める計算は、コンビュータにとって比較的簡単

であり、不透明板の影は容易に作図できるのだが、このままの図で

は各時刻lの彩を重ねてか くことになり、非常に見わけにく くなるの

で、影の輪郭線だけを描くことが普通行われる 。輪郭線を見分ける

という作業は人間ならば割合容易なのだが、コ ンビュータにと って

は苦手の仕事の一つである 。それだけに、これはコンビュータの世

界では一つの分野を函すような仕事に属していて、それなりに面白

く、いろいろな手法が競い合って いるほどの状況にある ( 図 2 ) 。

そして今のところ、どのような手法によ ってもコンビュータの計算

がかなり必要で、それは建物の形が複雑であればあるほど、不透明

. 0 

(a)不透明板の日影 (b)日影の輸郭線

図2 日影図における日影の験郭線の抽出

板の辺の数が多ければ多いほど、また不透明板の影が重なり合えば

重なり合うほど、輪郭線の摘出に計算時間がかかるというものなの

だ。だから、コンビュータの費用、したがって使用量を節減するた

めには、建物を 簡略化 して与える必要がある 。 これは手で日影図を

術くときほどではないが、考慮した方がよい。

どの程度まで複雑な形ならば経済的な範囲内でコンビュー夕日影

図が得られるかは、使用するコンビュータの能力などによって一概

に言えないが、建物を 簡略化する程度は、設計上の必要とのかねあ

いで決められるべきだろう 。

- コ ン ビ ュ ー タ に よ る 日 影 時 間 図

コンビュータでは日影時間図を作るのに、手でやる方法とは逃う

やり方で普通行う 。 日影になる地面に碁盤自の網をかけ、その交点

を鋭部IJ 点とし、時刻を少しづっずらしながら各観測点が日影になる

かどうかを判定し、積分値を日影時間とする 。この各メ ッシュ点で

の日影時間から、メ ッシュ点聞を祁i間しながら等日影時聞の曲線を

作り出すのである 。 これもコ ンビュータの図形処理の範ちゅうに入

.0 

dう

。
) 0 作、

1  2 月 2 2 日 縮尺 11 1  0 0 0  8 時o0 分 から 1  6時o0 分 ( 真 太陽時)

ｾｮ 毒 Ｓ 5度 O分

図 3 .a 日影時間図 メッシュ間隔= 1. 5 m、時聞きざみ = 2 分
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ー
。 ちO 帆

1  2 月 2 2 日 縮尺 1 I  1  0 0 0  8 時0 0 分 から 1  6 時o0 分 ( 真太陽時 )

北緯 3  5度 O分

図 3 .b 日影時間図 メッシュ間隔= 1. 5 m、時聞きざみ = 30分。時聞きざみを大きく したのに顕著な差がみえないのは、建物があま り高くないためである 。

.0  

日ぞ1

. 0 

1  2 月 2 2 日 縮尺 1I  1  0 0 0  

北緯 3  5度 O分

。

1<1. ( 氾阿 ι  

。

8 時o0 分 から 1  6 時0 0 分 ( 真太 陽時 )

図 3 . C 日影時 間 図 メッシュ間隔= 4. 5 m、時聞きざみ = 2 分。メッシュ問摘を少し組〈したもの。影の角部があまくな ってしまう 。

ちO 明ぺ
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る、コンビュータ的には興味ある手法が展開されるし、かなりの計

算が必要になるのである。メッシュ点の間隔が粗ければ粗いほど、

また時間きざみが大きければ大きいほど、精度の惑い日景五時間図と

なるが、コンビュータの計算時間は短くて済む。逆に、メ ッシュの

間隔を細かくすればするほど、また時聞きざみを小さくすればする

ほど、精度の良い日影時間図が待られるが、コンピュータの計算時

間は長くかかるわけである。

メッシュ間隔と時間きざみが粗くても、巧みに補間する手法も工

夫されているようだが、精度の良い図を得ょうとすればメッシュ間

隔と時聞きざみを細かくするしかない。 日彩の影響範囲を勘案して、

必要に応じてこれらの値を設定するしかないだろ う。 前頁に示した

図 3 はメッシュ間隔と時聞きざみを変えることによって等日影時間

曲線がどう変化するかをみたものである 。

. コ ン ビ ュ ー タ は 正 確 か

日彬図や日 iM時間図を描くのに「正確だから j という理由でコン

ビュータを使うことがよくあるかもしれないが、この点について少

し触れておきたい。 rコンビュータは正確だ」という言葉はとかく

拡大解釈され勝ちで、入手でやったものは信用されなくて、コンビ

ュータでやったものだけ受け入れられるという行き過ぎが起こると

いう点である 。 この言葉が初めて言われ出した意味は、おそ らく 、

四則樹弊や関数の計算を、人間だったら何回もやっていると 1 回は

間違 うのに 対し、量が多くても正確にやれるという程度のことだ っ

たのだろう 。私達の経験では、こ の範囲でコ ンビュータの正確さを

疑う余地はきわめて少ない( 全〈無いとはいえない) が、 「コンビュ

ータを使う」という言葉の持つ範囲でーーたとえば冬至の日影図を

描くと決めてから、コンビュータ作図が出来上がるまで一一、不正

確さの入り込むすきまはかなりあるのである 。

日影図の対象となる建物の形を設計図から読み取るときの誤りが

がある 。 また、建物と太陽との位置関係は、日赤総と緯度、 A 北の

方向によって決まるから、これらの他を正しく与えなければならな

い。とくに J ' l : - 北の方向は、磁石では正確に測定できないし、往々に

して不正確な値が使われやすいから注意すべきである。

これらの入力データは普通キーを叩くことによってコンビュータ

に伝達されるが、キーインの操作のミスがよくあり、この段階でも

不正硲さが入り込む可能性があるのである 。

これらの入力データが不正確であったために何度もコンビュータ

を使うということがよく起こる 。 コンビュータに入力されたデータ

はこれこれですと、認識した値を出力するように、プログラムがな

っていて、入力したつもりの値の通りか確認できることが望ましい

わけである 。

データは正確であっても日影図や日影H寺間図を作図するプログラ

ムに誤りがあることがある。多くの誤りは一見しただけで誤りと気

付くようなもので、プログラム作成の段階でほとんどチェ ックが済

んでいるのだが、結果を見ただけでは不正確さに気付かないといっ

た誤りもある 。 またプログラムの方の操作で故意に正確でない結果

をもっともらしく出すことも無いわけではないが、これはもはやコ

ンビュータ 犯罪 といってよいことで、ここでは論外のことである。

やっかいなのは、大抵の場合正確であるのに、ある特殊の場合だけ

不正確な結来をもたらす場合である 。プ ログラムを作 った経験のあ

る者ならば、一度や二度はひやっとする思いでこの砲の誤りに出〈

わしたことがあろう。コンビュータを運用するのが人間である以上、

どこかで問I l I I うかもしれないということは避けることができない。

ただプログラム作成の段階で十分チェ ックしたり、多〈使いこむこ
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とによって誤りの少ないプログラムにすることができるので、でき

ることならばこのようなプログラムを使う方が安心であることには

違いない。しかし、結果の不正確さは、先に述べたようにプログラ

ムだけの問題ではないので、よく結果をチェ ックすることの方が大

切であろう 。

圃コンビュータ出力のチェック

日最長図や日影時間図をコ ンビュータで作図したとき、その出力さ

れた図と付随して出力されるデータ類を十分チェ ックする必要は、

すでに述べた通りである 。 まず、入力した建物の形や瓦北の方向、

その地点の緯度 、季節を硲認する。さらに、日影図ならば任意の一

時刻の彩の位置が正しいかどうかを、スケールを当てて別に行った

手計算と照合することである 。 このチェックによって図の縮尺、Ｉｾｾ

が落ちた地盤面の高さなども併せて確認できる。普通コンビュータ

では JI寺間間隔を一定にして同じような計算を各時刻について行って

おり、どこか一時刻についてチェックしておけば、大体大丈夫であ

る。また、先に述べた影の霊ね合わせはコンビュータでもとかく間

違いやすい所であるから、影の形が正しいかどうかもよく自でチェ

ックしておく必要がある 。

建物の頂部の角など、どの時刻の日影ても見分けやすい点を選ん

で、軌跡が日影曲線で見なれた双曲線にな っているかも確認してお

きたい。

日影時間図の場合、 すて・に述べたようにメッシュ 間隔と時間l きざ

みをどう決めたかが、この図を読む基礎になければならない。粗い

メッシュ間隔によった図で、その間隔以下の地点の差をうんぬんし

ても無意味である 。 目的に合ったメッシュ間隔か、また時聞きざみ

かの硲認をしなければならない 。 日影時間図は複雑な建物の場合、

チェ ックがしにくいが、手で作図する方法と照らし合わせたり、会

〈別の方法、たとえば天空図によってある 地点の 日影時間を確認す

るなどの方法を併用することも、時には必要かもしれない。

・最後に

コンピュータによって 日彬図や日影時間図を描くとき注意すべき

ことは、コンビュータまかせにしないことである 。入力データや出

力図の確認、誤差の判断など、設計者が注意深〈行うことが必要で

ある 。単に日影規制を満足させるというだけでなく、近隣に対する

設計者の責任でもある 。 コンビュー突の結果に不審のときは、プロ

グラムの作成者に 聞く べきであろう。前にも述べたように、プ ログ

ラムにはよもやという誤りが隠されていることもあるし、結果の読

み迷いということもよくあることで、コンビュータの結果だからと

いって頭から信じ込まないことが、日 ;i 杉図などに限らず肝要なこと

で、ある。

この小論では、コンビュータの短所を強調しすぎたかもしれない。

それはコンビュータの能力を正しく認識することが、コンビュータ

の長所を生かし 、人の役割l を明確にすることだと思うからである。

コンビュータは有用であるが、使い方を間違うと有害になりかねな

いのである 。

コンビ ュータが使われ出した頃、 人のすることは無くなるのでは

ないかという心配があったが、今とな ってみると、コンビュータを

使えば使うほど人がやるべき役割の重大さが明らかにな ってきたよ

うに思われる。それは日照問題についても同じだといえょっ 。

( いいづカ ひ で お 旧 建 設 計 コ ンピューター部長)

のだ おさむ 同 コンビュータ一部 j



日 影 規 制 と 設 計 計 画

日 影 規 制 と 設 計 計 画

の 対 応

永原 裕

日影規制の問題点

公法としての日影規制の実施が関係各者一 一建築主・一般市民・

行政 ・設計 ・建設業等ーー に及ぼす杉響はさまざまであると予怨さ

れる 。地方公共団体による条例の施行は早い所ても昭和52年末から、

現在施行されている大部分は H下年からで、施行後 1 年にも 達しない

所が多いため、その影響の実態も充分把握されていないし、日 iU規

制そのものに対する評価も確定されていない 。

しかし、確実にいえることは、この日影規制が設計者にと って 2

つの点で重要な問題であることである 。その 1 つは、設計された建

築物が日影規制lに対して適合していることの確認であり、 2 つ自は

建築物が日影規制に対して適法であるような計画手法についてであ

る。

第 l の点については、行政にと っても共通の問題であるが、日影

図、時間日 i最多図等によるチェ ック、測定線上の日影時間 のiWJ 定によ

るチェ ックによ って、時間と費用をかければ解決できる 。その手法

も手作業か らコンビュータまでさまざまであるが、本特集にも解説

されているので詳細は省略する。

設計者にと って 重要なのは、むしろ第 Ｒ の点で、日 Ｉｪｾ 規制を満足

させるだけでなく、最大の容積を可能にする建築物の形状を発見す

る方法は無いか、ということであろう 。

従来の建築基準法の中で建築物の形状、規模等は、建ぺい率、容

積率、高さ情IJ 限、道路斜線、隣地斜線、北側IJ 斜線等いずれも直接数

値や寸法で規定され、その規定による枠を敷地の上にかぶせて、そ

の枠内に収まるように設計を進めればよか った。それに対して今回

の日彩規制は、建築物を建てた結果として生じる日 影の時間を、特

定の水平函上の範囲て¥法の規制値内に収めるという形式をと って

いるため、従来のような計画の進め方が困難であり、その困難さ の

要因は、つぎのような点であろう 。

1  . 規制対象になる日影時聞の予恕が困難て。ある 。

建築物周辺の規制面上での日影時間の分布は、建築物の形状と寸

法、方位によ って変化し、予想することが困難なため、どのような

形状の建築物を敷地境界線からどれだけ後返させておけばよいか判

定し難い。

2 . 規制lが 2 段階にな っている 。

日影規制の内容が、隣地の目標日照時間を確保するため、複合日

影を考慮、して、敷地境界線から 5 m - 10mの範囲と 10mを超える範

囲で異なる日 影時間規制値をと って いるため、そのどちらか厳しい

方で決まることになり、どちらで決まるのか予想することが容易で

ない。

3 . 敷地外の状況によ って規制が変わる 。

敷地周囲に道路があ ったり、日影を落とす隣地が建築物の敷地よ

り高い場合には緩和規定があるが、それを適用しようとすれば規I I l IJ

は一層複雑になる 。

4  . 規制に適合する形状は無数にある 。
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試行錯誤を繰り返して、計画を進める場合でも、規制! に適合寸る

解は無数にあり、建築物のどの部分を修正すれば有効に規制に対し

て適合するのか予想し難い。

。

これらの複雑な要因が、 日影規制lに対する適確な計画手法の障害

であるが、要因のいくつかを整理し、一定の条件を設けることによ

ってある程度は日影規制に適合する建築物の枠を設定することが不

可能で、はない。以下その試みについて慨略述べてみたい。

水 平 面 目 影 幽 線

以下の説明を進める上で、水平面白影曲線について予め述べてお

きたい。図 1 は北緯36. 00' における冬至日の水平面白彩曲線である 。

時楊真

一
¥

、b

/ ノ

Ｏｾ＠

〆〆、

、水平面 白影曲線

、も ，

図 1 水平面目影幽線( N36・0町、冬至日)

P 点に長さ J の鉛直な棒をたて、俸の先端の;i 診が水平面上に瓦太

陽時の 8 1待から 16時の間に描〈曲線て¥太陽位置を示す図と考えて

もよい。太陽位置を示すデーターとしては、日 ii 診曲線のほかに図 1

に示すような俸の先端位置の座穏を時刻l ごとに表現することもでき

る。

水平面白影曲線は、日ざし l鈎線の逆曲線でもある 。 日ざし曲線を

利用したメジャーは本蓄の中にも紹介されており、市販もされてい

るので説明は省略するが、日ざし曲線群の南北を逆転して水平面白

; ぷ曲線群として利用することによ って、以下に説明する日影斜線の

作製が可能である 。

東側日影斜線( 西側日影斜線)

簡単にするために、 図 2 に示すような束北に面する無限の長さを

持つ建築物を考えてみたい。建物の高さは日彬規制l を受ける商 ( 一

般に平均地盤面から1 . 5 mまたは 4 mの高さの iJIIJ 定面 ) から 1 0 mと

する 。

建築物上の 1 点 P の日影曲線を号| いてみれば、この建築物による

日影は 9 時半頃から建築物の東側IJ に生じ、『波紋て寸前いた時刻j 日影図

/  

6'  

p  

d  

¥ 

¥ 

10m 

図 2 東向きの無限長の建築物による時刻日影図と等時間日影線
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図 3 1 0 mの測定線から外に 3時間以上日彫になる部分を生じさせないための

建築物位置 1  : 後退距厳

が示すように、各時芸IJ の日影は該当時刻の日首長曲線上の点を通り、

建築物に平行な直線である 。等時間日影線もこの場合には容易に描

ける 。図中、建築物から J の距離にある 13時の日) j }t 図が 3 時間の等

時間日影線で、 この線上の点は 13時から 16時までの 3 時間日彬にな

なることは明らかである 。

この地域が日Ｉｾｾ規制上敷地境界線から Ｑ Ｐ mの ililJ 定線の外に 3 時間

以上日彬を生じさせてはならないとすれば、図 3 に示す後退距離 l

(図 2 における J と同じ ) だけ測定線から建築物を後退させればよ

し、。

10mの測定線より外で 3時間的日影規制

の場合の建築可能限界線

商平水
{
疋

正

線
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0

-

- - 平均地盤面

図 4 東側日影斜線 斜線角度 α= tan-l  (10/ 1)  後退距厳 i が大きいほど

斜線角度は小さ〈なる 。

図 4 は図 3 における敷地境界線に直角な断面図で、高さ 14 m ( ililJ 

定水平面からは 10m) の建築物が1 0 mのiJIIJ 定線から J だけ後退して

配置されている 。図 l の水平面目 ii移曲線は高さ 1 0 mの場合であるが、

日影曲線は高さの異なるごとに存在し、その寸法は棒の高さに比例

する 。すなわち日影曲線は高さを相似比とする相似性を持 っている 。

したがって後退距離. も建築物の高さに比例するから、図 4 のアミの

部分は 1 0 mのiJIIJ 定水平面から外に 31待問以上日影を生じさせない建

築物の限界範囲で、その範囲を限定する斜線を東側日 影斜線とよ ぶ。

図 Ｒ て市 ｬ るように等時間日影線から建築物までの後退 ｾｧ 荷 ｉ ｕ は、

日 ｩｾ ｾ Ｑｉ寺聞が長いほど小さくなるから、来 Ｑ￟ ｩｊ日影斜線の角度 Ｈ 図 Ｔ の

。) は日影時間の規制値が大きいほど、すなわち規制が緩やかなほ

ど大きくなる 。

また、土地の緯度によ っ て日Ｉｾ ｾ 曲線は変わるので、前述のような

方法で日{ 』向井線の角度を窃IJ り出すためには、その土地の緯度の日 ;i 診

曲撃を使用しなければならないが、一般に緯度が大きいほと・qt に

〆a・

i 者ト

7' P  

東側日影斜線の '

限界敷地角度 ， 

1... 2  L. 

図 5 敷地の方向による後退距隊 i の変化

敷地角度が大きくなるほど後退距般は減少し 、斜線角度は増大。( 3 時

間日影 の場合)



建築物はもちろん有阪のものである 。図 7 は図 2 および図 3 と同じ

方向の建築物の、東に而する部分の幅が有限の場合について、 8 時

から 16時までの日影図( 破線 ) と3 時間の等時間日影線を描いてあ

る。 10 mの測定線から必要な後退距離 l に配置された建築物の 3 時

間の等H寺問日影線はちょうど 10 mの iltlJ 定線に達し、東側日彬斜線が

有効に働いていることわず判る 。

同じ方向であるが帽が小さくな って図 8 のようになると、 311寺聞

の等時間日影線は 10mの測定紋に l 点で接し、これ以上幅が小さく

なると後退距離は I より小さくてもよいことになる 。その限界が図

の Wで、日首長曲線の上で131時の点を通る建築物の平行線が131時の点

と16時の日影の方向の間で挟まれる距離に等しい 。

図 8 における建築物の限界幅 Wも後退距離 I と同様に、日; 拶曲線

の相似性によって高さに正比例する 。すなわち測定商からの高さが

2 0 m、3 0 mとなれば、 i 、 W ともに 10 mの場合の 2 倍、 3 倍となる 。

なるほど) 斜線角度は小さくなることは当然である 。

日影斜線の角度は、上記のほか建築物の角度によっても変わる 。

図 5 では、東北方向に面する無限長の建物の面が Lo 、LI 、L 2のよ

うに北向きから東向きに変わる場合の 3 時間等l時間日影線からの後

退距離がらからんと減少し、 L 2 に至って 0 になることを示してい

日彬規制が、 5 mのiltlJ 定紋と 10 mのisl J定線で区切られる 2 つの地

域で異なる許容値をとることから、日影斜線もやはり 5 m と1 0 mの

両測定線から決まる厳しい方を係用すべきである 。

図 9 は日影斜線に生じる 3 つのタイプで、両 iftl J定線からの斜線の

実際の敷地への適用

る。

図 5 の Lo は東側日 iiS斜線が成立する限界て¥建築物の方向を表

す角度がれより小さくなると、図中に記入した 3 時間の等時間日彬

線より北側に 8 時からの影が生じてくるからで、この場合は、後に

述べる北側日; 拶斜線を適用することになる 。建築物の方向が L 2
に

なると、後退距離は Oになり、建築物は i1訓測n即則llJリ定線まてでe いつぱいに建て

られることになる ( 日彩斜線の角 J皮支 α が9叩O. になる )。 それ以上建築

物の角度が大きくなると、後退距離はマイナスになり、建築物は iltlJ

定線より外にオーバーハングした形に建てられることになるが、実

際の計画上では意味のないことである 。図 5 のように一般には建築

物の向きが束方向に向くほど斜線度度は大きくなるが、日影時間に

よっては限界敷地角度( 図 5 参照) よりやや来向きで斜線角度が故

小となり、それ以上建築物が束に向 くと斜線角度が増大する場合が

ある 。図 6 の L mの場合がそれで、後退距離 Lmは最大値である 。

以上の議論は建築物の長さが無| 浪という仮定で- 行ったが、実際の

(1) 2 . 折 線 タ イ プ(2). 111. 一割織タイプ

日影斜線の 3 タイプ図 9

(3)実質上無制限

となるタイプ

角度の組み合わせに応じて、図のように

(1) 2 重折線になる場合

(2) 単一斜線になる場合。 このときは 1 0 mの測定紋から外に生じる

日影時間で後退距離，が決まる 。

(3) 実質上制限がない場合

の三様の斜線が生じる 。これらのタイプを判定しながら 、実際の敷

2の範囲を求める方法を以下に示す。 -

、、唱F

. -{_ψ 叫 V， Ｑｾ＠
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図 10 東側日影斜線と西側日影斜線による 10m ( 測定面から) の高さの建築物

の建てられる範囲

図 6

/  建築物

測定函から高さ 10m
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v  
東向きの有限舗の建築物の後退距般と等時間日影線による日 影規制の
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東側日影斜線が有効に適用できる建築物の限界幅 W図 8



ることができる 。

図10、11 では高きが測定面から 1 0 mの高さの建築物と限定して、

その建築可能の範囲を求めたが、いろいろな高さについてその範囲

を求めておけば、敷地全体について建築可能な高きの枠を定めるこ

とカぜできる 。

図 12は測定面から 5 、10、15、2 0 mの高さについて、建築可能の

範囲を図 10の方法で求めたものである。図中 A 、 8 ，C 、 D とある

のは、同名の羽IJ定線上の日影時間で高さが決定することを示してい

る。 したがって敷地の辺 a b からの西側日影斜線と辺 b c からの東

側日影斜線は図 9 の(1) の 2 重折線のタイプ、残りの 2 辺は (3) のタイ

プになるわけである。図 12では敷地のコーナ- a 、 b 点での測定線

が半径 5 m 、10 mの円弧になるべき所を直線で省略してある 。 した

がって図 12の枠いっぱいに建てた建築物は上記のコーナ一部でおそ

らく規制値を超すはずであるが、図 1 1の例のように実際の直方体の

建築物の場合はコーナ一部に等時間日影線が達しないことが多い 。

図10に示すような長方形の敷地 a b  c  d を考える 。 日影規制は 3

時 間 ( 5  - 10 m測定線開 ) と 2 時間( l O m測定線の外 ) とする。 b

c の辺は東北向きであるから東側日影斜線が適用できる。測定面か

ら10 mの建築物の建築可能範囲を求めるために 1 0 mの日影曲線を方

位を正しく敷地の上に重ねる。 14時の点が 1 0 mの illl J定線上に一致す

るように重ねると 、 5 mの測定線と日影曲線は 13時 15分くらいの点

で交わる。このとき P 点は 1 0 mの測定線上にちょうど 2 時間、 5 m 

の測定線上には 13時 15分から 16時までの 2 時間45分日影を生じ、 P

点を通り b c に平行な線が10 mの建築物の建てられる範囲を表して

いる 。

a  b 辺の側は西北向きである 。西側日 影斜線は東側日影斜線とち

ょうど日 Ｉｾｪ の時聞が Ｑ Ｒ 時を中心として逆になるだけである。前と同

様に日影曲線を敷地に方位正しく重ねて、 111時の時刻が 5 mの illl J定

線に一致したとき 10 mの測定線上では 8 時から 10時少し前までの 2

N  

実用的にはコーナ一部の円弧を無視して枠を作り、計画した建築物

の等時間日影線でとくにコーナ一部をチェ ックし、必要があれば形

や配置を修正した方がよい 。

図12のようなやり方を、各階の高さ ( 測定商から ) を 想定して、

その高さの建てられる範囲で求めた方が、計画上はむしろ便利かも

しれない 。

北側日影斜線

図 13は真北に函する無限長の、高さは測定面から 1 0 mの建築物に

よる各時刻の日影( 破線) と、等時間日影線( 実線) を描いたもの

で‘ ある 。

図で 9 時と 15時の日影は同形となり、その位置がちょうど 8 時一

9 時と 151時一161時の間 2 回日影になり、日影時間は合わせて 2 時間

となる等時間日影線である 。その場合の建築物の後退距離が t であ

るから、日影斜線の角度は、

日= tan-
I  

( 10/  1)  

として求めることができる 。

こ のように 北側 ｉｊ 日彬斜線は、朝夕 Ｒ 回 の 日影による日 Ｉｪ ｾ 時聞から

決まってくるのが東側や西側IJ 日影斜線と異なる点て¥斜線角度も 小

きい ( 規制が厳しい ) のが特長である 。

しかし、それ以上に北側日影斜線が、東側 ( 西側I j ) 日影彬斜線と

異なる のは 、建築物の幅による 影 響 が大 きい点であ る。

図14は南北幅 1 0 m、高さ 1 0 m ( 測定商から ) の北に面する建築物

の東西幅が、 10 m、3 0 m、5 0 m、7 0 mの場合の 2 時間の等|待問日影

線を描いたものである 。幅7 0 mの場合の後退距離は図 13の無限に長
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時間弱日影を生じるから、 P 点は 5 m 測定線に 3 時間ちょうど日影

を生じる点て¥その点を通る a b の平行線がやは り1 0 mの建築物の

建てられる範囲となる 。

図10で求めた 10 mの高さの建築物の建てられる範囲の正当性を確

認するために、その範閤( 図 11の破線) いっぱいに建てた高さ 1 0 m

の建築物の 2 時間と 31時聞の等時間日影線を描いたのが図11である 。

硲かに敷地の東北側では 10 mの測定線、西北側では 5 mの illlJ 定線に

規制値の日影時間線がち ょうど収ま っており、東北側の 5 m、西北

側IJ の1 0 m測定線て酔は日影時間にやや余裕がある 。

東側日彬斜線や西側日影斜線を適用できるような角度の建築物の

場合には、このように比較的小規模の建築物に対して日影斜線が有

効に、無駄な〈働いて、最大容積の建築物の建築可能範囲を予想す
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図13 北向きの無限長の建築物による時刻日影図と等時間日影高空
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日影斜線による等高線図 12
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N  

図 14 東 西 舗 の 変 化 に よ る 北 側 後 退 箆 般 の 変 化 ( 2 時間の等時間日影線)

建築物高さはいずれも測定面から 10m

P  

図 15 北側日影斜線の建築物限界幅

W， 2時間日影の限界幅{ 約 6Sm)

W， 3 時間日影の限界幅( 約 S6m)

W， 4 時間日影の限界緬( 約 S2m)

建築物高さは測定面から 10m

N  

16 

図 16 限界幅の建築物による P 点の日影( 日ざし幽線によるチェ ック)
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図 17 北側日影斜線の割り出し

い建築物の場合に一致している 。すなわち建築物がこれ以上長くな

っても後退距離は変わらない ( Lmax ) 。しかし; 建築物の東西幅が短く

なるのに対して後退距離 J もだんだん縮少していることが判る 。 し

たが って北面した建築物の来西幅が無限であると仮定して北側日影

斜線を図 13のような方法で割り出した場合には、建築物の幅がある

限度以下になると余裕のあり過ぎる、あるいは無駄な計画になるお

それがある 。

北側IJ 日影斜線が無駄な〈 、有効に働くために必要な建築物の限界

幅は、水平面白彬曲線の上で作図して求めることができる 。

図15は真北に向いた建築物の限界中高を水平面白影曲線の上で求め

ている所で、 2 時間日影の場合の限界申請 W，は P 点を通る建築物に

対する 2 1侍聞の等時間日影線が、 8 11寺と 1611寺の時哀IJ線の聞に挟まれ

る距離である。

図 16は 2 時聞の場合の限界幅( 北緯36度のとき約65m ) の建築物

N  

の北側で、後退距離 l だけ 離 れた点 P での日

影時間を、日ざし曲線によ って言流みとってい

る所て¥図 15と南北逆の関係にな っているこ

とが判る 。図で明らかな通り、建築物が限界

長さ以上になっても後退距離は不変であり、

限界長さ以下になったときは同じ後退距離の

場合には日彬H寺聞は 2 時間未満となる。

北側日彬斜線は 、必ずしも其北 に向いた建

築物でなくても、図 5 に示した東側( 西側1 ] )

日影斜線の限界敷地角度より小さい敷地角度

の場合は適用される 。

図17はその一例で、 iWJ 定線上で 2 時間の日彩となるような後退距

離を割り出すのに、日彬曲線を方位正しく重ねて、i HlJ定紋から北側

に出る日影曲線の時 間 を合計 2 時間となるような位置を求めればよ

し、。

北側日影斜線の場合でも、日影曲線の相似性によ って建築物の限

界幅( 斜線が有効に働< 1隔で、図 16参照) は高さに 比例するから、

低い建築物の場合は一般に設計される規模の建築物の幅が限界幅を

超え、斜線の考え方が有効に利用できるが、高層の場合に適用する

と厳しすぎる規制を行う結果となることがある。

むすび

ｼ浪られた紙数の中て｜日Ｉ［ｾ規 制 に対 応 する計画時点での設計の進

め方について 、 日; 拶斜線というものの概要とその作 図法について述

べたが、文中にもふれたように特定の条件のもとでの議論であり、

すべての場合に有効に利用できるとは限らないが、敷地の束西向き

の境界線からの東側IJ (西側IJ ) 日影斜線は建築物の規模が小さくても

比較的有効であるし、北向きの境界線からの北側日彩斜線は低層の

東西方向に長い建築物ではやはり有効であるが、平面形が小さくて

高さが高いような建築物では全 OJ Ij の方法によらねばならない。

日影斜線については「日影規制の基礎講座 J ( 日本建築士会連合会

編集 ・発行) にも詳しく述べているので参考にしていただければ幸

いである 。

( ながはら ゆたか 7 ジタ工業K J ( _ 設計統指部長)
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ｅｅｅ 彊届置置ｬＮｄｬ昼主霊盈温盟国ｾ・・・

新 し い 日 影 定 規

後 藤 吉 康

図 - 1

日彬占 ￭ｕｉｾＱ の実施にともない、日［拶の検討の機 の先端の ［ｪ￭ｾ の位ｬ￹Ｚとして求まる。 て い る こ と に な る 。 こ れ と 高 度 線 下7下; との

会が. l i ' 1え て き て い る 。 こ の 時 に あ た り 、 附 大 このように P. 点は P 点と P 。点からの角度で出 交点凡をよ) ( め、 Pbの 兵 来 の } J 位 線 上 の .... ｾｐＸ が

林組本府主主築設計部において、従来のものと て く る た め 、 日 彬 定 規 は 図 面 の 縮 尺 に 関 係 な 受 Jj!3lλ となる 。 水 平 で あ れ ば 、 円 に く る Jjf3-が

は 全 〈 典 な る 日 );13定 鋭 が 考 案 さ れ 、 現 在i萌 1ft ， < 使用することができる。 勾 配 が あ る た め に P. に彬動したのである。

化が. i i 主められている 。

- 新 し い 日 影 定 規 と は

この新しい日彬定規は、日 Ｑｾ ＳＭ図、日［［抑制 ｕｪ 図

の 作 成 に 便 利 な よ う に 作られたものであるが、

逆 に 、 あ る 特 定 点 が ど の よ う に 影 響 さ れ る か

を調べることにも容易に利用できる。

従 来 の 目 ざ し I曲 線 メ ジ ャ ー は 、 フ ィ ル ム 状 の

も の で 扱 い に く く 、 製 図 板 上 で 用 紙 の 移 動 帰

り林えなどわずらわしい 。また 、受Ｉ［ｾ而が水

ギでいないときは、段状に fll き 林 え た 上 、 か な

り而 li'11な 作 業 が 必 裂 で あ る 。 こ れ に 反 し 、 新

しい日Ｉｾ定規は 、設計者が手慣れた分 ｪ 変総や

三f 1J 定 規 に !u[ す る 道 具 で あ る の で 、 扱 い や す

く 、 以 下 説明するよ う に 、 受 彬 商 の 形 状主n何

に か か わ ら ず 、 容 易 に う ま く そ の )j(3 - を求める

ことカ《て' きる。

ｬＮｾ＠ ｩ ｬＧ ｬ ＮＧＮＧＮｾ＠ : 定視の 中 心

.  ) 庄市総: ) 会準点を: i i l l る直線て¥使用にあた

り、図 l飼 の 点 凶 方 向 と 一 致 さ せ て 使 用 す る 似

・} J 佼日雌仇J : 冬 至 日 に お い て 、 各 l時五IJ の 太

陽 に よ る 日 彬 の 方 向 を 表 す 目 雌

- 向度目成a J : 冬至 日 に お い て 、 各H寺主IJの 太

陽 に よ る 日 彬 の 立 商 を 表 す 目 盛

- 日影 定 規 の 原 理

鉛i U 仰の日; 必を巧・える( 図 - 2  )0 P  点に立っ

た 体 の 先 端 の1*3 - の位訟を Pn と す る と き F 下;

が ) J 位 似 て ¥ こ れ を H寺五IJ ご と に 角 度 で 目 雌 っ

た も の が }j 位目盛( A ) である。つぎにP. か ら 点

- 日 影 図 、 日 影 時 間 図 の 作 図 ( 図 - 3  )  

平 而 図 上 の 点 P か ら 、 そ の 部 分 の 建 物 の 高 さ

ｈ だけ西方にと った点を ｐ 。とする。日Ｉｾ定規

の 基 準 点 を P に合わせ、 f j 位自民在仏) をよんで

方位線を号 1 < 。 つ ぎ に 定 説 を 酉 に 平 行 移 動 さ

せ P 。に J岳部l . ( を合わせ、 t何度目伐(8) か ら 向 J立

総 を IJ ｉ き、その交点 ｐＮ を求める 。 ｬｾ 百さ ｈ の背 Ｑ｜ 分
ー-ーー→，

の 平 聞 を P P. だけ、ド行修正riJ させた図形と J[; の

エ Ｑ ＼ 而図の包給総 を づ ｼ けば、それが日 ［ｪｾＳ 図とな

る。

日; ; 診時間図は日 )ji 3 - 図の失点を結ぶことによ り

作 図 で き る 。 村l立 を 上 げ た い と き に は 、 部 分

的に短い問j 阪での日 Ji l 3 図を聞き力f I えることに

よ り 、 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。

- 特 定 点 の 日 影 時 間 の 算 定 方 法 ( 図 - 6 )  

- - - - 魯受彩而の任意の 1 点、 P cの 日 彬l刷mを求める。

図 - 3

. 鉛 直 面 に う つ る 影 ( 図 - 4 )  

主主家の影が隣家の壁面などにうつるときのＩｾｾ

を求める。 i虚面支物が全くないときの; ; 診を前と

同 様 に 画 い た 後 、 壁 l飼料l と方位似の交点から

μ 西に高 ｪ 立総までの ｾｉ［ 隊 ＱＱ ， が、 ｐ ， Ｑ ，ＧＺＨのｉｬ，ｾにう

つる ;f)jさ H，となる 。 |百J.fi主にして H.. 1-1，をよドめ

ると、ｾｾｪｪＧ ｪｪ の ［ｪｲＳ カずｻ， ， ｜ら ｨ る 。

r: 

まず平面図の各角から西の方向に各その昔日分

の 高 さ を 取 る 。 つ い で' Pc点に日 i必 定 規 を 逆 の

向きに置き、( イ) 点の方向目盛( 刈から l時五IJ を読

み 取 り 、 そ の 11寺哀IJ を(8) 目践にとって、 11. 4 を求

める 。 こ の と き 実 際 に 線 は 引 か な く て も 別 の

定規を合わせることにより容易に得られる。

この HA と建物の高さ HB をくらべると、

HI J >H< (イ胤L上でA 目盛を読んだ時刻か

ら彬に入る。

Ho<.  /1A  (イ) 線上では彬に入 らない 。

同じようにして、( ロルすで検討をし、そのいず

れもが ＯＱ ｂ＼ 仙のときは 、 ｐ｣ 点は終日 一 皮も Ｉｪｾ

に入らないことになり、( イ) ( ロ) やすとも HB > HAの

ときは、( イ) の読みの時刻から付の抗みのH寺哀IJ

11 ! i に仰の長さだけ取 っ た 点P 。と Pn とを結ぶ l丘 "  
慾 までが Ｑｪｾ に入る時事 ｉ ｊ になる。ＨイＩとＨロＩの ＯＱ ｂＭ ｈ Ｔ

総 ｐｯｐｮ か τ Ｉｪｽｾ 料 ｩ で与あり、 ｮ 可と同様に ｈ 寺真 ｉｊ ごと

に目白在ったものが日度目盛侶) である。

p  ｬＮｾ から万位目盛仏Ｉて Ｇ＼［Ｑ いた万位線と、 ｐ 。点

から i何度目盛(8) でづ| いた高度線の交点目が十本

が 呉 符 号 の と き は <t ，問l 的で検討をし、 /1B = /1A

になる点をボめれば、その時刻｝が Ｑ ｩ ｾ になる ｩ 時

刻lか、; 必の終わる時哀IJ に な っ て い る 。

・ 影 の 長 さ か ら の 建 物 高 さ の 検 討

〆 敷 山 山山mJl! U ニ 図ー 4
PC点が、ある時五IJ に 建 物 の )jl3 - に入っていると

き、その主ｪＩ［物のどこをどれだけ下げれば Ｉｪｾ に

ならないかを検討するためには、

・ 受 影 画 が 水 平 で な い と き の 影 ( 図 - 5 )  

ま ず 前 と 同 じ よ う に し て 水 平 面 に う つ る P の 111 - 1か = 0

ｩ 拶 ｐｾ を求めた後、方向車ｾ上の点 ｑ 、 ｒ からお に な る よ う に 、 九 点 か ら そ の 時 刻 の 方 位 似 の

の お の そ の 高 さ だ け 西 方 に /1q、 H ，をとりその 方 向 の 雄 物 位tll の 高 さ を 下 げ れ ば よ い 。

点 を 結 ぶ 。 こ れ は 方 位 紛iに よ る 断 面 図 を 函 い (ご とうよしのぶ株式会社大林組本宿泊l築設計管理部次長)
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-tr 日影チャートによるチェ ックポイントの日 影時間の 求め方は下の通り

ト白川影チャー

ム

γ

，

 

，

 
，

 

，

 

，

 

，

 

，

 

、
、、

、
、

チェy ク

ポイント

必要な下州| 目はこれだけです ( 上図の番号と手順左端の番号を参mo.[> 

チェ ック ポイントに建物の配fZl を示す図蘭にチ ャー トを ill ね，① 

0 点を合わせ. 万{ 立を合わせる ( このためにチ ャー トは透明な

制作 = 鹿島建設/ 発行= 鹿島出版会

.. .... 
ｍＮＮｾ＠

| 組問 - と . _

ー“ 話祭器読書打

・4・，:' ..  ｾＮＺＮ｟ＭＺＮＮ［ｾＮＺ］ｾ午吉 ｬ

自 ‘ チ ャ ー ト 園 - t ・""
フ ィルムです ) .

建物の苅さ ( 3 0 m) とチェ y クポ イントの高さ ( 4 m であると② 
建築様i j I¥法改正で日影規制が迫力JI されました[> 

する ) の相対的な向き ( 30 - 4  = 2 6 m) に相当する限界線を比従来のように[> 

いだす.日彩図 ( 建物の弁時刻lの彬の作図 ) の作 図1  .  

その限界線より北j I I l) にある建物部分 ( チェ γ クポイント への 杉① 
l i かりて' なく

科書11づト一一図の斜線部分) を見いだす2. 敷地から 5 m または 1 0 m離れた線 ( チェ ックライン ) 上 の.

その彬科苦11分を両 fU，l ) から侠む時 Al) 線を作る

@

⑤

@

 

主要な点 ( チェ ック ポイント ) での日影時間計算

その時五 ＱＩ を読む Ｈ 日影 ｉｊｾＩ Ａｬｴ￬ :  10時00分. 日影終了: 13時30分) .さらにできれば

雄物による日影時間( 13時30分一 10時 = 3 時限)30分 ) が わかる .3 . 周辺領域全体の日最3時間分布を示す関 ( 日員三時間図)

コンビ ュー タも維解な計算もい っさいいりません .[> この他に L 名前の名将の検討も従来以上に厳む必要になります.

-tr 日影チャートで日影図も簡単に作図できますグ百七に行わなければなりません

［μ の ｬ 音ｉｦｾなどのテ Ｇー タ日影聞を作るのに必要な太陽万位角. 高度，[> 特定行政庁では建築総誌 l:j -IJ- J ' i で提出された 1. - 3. のチェックが必要[> 

表や，特殊な定規はいりません

日i*.五時 1111図も N1i lji に作ることができます .[> 

になります

日 ｾｩｾ チ ャートは ， これらの検討 ， 作閃をすべて Ｑ 枚 のチャートて｜

簡単にできるようにしたも のです .

[> 

. 使用説明書付・筒入り

特殊フィルム ( 42X59 . 4cm) に裏から印刷してありますので、表から書

いたり消したり自由にできます。

・必要な地名 ( WIJ : 枚方市、福知山市など ) を言って 、最寄り の占 J古に

お申込み下さい。本と同じ要領で取寄せられます。

・直接お申込みの万は、下記に地名を明記の上、￥ 5 ，000をお送り下さい。

. 鹿 島 出 版 会 ・東京都港区赤坂 6 ー ト 13 ・m孟(03) 582- 2251 

定 価 = 1 枚 ￥ 5，000

( 日本建築センタ一発行) に定めた合 日影チャートは「日影規制の手引」

基準に合わせて作つであります

建物の高きの目雌は 25cm間隔 ( 縮尺 1 / 100で) と細かくしました[> 

時刻lの目盛も 10分間隔と 3先取りやすくしました .

日本全国を緯度30' のバンドに分けて . 221;I な種類を折jI i えました

[> 

[> 

( 下図， 黒丸白数' ドのバンド . 22 を用窓しました )

鹿 島 建 設

自 然 の 調 和 の 中 で 人 間 の 未 来 に 挑 む

間

開 発 と

石 ) 11 六 郎

奥 村 吉 朗

取 締 役 社 長

取 締 役 大 阪 支 l苫 長

電量舌. 東 京03( 404 ) 33 11 大 代

電 話・ 大 阪06( 245) 2311 大 代
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; 日影チャートの原理とその応用 目

S H A D E に よ る

日影チェック
.  

システムの

計 算 ・ 作 図 処 理 サ ー ビ ス

東 京 都 建 築 士事 務 所 協 会 指 定l吉

大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会 指 定 l吉

住蘭3二 疋 ュ ー ヲ ー ! t ー ヒ ヌ 検 式 会 担

昭 和51年 改 正 建 築 基 準 法56条 の 2 I 日影に よ る 中 高 層 建 築 物 の 高

さ 制 限 」 の 公 布 後 、 今 日 で は 各 行 政 庁 ご と に 「 日 影 に よ る 中 高 層 建

築 物 の 高 さ の 制 限 に 関 す る 条 例 」 が 施 行 さ れ て お り ま す 。

弊社では、早くからコ ンビューターによる日 Ｉ ｩ ｾ 図 作成の受託計算

サ ー ビ ス を 行 な い 法 規 制 に 義 務づ け ら れ た 硲 認 申 請 資 料 及 び 基 本 計

画段階の資料の作成に盟高! な経験を積んでまいりました 。

絞 維 な 怨 築 物 に 限 ら ず 比 較 的 簡 単 な 建 築 物 の 日 )jt手図 作 成 に お い て

も 業 務 の 迅 速 化 、 信 頼 性 の 向 上 磁 認 等 に 係 る 業 務 の 円 滑 化 及 び 費 用

削 減 等 を 目 的 に ご 利 用 い た だ き 、 ご 好 評 を 得 て お り ま す。

是 非 と も 弊 社 i s H  A  D  E 日影 チ ェ ック ・ シ ス テ ム J に よ る 計算

処 理 サー ビ ス を ご 用 命 下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

1  ，計 算 処 理 内 容

1  ) デ ー タ 作 成 と 配置 図 入 力 及 び チ ェ ッ ク

2  ) 日彬 図 の 作 成

3  ) 日彬H寺IBJ 図 の 作 成

4  ) 特 定 点 の 日影時間l 図 及 び一 覧 表

5  ) 天 空 図 、 透視図の作成、起伏地盤面計算、

.  

¥ 

¥ 

自由百デ

① 日影図

aね 書 き 等

て- 1¥¥

② 日影時間図
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h 盟 国 川

GL ・ 4 .0 0 I 附 』

ｾｹ＠ F' ACt Q肉・。 0 7 .

2  ，特 徴

W E  

③天空図

1  ) 入 力 デ ー タ の 江 入 が 容 易

2  ) 計 算 精 度 がrEい

3  ) 建 物 形 状 に よ る 制 限が な い

s  

S t ANOI NG PQI NT  " 1  2 1  ＩＨ・ Ｍ Ｔ Ｎ ｾ Ｇ 1M)  

v・ .52 .5 0 1M)  

GL '  .1. 0 0  tM'  

5 KY  r : A( ro:毛田。 0 ' 7

4  ) 汎 用 性 が 高 〈 任 意 の 指 定 が で き る

5  ) 入 力 デ ー タ の チ ェック ・計t ) : 制度の維認が答劫

3  ，処 理 方 式 と 信 頼 性

③ 

弊 社 が 所 有 す る 大 別 コ ン ビューター ( 1  B  M370ー 158) に 株 式 会

社日処設計製作の ｓ ｈ ａｄｅ 日 ［ｪｾ ｾ チェ ｹ ク ・ システムを将入し、計

算 処 理 サ ー ビ ス を 実 施。 イパ車i ( [ 性が日〈 シ ス テ ム メ ン テ ナ ン ス に 充 分

な対応、がなされている 。

4  ，建 築 関 連 計 算 処 理 サ ー ビ ス

ｦ 主尚 ー コンピューターサービスでは、 ｓ ｈａｄｅ ・日 ， ｩｴ ｾ チェ ｹ ク ・

システムの他 に 建 築l剥; A 計算処理サー ビスを行な って お り ま す。併

せ て ご利 用 下 さい 。

①BUI L DI NG R C / S R C/ S 一一 建 築 構 造 計 算書 ー 処 理 シ ス テム

② 任 意 形 状骨 組 解 析 プ ログラム

③ D Y N A MI C S- 一 振 動解 析 プ ロ グ ラ ム

5  ， お 問 い 合 わ せ さ き

作成 ｊｾｬ ｲＺ ｊ ｬ 、経ＧｊＧＨ等詳細は下記営業 ｭ 当にお問い合わせ さい 。

覧5 住商ヨンビューヲーすーピヌ検式会担

• 

• 

干 101 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 3 一 11 一 1

住 友 商事 錦 町 ビ ル

日影 図 受 付 電話 03- 296- 3394 鈴木

干565 大 阪 府豊 中 市 新 千 里 西 町 1 - 2 - 2

住 友 コ ン ビ ュ ー タ ー ピ ル

日影 図 受 付 電話回一 833- 2641 目里子



s・・・f .
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附dUI - 1( 網開u・ 4  ・0
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SCALE :  1  /  .200 

S H A D OW- H 日影図作図プログラム

日 影 時 間 計 算 値 は 抜 群 の 正 確 さ で す 。 ( 実時間積分 法 使 用 ) 安 心 し て 建 物 配 置 を 計 画 な さ っ て 下 さ い 。

東洋情報システム( 略構TI S ) で

は、 他 に 構 造 計 算 、 建 築 設 計 等

々 の 一 般 的 な 解 析 業 務 も 行 な っ

て お り ま す の で 、 皆 さ ま の ご 利

用 を おf寺ちしております。

情報化社会に挑戦する

百豆

株 式 会 社

東洋情報こJ ユ子ム

応 用 技 術 部

- 構 造 解 析 プ ロ グ ラ ム 一 覧 .

汎 用 構 造 解 析 プ ロ グ ラ ム MARC，MS C/ NASTRAN，S APV 

NONSAP，STRAP 

配 管 熱 応 力 解 析 プ ロ グ ラ ム PSAP 

熱イ云導解析プログラム

軸 対 稿 構 造 解 析 プ ロ グ ラ ム

T RUMP 

FAXI S 

骨 組 解 析 プ ロ グ ラ ム F RAME，I CES/ STRUDL  

有 限 要 素 用 メ ッ シ ュ の 自 動 生 成 F E MAS  

建 築 設 計 プ ロ グ ラ ム F RAME.S D， S T RE AM 

大 阪 本 社 〒 564 大 阪 府 吹 凹 市 江 の 木 町1338 (御 堂 筋 線 江 坂 駅 下 車 ) 包 (06 ) 385 - 0  8  8  8  

東 京 本 音11 〒 103 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 3- 14- 1 ( 新 々 会 館 内 ) f t  (03 )  271 - 5  5  7  1  

大 阪 営 業 本 部 〒 541 大 阪 市 東 区 今 橋 3 - 21  ( 三 和 今 循 ピ ノ レ 内 ) f t  (06 )  201 - 2  4  3  1  

名 古 昼 営 業 所 〒 450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅4- 27- 20(新名古昼ピノレ南館 内 ) f t  (052 )583- 461 7  - 8  

福 岡 営 業 所 干810 福 岡 市 中 央 区 天 神 1- 10 - 24  ( 福岡三和 ピ ル 内 ) 合 (092 )761 - 6  4  4  5  
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圃=UnC: a鑑誕車審制周u躍 棚 職 難 頼 朝 期 購 欄

コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る

日 影 計 算 の 誤 差 に つ い て

安 永 通 晴

1. は じ め に

H  Ｚ［ｾ ｾ ｔｊｩＮ￭ｉ引の地ｾ i に1' 1句 、 日 杉 図 を 作 成 す る ケ ー ス が 以 IjIj にも m し て 多

くな っ て い ま す 。 ところで、 fj ［ｪＡ ｾ Ｑ 苅のうち特に等 Ｚ 時川臼 ［ｪｾ ｾ 医 ｬ の作成

は 、 予 .Ir- き が 1*1現ff で あ る た め コ ン ヒ ュ ー タ ー を 平IJJIJ す る 場 介 が 多 い

と 忠 わ れ ま す。

と こ ろ が コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る 日 l' r?:I 立j引l:I.，lI" rr ですから誤差を1 ' 1旬、

ま す 。 も ち ろ ん コ ス ト を 無 税 す i L ぱ 、 い く ら で も ，il -r? 粘 j立を |二げ ら

れますが' ぷ )11 ｴＭＮｊ ｾｊ 組となります 。 そこで ｕＨｪｦＱＱＵＳ 年 Ｙ )J 号 で ご 制 介 し

た日! ! ( ¥角刊行フログラム f S H A D O W V 一 円 安 井 建 築 設 計 が 務 所 と

ｊｾ＠ I; ，J  1) f. J : f 1 ' ; ) を) I J い、誤差の発生"lt lkl ま た コ ス ト お よ び 誤 廷 の IIi，j I(li か

らみた、' ぷ JlJ I 必裂となる計1 ; ?:.ji，'j ｊｬｴ の ｪｾ び Ｉｪ を検， ［Ｎｊ し報特させてい

た だ き ま す 。

2  . コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る 日 影 計 算 の 誤 差 発 生 要 因

1. 等 時 間 日 影 図 の 算 出 方 法

'支 :jf3. 1(II をf i'l ( 状にうれ'il H五千キ桁( - ，I，'，I、卜の 1=1 Ｚｪｦ ｾ Ｑｉ 年川をボめ、等 ＱＱ キ ｬｩｬ ｕ 品を

ｾｉｬ￬ｮ ｬＡ， ｬｬＭｮ によリキ Ｏｩ ぶことで仰られます 。 この ｈ 、子、Ｇト ー じる の が脱出任誤差

ム x( 杭 (-11) ) です 。 一 j打i 、 千各千f行給f行守 fι"点E

の 2 つ が あ リ ま す 。

① H寺J i IJ を j坐 絞 的 に 扱 う 方 法

椛桁守 ( - " 点'

る )j 法なとど，てで，す 。 各 ti 守( - ，Ij の H: 仰 l年I::J は ほ ぼ 誤 差 な く ボ ま り ま す が 、

，H n:時間が桁( - . 点数に比WIJ し ま す。

② H与nlJ を瑚U¥J c 的に被う Ji i去

ｈ 年 ＱＱＱＱ 真 ｉｊ み ム ｔ 分ごとに往物およ び 地形 の ＺｩＡ ｾ をよ ｊ＼め、千千絡ＨＭ点が Ｚｪ￭ ｾ に

な る 刷 数 71 より η × ム T が LI :j!.五時 nlJ と す る 刀 法 で す 。 4絡fちl (- .. λ点"

j紋此大ム T 分 の J誤f只i 占ぷ主をf合守みます 。 f s トH A D O W V 一 3J は こ の j万J 法てで

的

すカがず、f桁f行守( - ＮＧλ点 ， ｉ ，ｩが ［μｪＡμｽ 診長 に〈む ｌ るカか‘ ｦ何 ｴ可 ｩ カか‘ の 判判 ｬ 定に十将杭［作守 ｈ 似 ｡ ニご， とに， ｾｉ ， ｉ べ る ｒ式定 ｩζ 三 Ｑ代Ｋ怪正 ｴ似 G忠t  

) j 式 を J係本μJ川日しているため計 I口鉱?下UI時寺刺n川i口川iリl同カがf ほぽ桁( - .'点E

る に と ど ま り ま す。

図 1

〆a

〆

4 時間点 ，三 ↓

ｾＧａ ＮＯ 日

3 時間55分

格子点

2  . 誤 差 の 性質

① ｾｅ 荷 ｦｴ 誤差 ム ｺ

格子点

図 2

図 3

格子点 格子点

こ れ は 桁 f 点 の n :it3- 時 間 か ら 等H与tl¥J 線をボめる事IlililJJI -n : の誤差です 。

ｾＱ Ｑ￬＠ 1:: l; j l引 はj l f I 常 図 1に 示 す 比 例 al-r?: て¥桁( - .'川 BI の 日 彩H寺nlJ 変 化 が

線 形 と 似 定 し ま す が 、 こ れ は 必 ず し も 成 立 し ま せ ん 。 実 際 の n ［ｩＡ ｾ Ｑｉ寺

川 変 化 が 図 1の 実 線 で あ れ ば B 点 が 正 し い 4 11寺IIIJ 点 で す。 問] ち 図 1

の 場 合 で し I比大物イーfilJ 断 ま て' の 誤 差 が71- ，(1: し ま す 。 し か し 、 池 物

が副総で椛日比され太陽は十{-i 円 軌 道 で す か ら 、 R Ｚ［ｴ ｾ 時 ｉｉｉｊｲ ｬＱ Ｑ 線は多Ｚｲｮ式

系 てヘ表 現 さ れ る と 巧 え ら れ 、 終 f l:11隔 を 卜 分 小 さ く と れ ば そ の 日 ;μ

H年IHJ 変 化 を 線 形 と 似 定 し て も 実 用 上 さ し っ か え あ り ま せ ん 。 この! 被

界 と な る 約 (-III Jl I両 は 往 物 の 椛 成 袋 ぷ 規 模 に 関 係 す る と 思 わ れ ま す が 、

残念ながら玉虫J命的に導き tj J す の は 僅 め て 凶 縦 て ¥ 実 験 的 に 求 め る 万

法 以 外 あ り ま せ ん 。

② 時 ｉｈｊＳｾｾｒ ＮＶ T  

距離誤差に) ; . J . l . J 1IJ 性 が な い の に 刈 し 時 IUJ 誤差は次の脱H l J t ' . . t をもちます 。
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( i )  危険f I I ll の 訟 必

図 2 の A 点 の よ う に ム T が 事11. <  TII与の; ぷと T + ム T 時の Ｚｪｾ ｾ にスリ ｹ

トがそl三じ る 場 介 に お こ りま す 。 こ の 誤 差 は 等 11、ケ nl j ，j ; ぷの乱れで判断で

き、スリ ッ トが '1:: じ な い よ う ム T を 卜分 小 さ く lfl l . i L ぱ阿i l l i : されます 。

(ii )  安 全1H11の 誤 差

図 2 の B

と訂計 Ｍ ｲ鉢 Ｗ下Ｚされます 。 したが っ て、各絡イ ー ｬＮｾは最大 ム ｔ 余分に日［［Ｚ 五 時間

が カ ウ ン トされ安全f I 刊の誤差を生じます 。 図 3 で P を 杭 f 点 の 日 Jz珍

H寺川 が iE仰 な l時の さ事時It¥Jl1. 、 Q を 近 似 点 と す る と 、 図 3が i此大 3呉基

ム T

E Lの' 主じる場令と々えられ、 E L = 一一一L ( く し) と な リ ま す 。しか

T  

し P l 人 が す で に 距 離 誤 差 を 含 む こ と か ら 、 1住主E弓環Z絞1土境克のイ似以e必 の fたよめの H

;μ，j!.μt拶rH胤i比似凶Ll凶(刊命伽制1;制削1計剤1リl とい う程飢』見tιf点"点』

え ま す。 ま た E Lはム T を等H寺I[IJ 線 の 必 要 な H与jllJ V ' ) 約数にとれば桁イ

nlJ 附 し を こ え る こ と は あ りま せ ん 。

図 4 図 5 図 6

6 x = 4 m 

3  . 実 用 的 計 算 精 度 の 検 討

以 上 のAe-昔 話 を ふ ま え コ ス ト お よ び 計 算 制 度 上 必 裂 と な る ム 丁 、 ム z

の 選 ぴ )j を、 f S H A D O W V - 3 J を 用 い た 数 似 実 験 に よ り 検 討

しました 。 そ の一 例を 図 Ｔ ｾ 図 Ｖ に 示 しますが、 ム ｺ を Ｒ m 以 上 に

すると、いかに ム ｔ の 制度を上げても 苦 手時 ＱＱＱＱ 日 Ｉｪｦ ｾ 図のあ Ｇｉｊｲｲ は向上せ

ず 危 険 制IJ の誤差が庁! 大し、逆にム z を 2 m 以 下 に す る と 、 ム T が 6

分. f ' ，J . J 交でも十分な制度が符られ誤差も安全1111J に な り ま す。 こ の 場 合

総了 ー 間の日 ＺｪＡ ｾ 時 ｮｮ に尖則上級 ｪ 杉性を仮定できるのは 、 ｦ ｩＧｬ f 間 隔 が 2

m 以 下 の 時 と い え ま す 。 今 回 の 笑 験 お よ び 多 く の J I-tl : ' JWIJ から、 ム

x は 2 ｭ 以下、 Ｖ ｔ はＮ￬ｊＺ￺ Ｑ Ｍ ｩｾ Ｇ Ｕ 分または Ｖ 分、特別 ｊｾ ， ｪ 必令でも Ｑ 分ｾ

3 分 あ れ ば 、 危 険 側 の H寺I¥]J 誤 差 も 生 じ ず コ ス ト お よ ひ' MJ.交 上 十 分 実

ｪ 日的 であると結論しました 。 ちなみに 通 ＧｪｩｾＧ の物 ＱＧ Ｑ Ｇ ( 処 物 を l丘11体 てゆ

分解して Ｑ ＰＭ Ｑ Ｕ ＱＱｾＱ ぐらいのもの Ｉ て｜計算の ｃｐｕ は Ｑ B  M3032で、

1600メ ッ シユ、 ム T = 6 分 の 場 令30秒、 ム T = 3 分 の 場 令 で も 45秒、

.fEJ 変 で す。

4  . お わ り に

事ドキ| ーでは、数多くの使J fJ 経 験 を 必 に 日 彬 計 算 を 行 う 際 の モ デ ル 化 な

どにノ ー ハ ウ を 新 総 し て お り ま す 。 実 際 の 問 題 解 決 に 当 っ て 、 必 ず

ユ ー ザー の 方 々 の お )J に な れ る も の と 向 負 し て お り ま す 。 気 特 に お

間 令 せ く だ さ い 。
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日影計算に一一

11 )!(1権 に対する社会の|悶心はますます日まって

きま した。すでに中日用のi J ! : 築物については、

11 Ｉ［Ｈｾ粂例を施行ないし起集 中 の 地 Ｉ ｪ 臼治体も

少なくありません。

こうした状況の中て; 円 本アイ ・ビー ・エ ムデー

タ・センターで‘ はあらたに日 彬図プロッ ト・プ ロ

グラム ＼ ｓｕｎ Ｍ ｓ ｈ ｉｎｅ ＾ をｉｬｦ ｈ･ 。 持 ｬ Ａｦｦ ｬ ｾ な ｉｉ ＩｪＨ ｾ

［ｔ Ｍ ｉ Ｍｾ ＿ｾ を コ ンピュ ー タ ＭｾｊＱＱｬする ｗ ｾ ＿ サ ービスぞ

悦供しております。

このS UN- S HI NE ては、 tit 大 U 'J fIJ 住 ・1$午前1

をもっ彼雑な形状の主主築物を扱うことができ

ま℃また、最大 100棟までのm令住宅に つい

て偽i1干した日; 診を計算することができま丸

，11・r，CM- *はプ口、ノ;ターで‘ 作図されますが、その

粁 ｩ 矧も 、基本 Ａｾｾｾ而 上のと平時 ｉｉ｜ｊ 111jij 線岡山手

五1) 11)ぷ図、垂直平而上の等時 11¥1 rI Ｉｪｩ ｪｾ 以園、 お

よび特定点の 111;診を立体的に犯射するための

下天球図等、きわめて多岐にわたって います。

さらにこれらの作図にあた っ ては、呼，Ｇ，百 ｲｾ テ、、ー

タの入 JJ により地盤而の起伏ぞ考 lゆ: に入れる

こともできます。

企 l百lぷ計の効率化とお! 支化のため、ぜひこの

S UN- S HI NE をご平1) !l J<t . ごさい。
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11木アイ ・ビー・エム テ、、ータ ・センターではリモー

卜・コンピューテイング ・サービス = R C S により、

特さまのデスク ・サイドの端末装山から、ムl ! 築物J

の構造 ｊ 十 ｘ ＿ｾ を 手軽に行えるく ａｎｄｅｃｅ ＾ も従

刊bしておりま士一

DE C Eては、従来手 川のかかった入) Jデー

タの準備を簡単に行える上、処坦I l 結- * はその

まま椛造計算書の一 部としてお1al 、になれます。

基本設計を ご担当の符さまのご平I ) mをお待ち

しております。
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! 日影チャートの原理とその応用 I  

総 合 日 照 解 析 シ ス テ ム

1  . は じ め に

刻化 、 数 々の Ｑ Ｑ 影 解析 システムが ｉＺｾｉ 発されて い るが 、 、 Ｇ￭ 社 では ｩ 位 よー

の教 訓 を' 1: . かし 、 IJ Ｉ ｾ ｾ 角材斤 の 車内 ｬ ズを ｬｵｊ めること 、 ｊ ｬ ＮＭｬ ｴ 測 定は ｉｉ ｬｪｴ ｾ 断Ｇ

析 の 悲 木 で あ り で き る だ け l厳 密 に し た い 、 の 2 ...'J .から 出 発 し て 初 HII

の 1-1僚 を満 足 する 日影 解 析 シ ス テ ム の /if. 1発 に 成 功 した の で 、 ここに

そ の 概 要 を 紹介 い たし ま す 。 ｊｾ Ｇ￭ＺＮ .(j の ) J 々 に多 )i lluで 街l利 111い た だ け

れ ば幸 いで す 。

2 . 真 北 方 向 の 決 定 法

任意l I :fllJI の 太 陽 位Z室長J l iJIリ結 栄と 簡 単 な 数 値，:I'X'J により 、 敷 地実証!I II ^I

1: で よ1北 方 向 を 求 める もの で 、 1  ) 敷 地 内 に定 .I，'.i ，2 点、を 選 ぴ敷 地実

iJll j同 上 に lリl示 す る 。 2 ｽ 敷 地 内 の 去 Ｎ 以 を 結 ぶ 基線上 ｬ 二五 社 Ｑ 川 刻 ｼ 二の ｾ ， ｾ

線 を合 せ、ＨｉＺなｬｉ Ｎ ｩ ｬ ｬｬｬ の太 陽位 ｩ 白 を 観測指共 Ｈ ｡ Ｉ の ［［ ｽＮｾの方向にで 求 める 。

観 ｩ ｊＡ ｬｪｬｬ キ刻 からコンピュ ー ターを ｊｉ ｉ いて方 位ＺｦＱ ｊ の 補 正 ｦｲ 定 ａ を求 め 、，ｾ ｾ

の 方 向 を 越 線 に対 して A だ け Eき11: で l!.'l伝 した 方 向 ( A < O ・δ1"1' 1去、

A > O ・左 l旦Ii lな) が 兵 北 方 向 となる 。 太陽位也提Jl iJl ，j は 設. i 1'HIlIli] '!' の

1I，'r;での 11 をJ 1 i ぴ、午前 、 午 後 の i座、'i なH、子刻 に 数 l“l f i - い、粉 l文の椛 泌

をす るの が 望 まし し、 。

也

命 / プ口外 す る 町 制 州 制

喜' ! 巾鉱大図

C多角γ トすべき 砧

" 心とプ0 ，トむとがー蝕Photo. l 障害物
Photo.  2 障 害 物

図ー1

/ て
i

h

 

ふと一生! ょ'"

3 . 日 影 時 間 の 算 定 方 法 の 概 要

Ｍ 般 に行わ れ ている ｈ 寺分別法 による ｉｉ ｬ［ ｾ 解析法 は 、 ｈ 寺 分Ｇ， ＱＱＱＱ された 作

Hキ，i¥Uの 11;彩の ! RJ I・による た め 、11;1' 分 ;月Ijの き ざ み か ら く る 談 差 と メ ッ

シ ュ の き ざ み か ら く る 誤 差 の 虫 桜i決 定 が 生 ず る と 巧 えられる 。 吋 社

で は 対 象 物 I'!"- の 11 彩 を あ ら ゆ る Cas e にわた って 、日 最長の 始 ま り と 終

りのH与刻 で厳 密 に と ら え る 万 i1:の /i ll 発 に 成功 した 。 "i 方 法 に よ れ ば

誤 差 は i出 也 卜. の社!IはE / ，i，メ y シユのきざみのみに/ 五 布され、 iJli仏t }，'，i，が

入E:，I ，'，i ，のよiJ 介 は 訣 J をはな いとみてよし 、。 以 下 に解 析 方 法 の概' t - と実例

をｾす 。

敷 地 周 辺の 定 以 P ( x，y) に問 符 物 ( ，11'1州主.I!物 ) が及ぼす 口彬H年1111 をui

接 求 め る た め 、 判定 式

F ( u， v)  ｾ ｈ 叫 ｨ Ｍ J  ( x- u}' + ( y - v )> 

を111な す る。

ここに Q( u，v) は障 害 と な る ，;j' 11' 0  1&物の (I: ，なの 峻線 上 の 点。

M = / ( x- u}> + ( y - v  戸、 L = H ' cot  h、h ; 太 陽 向 位、 H; ，汁1"01&物

5 UN 

投

¥ 

1  ｾ＠ 1  "  

H I I I I 、

i111 

目 前 ｏ Ｈ ｵ ， ｶ Ｉ 四 ｾ Ｇ Ｕ 町 ｐ ｃ ＮＮ Ｎ ＩＧ ｴ ... 

M 

王寺酬

明日

図-3
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の 任 意 の 陵 線 上の 点 Q の地 上 から の 高 さ。

F ( u， v} 三五 0; [1 H的l寺11rJ 1tr-、 F ( u，v} > O ; 日lilj U寺/U)1持、で あるから F ( u，

v}  =  0 と な る 点 ( u，v ) が 求 ま れ 1%点、 P ( x，y } が口 n官、 円五診の変りめに

ある H、干の 太 陽 方 位 f1J 、 太 陽 高 度 、 お よ び 時 刻 が定ま る。 v =  f  (u)、

かつ 太 陽 高 度 h は .' .' i，Q( u，v} の 点 P ( x，y} か らみ た 方 位 角 が 定 ま れ ば

決 定 す る ゆ え、 F ( u，v} = O は u の み に閲 す るO! I数 であ り、解が確定

する 。 解 法 につ い て は逐 次 2 分 法 に よ り解の収 飲 を ♀ く し て 近似 解

として 求 め た。 解 の 誤 差 は30秒 以 内 と す る事 ができる 。 以 上の 方法

によ り 数 値 計 算 法 と屯 算 処 理 を 導入 し て 、 障害 と な る 計 画 建 物 を適

、'i に分 ;lllj し， 各 建 物の 峻 線 上の，I，IJ.Q の 及 ぼ す 定 点 P ( x，y}上 の口影 時

IlII を複 合 口影 と し て 直 銭 求 め る こ と が で きる。

基 本 的 なアウ トプッ トの例 を以 下 に 示 す 。

ト0・01''' :21] 

2  ¥l.:l. 

附 l二泊1ω3ill; 剖 3

a・0 ' ，. ，:，'， ， :1/ 4  

、' : . . . : ;  .. (・ J )

、""，' . : ' :，' 115: )) 

¥も: ＮＺ［ＧＺＺｾＢＧ ＱＶω＠
ＺＮ ｾ ＺＢＺＮＭＺｾＧ＠

F門用可

ｔＮ 出 Ｎ ＱＮ ブロ ｹ ク ｾＧｉ ｏｬ日肥時裏 ＧＱ Ｑ 蒋 Tablo- 2  日E 時間都町襲示方法

時 制 得 時 五口 1

9 :  40・9 : 40  1 凹 2

9  :40-10: 40  ，凹 2，3

'0: 40- 11 ∞0:10 1，2，3  

11 ・∞ -11 :  20 0 初 1，3

11 :20- 11 :40  0:10 3  

11 :  40・12: 20 0 凹 0

12: 20- 13  :  50 1:  30 3  

13  :  50 - 14 :  30 0 ∞0  

14 :  30 - 15  :  30 1 ∞4  

15: 30- 16 ∞0 却 4

T OT AL  6 ∞ 

4 . 当 日 影 解 析 シ ス テ ム の 特 徴

イＩ今 ｉｉｊｉ の ｮｬｪｬ ｾ 脱［ｬ ｩ ｬｬ の条 ＨＧＱＧ Ｎとなる 敷地境界 からー定のライン 上 の定

.I，'，i ，については 、 11 彬 H、1' 1/11の J厳密角平が即 座 に 得 ら れ る 。

ロ) 周辺 の 地 形 を 汚ほ した等日、't lllll l lmヌ|が可能であり 、 かつ 丘 陵 地

その 他 あらゆる 附 : 作物 を線 合 11 ｬＪｪ としてとらえる Ｇ ｊ ｾ ができる 。

ハ ) 隣銭 ・ギ!五の窓の{立;丘 な ど が 手 [ui N:i白お よ び 111) さの iJllJi立 データと

し て 与 え ら れ れ ば、村 定.'人"白，'，i ，

ニ) 彼 f合守 |けI j彬;拶uに つ い て は ( 図 - 2幻) の よ う に 分析 されるのでで‘ 、"生，lI' r. 

11 ｪ ｪ ｬｾｾ ［ ｃｩ 序策の基本 ｽｪ 針が包てやすくなる 。

ｾＺｊ，＠ 1: の ほ か 、l必川 範 Dtl が広く {悶 今 の ケ ー ス に つ い て 相 談 に 応 じ る こ

とができる 。

5 .  I nput  D a t a 及 び O u t p u t  

/npul  D αtα として 111必: す る も の 。

(イ )n -Iti l!れと 資 料 。 U .l' ，;j '1ヌ11師 k のJ 左線 か ら の j1J Jii. を1111〆jミする} (ロ) :JJj( 

J也ス iM問 。(ハ) i J ! 物 ・|主l削|文10 ＨニＩ ＱＦ 物 、 工 ｬ 世間 ｬ および必波ーな ｾＧｭ 分の断 ｬ 立 ｩ 区 ｬ 。

( ホ) そのほか I'HJ，1&辿 物 など必要な fm分の、1' - 1宜i 、 1..) さ が 分 る も の 。 fへ)

O ul  pul  D αtα として必 't- な資 料 の ε 覧 1<0 (卜) ，i li I11j iJ! 物 のF斤街地 なとー。

Ou l  pul  D αtα 。

(イ)です;時 WILI 彬 曲線 。(ロ)11，1' 1//1 n  )j lj 図 。( ハ) 特定. I ，'，i .の 11 ｪ Ｊ ｾ ｉｉ ， ＧｦｬＯ ｩ｝ ｯ＠ (ニ) 複合 11

Ｉｾｾの分 中斤結 果なとＧ 。

参 考 資料

11 本法 築 乍 会 近 綴 iE・:'m研究宇1<作 集。( II ({手11521f 5  J  1  )  No. 408太 陽 位

;出観 測 による 兵 北 ) j 11'J の 決定 法 。NO. 409、 2 ｾ ｊ Ｇ 分Ｇ ， Ｑ Ｑ ＱＱ 以来ソ ｪ 式 による

II l;診11，'1' 1/11向平析 について 。

11 イs: !ill 築乍会大会午: 術講演彼概1. 1主( 中匝1) 1I [{ .j<1I 52q' 10J 1、 No. 4075

2 等分' ，lllj 収 束 ) J J. '¥による 11  ｬｾｾ＠ 11:¥'11 11解析 について 。
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短長谷川工努広大阪支社

大 阪 電 子 計 算 株 式 会 社

〒541 大 阪 市東 区 北 浜 2 丁目 41 番 地 ( 大 笹 金 ビ ル)
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i 日 影 チ ャ ー ト の 原 理 と そ の 応 用 一-
日影規制と

日
B召 定 規

日照定規 = 冬 至 日 の 太 陽 位 置 を 表 わ す

関 口nl ! 定規とはどういうものですか?

一 問 一 答

答 ある} ，I. i. (基 準 点) と 太 陽 を 結 ぶ 直 線 が 冬 至 日 に 描 く 曲 面 を 11

ざし錐面とよびます 。 EI 照定 規 は 、 そ の 錐 而 の 等 高 線 群 ( 双 幽 線)

と 、 兵 太 陽 時 で 太 陽 の 方 位 を 示 す l時 刻 線 ( 基 準 点 を 通 る 直 線 群) を

、1'- 而 に 投 影 し た も の で す 。 基 準 点 か ら 兄 た 太 陽 の 方 位 と 尚 皮 を ぷ わ

す も の と い え ま す 。

日 影 時 間 の 測 定 が 簡 単 に で き る

関 川 途 は ? 使 い 方 は ど う す る の で す か っ

答 Il !m定規を平而図に豆ね、方位を合せれば、基準点位置宝の日

ＡＱ冒と口Ｉｾの状況がわかります 。 建築物の高さと定規の等高線から建

築 物 と 目 ざ し 錐 而 の 交 わ る 部 分 を 見 つ け 、 そ の 部 分 を 挟 む i時刻線の

i時刻を読みとることで法規制l上 の 円 影l時1mが 簡 単 に わ か り ま す 。

間 口 影 規 制 の 法 律 で は 、 時 刻 毎 の 日 影 図 や 等 時IHl 日影の提出が

必要ですねつ

時 刻 日 影 図 の 作 成 に も 利 用 で き る

答 そうです 。 日照定規の } J 位を南北逆にすると、等高級哲学はノド

予而円最長曲線群になります 。 それをトレースすることで任なの日さ

の点の任立の ｉ 時刻 の日影位置が求まり、 ｉ 時刻日 ｦｾ 図が簡単 に 梢 けま

す 。 太陽方位や、 ｾＱｾ の長さの倍率ＢＧＡ＿のデーターも、計算もま っ たく

不安です 。

関 便 利 で す ね。 時 刻 日 影 図 は わ か り ま し た が 、 等 時11: 1日影図は

難かしいものですねつ

等 時 間 日 影 図 の 作 成 に 利 用 可 能

答 7[，1侍 1m日 影 図 は 時 刻 日 影 図 の 交 点 を 結 ん で 作 る の が 普 通 で す

が、日! 限定規で日影時1mがで平しい点を探しながら、直接平而図から

手 ｬ 時 ｈｕ 日最長図を描くこともできます 。 Ｒ 平時ｲＺ ｮ 日影線のイ ｾ ｬＱＡ統 ＮＮＮｊ ｊ｟にな

る 、 領 域 境 界 線 の 作 図 も 日 照 定 規 で で き ま す 。

問 確 認 申 諮 に 添 付 す る 日 影 図 が 円 照 定 規 で 作 れ る こ と は わ か り

ましたが、設計者としては1 . 1-11! i j の初期段階で、日影規制l に適合する

建築 Ｂｲ￭￬ｾ な範囲を把握したいのですがっ

計 画 初 期 段 階 の 応 用 。 日 影 斜 線 の 割 り だ し

答 それもある程度可能です 。 日照定規を使 って日影斜線の; 与IJ り

だしができます 。詳しくは本誌記堺「日影規制と設計計画の対応」

を倒l参照下さい 。

使 い 易 い 透 明 フ ィ ル ム

間 使 い 方 は よ く わ か り ま し た 。 それでは日照定規の仕微などに

つ いてもう少し詳しく説明して下さい 。

答 図 面 に 重 ね て 使 う こ と が 多 い の で 、 極 め て 透 明 度 の 優 れ た フ

日照定規

B ・2 ・
叩 国

1・ .  .  

イル ム に 哀 印 刷 し で あ り ま す か ら 、 図 I而の j良淡に |見! 係なく透視でき

制 度 の 尚 い チ ェ y クができます 。

沖 縄 か ら 北 海 道 ま で 全 国 用 を 準 備

間 日!!自A 規 は 純 度 毎 に 迷 う わ け で す ね つ

答 そうです 。 現 / E25・0'、26・30' 、27・0' の 沖 純 県 JI l と、北緯31・

30' から 45・30' ま で の 川 が 30' ごとに合計32積知が準備されています

から、" ' e 国どこでも !l nに合います。

時 刻 線 は 10分 毎 プ ラ ス 5 分 の 補 点

問 日n世定規で l司影 l時川を読みとれる精度はどの程I交ですかっ

答 時 刻 線 は 10分刻みですが、 5 分毎の祁J....J ，がありますし、目測

で 読 め ば 土 l 分{ 立の制度で読める筈です 。

縮尺目盛は 1/ 100、 1/ 200、 1/ 500の 3 種 類

問 図而の縮尺はつ

答 等 高 線 に は 1/ 100、1/200、1/500 の 目 凝 り が つ い て い ま す か

ら、 それに合 った図而が使ヰ11 です 。 もちろん 1/400、1/250等 の 図 面

で も 読 み 貯 え れ ば 使 え ま す 。

て守; 内線の! I :l 陥 は 縮 尺 1/100で・50cm(北 海 道 用 は 25cm) 毎 に 作 つ であ

ります 。

中 間 寸 法 は 補 間 周 ス ケ ー ル で

間 半 端 な 寸 法 の 時 は ど う し ま す か ?

答 任芯Ｚのおさの ｾｉ Ｚ ＧＺｪ 線を簡単に作るための等高級布 ｬ￬ｬｭ 月 ｬ 簡 便ス

ケールが説明 Ｏｾ に印刷されていますから、たとえば Ｑ ＵＮＴ m な どの等

I. . J 線 も 簡 単 に 作 れ ま す 。

便 利 な 敷 地 境 界 線 接 円

間 基 準 点 の 周 り の 破 線 の 円 は ワ

答 基 準 点 を 中 心 と し た 下 径 5 m、 10 mの円です 。 こ の 円 を 敷地

境界線に接するようにすると、基準点は必ず日影の測定線上にきます 。

J I.I 曲初期の概 略 チ ェア ク等に似平11です 。

トレペの伸縮チェックも可能

問 日影規制lはキw乏 を 要 求 さ れ ま す か ら 湿 度 で 卜 レ ベや 図 面 が 伸

びると困りますねつ

答 その jill りです 。 11 f!l! 定規 に は 、 定 規 に 対 し て 相 対 的 に 正 確 な

物 指 し が 刻 ん で あ り ま す 。 紙 の 伸 縮 に よ る 誤 差 を こ れ で 確 認 し 、 修

正 で き ま す 。

メモ書きは水性フェルトペンで

間 使 っている時、 [1 照 定 規 の 点 部 に 力 き 込 め る と 便 利 で し ょ う

ね ?

答 i時刻 の 説 み と り の u寺な ど に メ モ す る と 便 利 で す 。 OHP 用 の

ノＧＱ＼性フ ェ ルトベンでｩＧ ＱＱ 幻にｾｾけ、水できれいに消せます 。 ペンは国

政 品 も 輸 入 品 も あ り 大 き な 文 房 具 庖 な ら 販 売 し て い る よ う で す 。

パ イ ン ダ ー の 使 用 で 効 率 倍 増

問 その他に使い ) J の 秘 訣 が あ り ま す か っ

答 どの! F l 途でも必ず方{ 立を正しく保たねばなりません。専 用 の

ノf イ ン ダ ー ( 写 真 参 照) で ド ラ フ タ ー に セ ッ トすると、いちいち方

位 を 気 に し な い で も よ い の で 非 常 に 便 利 で す。

もう 一 つ 、円! 1H定 規 の 基 準 点 に 小 さ い 孔 を あ け る と 大 変 使 平IJ な織

で す。 特 に 努;時 IHl 日 影 図 を 揃 く 時 に は 役 立 ち ま す 。

日 照 定 規

専用バインダー

企 画

製 作 ・ 販 売

ポ リ エ ス テ ル ・ フ ィ ル ム 裏 印 刷

420mm x  594mm 説 明 書 付 丸 筒 入

定 価 1 部 4 ，500円 (送 料 共)

アクリル樹指製 L . Sサ イ ズ 差 歯J I S)

600mm x  50mm 箱 入

定 価 1  ;本 3 ，500円 (送 料 別)

フジタ工業株式会社

藤 田 商 事 株 式 会 社

( 資料請求 、御注 文 は 下 記 へ )

本 社 : 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1 - 21 - 1  明 宝 ビ ル

〒 160 T Eし 03- 343- 1451 (大代表)

く支 庖 〉大阪 : 大 阪 市 北 区 西 天 満 5- 2- 18 高 橋 ビ ル 東 館 6 F

干530 T E L  06- 364- 48 21 
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建築基準法巴影規制に関連した必要条件を全て解

決できます。

.u彬時 1111の検討が容 易にでき るのがポイントです.

. "彬lχ 1. 11 影時1111の作図ができ 、しかもスピード ア y プ。

. 日開 条11 をi持たすぬ の31匝] 及び修正がで きます.

. どんな紛i尺nG;ll 閃 で も 1 伎 の II ¥l.. l悶で、o K.  

・ rI 影l河の上 lこ昔日; jl: で ;1FL、たリ消 したリすることが、 白

11，にできま す。

この目第図計算図表は日本建業センタ一発行の

「日影規制の手ヨ IJ に基いて作成されています。

第 一 種 ・第二種住 居専用地域

北側斜線による許容高計算図表

仮定条件

・抗二4・[( fU'，W川地域

. i:"，' ;さ 20m( 7問主主7 ンション )

( 11 彩 ，" ，線図表 を佐川 した例)

、、

三立こと臼ご

〔姉妹品〕

843・2000 建 築斜 線 定 規1ft軍事2""'2枚・ 11且 ￥2.500 

出張基準法且ぴ珪援基準法路工令にも とづ〈、北側斜線. 有効!間 口部

斜線. 道路斜線が簡単に作図、 機図の出来る定1見です .

コポトレスフィルム

J I S規格A 2 判

アジャス トケース入 反。0 - ;/，0。

5 枚 T 組制 0，000 ( 送料共)

( 木造断菌計算図表を含む)
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国茶室の話

茶室内設計 に関 して は多 〈内約束事がある .

本轡では、お茶内心得がな〈て も理解でき る

岡田事男 ょう特に堂町般 き方や炉内切リ 方について 、

盟疏な写真と 平面図 を用 いて詳しく 解説する .

建築家のための茶室設計の平易な 解説轡.

今世 紀最大の課題 である 省エネ ルギーに 関 し

ては、建築分野に 多大の期待が窃せら れてい

φ将軍

る. 本轡ではピル的空調 システ ム として 最も

効率のよい〈 惚合ヒ ー トポ ンプ〉 について、

建築技術者を対 象に、 わかリやす く解鋭する .

上手 な使い方を考え れば小さな事務所や個人

魚木町夫 でも 簡単にコ ンビュータ ー を利用できる . 本

轡は . プロ グラ ミン グの犠本から応力 解析プ

ログラ ムの応用まで、実例に 即 して 解鋭した

日本建築協会60周年記念出版

園ビルの省エネルギー一 一

ヒートポンプを用いた省エネルギー空調システム

ｾ建築とコンビュータ ＭＱ
- ミニコンによる縄造股併のすすめ

圃都市の下水処理

いわれる . その締市を支える棒銀地訟である

伝承- t i . 下水道. 中 で も最も知られ ていな、 ‘ 下水処理

的し〈みと設備に ついて 130枚の図 ・写真を

用いてやさ しく解説 した 待望的入 門曾.

企画 ・( 白日本建築協会

編集発行 ・学 芸出版社

国すまいの語録
茶谷正洋

住宅計画的は じまリ から完成ま でを、400同

名古とお を用いて 鋭る. 楽 し〈読みなが ら先

人的知 ・5ゃ工夫が学べ、 建築の知織が豊かに

なる. ｾ 見代 的 ｻ 主 ま い を 」、 リ ［ か えって みる中か

ら本当の住まいと は何かを. I f えさせる曾.

置コンクリート工事の管理一 - UiE-

JJ U，品で打込み、養生され てか ら初め て完成 し、

そ向上完成 して から ではや リι しの きかな い

のが. コンクリート工4' である . その望書 と生

る工事監理者 地工管理有 のために各段附の

管f理的千 .%. .. / 7 ポイン トを 簡潔に Je i ( o

A 5 判 136頁 - 160頁

定価 1000円

圏構造計画とやさしい力学 4

ｦ ｾ 遊 説 ｊ 十円 格本 で ある デ ザ イ ナ ー と の 対話を

よ リfill i1l lt. J なも のにし たい という 曜か 、の L と

一一須賀a. に削 ‘ れたデザ イナーのための情造計画入 門

140枚の図 ・写真を中.1: .1ニ)/; ;健町j な<1>柄

を興味深 〈解読. 学生の手 Ijl 符 として L 段通.

園建具の知E厳と意匠( 山片三郎著) も発刊発売中。 日本建築協会事務局 ( 231- 9648) まで買いにこられた方には定価の 1fiJ 引で頒布。
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5 8  

柱・梁仕口溶接部の

伸び性能 (その 1)  

豊 田 政 男

1. 仕口部の要求性能と溶接

辿 築 鋼桝 iiE物 のt主 - 梁 仕 11日11は{ 史川性能の. ' . ' ，i ，か

らも主安な Ｚｾｉｉ 分であり、 ｨｩｬ 立の ￆ￟，ＺＺＧ /oi1建築物で‘ は 、

{上 11  :111の塑性化が設計上も考慮されており、仕 1I

iお綾部はじゅう分な変形能力をもっ必要がある 。

ｓａｗｅｄｾｕ 会 Ｈ ｊ ｓｓｃＮ Vol- 12， No. 124 ) の如

何によると、①，. 百層鉄骨精造の位 ・梁 接 合 nl>がj数

iMlI .¥，に うける塑性繰返し数はたかだか 土10[ul 程 度

であり、② ｉ ＾ｬＮ ｮ の ｴ￭ ピルについての ￰ｾＩＨｉＢＩＱ 必符 ｊ 十ＧｊｬＮ

の紡以からひられた剃性率に対して、 Ｑ 匙 ｪｲｴｾ ｾ＿ｦ按ｴＧ ｈＵ

のうけるひずみを，i I ' ' J l . すると、辿物ごとやその M

によ って 災なるが、 ( 4 - 12)  X e y  (e" 降伏} ，I，i，の

'Ji jft ' l : ひずみ) の程度であること、などが得られて

いる 。

このようにかなり大きな変形性能が袋求される

{上 11 日 ＱＱ に対して、溶接施工に従・ ｬ ｾ するものにと っ

D叫 111

‘ M 4 t コ ω G a s

o  Ouc tde 8 f1ttle ---， 

.  Pull Oul  - 土 No n Gos  

図3 の凡例 砂

。 R .D 

o  etail of  notch  

D 凶 Gage

トーーーー- 200 ・t・ 400 ーーーーーーーー一ーーーー噌

図 1 切欠をもっ柱・梁緩合部模型民験体

8 。品

λ 1. 0  

ごｾ 1¥ 

、、 1 ¥ 

S0.8t l  

0.6卜¥. ・

0.4卜 ¥

k . . ・.
. ..... .......、.、- .! 

ーー.-・ー

• • • 
B rr ttl e  

-• 
0.2  

。 10  30  20 

NOlc h  L e ng th  (mm) 

図 2 媛合部の破断延性 I! ，と切欠長さの関係と破壊繊式

(  e，)。 切欠のない場合の破断延性

ては、必要性能を保証するように努力しなければ 継 F 性能を確保するためには、位材を含めた紫材

ならない 。溶接欠陥などを含む、いわゆる不良溶 と溶接材料の適合性を十分に丹慮することの必要

接は時として著しい性能低下を招くことがある 。 性がうかがえる 。

また施工管f望書は先生した溶接欠陥を適確に級，1_H 以 上 は 静(1' ，) ; 絞街の実験結果であるが、 liil 述のよ

し、安求性fiE を満足するように、その限界評価を

合理的に h わねばならない 。欠 陥 の 許 容 限 がlリi ら

かになれば、 それに見合った品質管埋体市11 が保川

され、継l - ，'，，'， ＱＧＨを ｾＧｭｦ ＺｴＺする争 ｾＱＩ ; が互{ ねられること

になる 。

1 I . 切欠をもっ仕口部の伸び性能

切欠をもっ主主 ｾ被合出 ＱＱ 佼型継子を ＱＱＱ ，、た実験

をもとにして、' ，l i IJ れや溶け込み不足などの手 IW状

欠陥の j f ( Eによ って継子部の (11' ぴ性能が著しく低

F すること、およびその支配因子を 二 ，三 の結果

をもとに示す 。

図 Ｑ に示すような位と梁フランジの接合 ｴＱｾ を模

型化した溶接接合: 1 1 ; の両f ! ! I J に、板 j平1'-1' 通 の 切 欠 が

存症し、この継子が怖が:)lji ，¥品Ui削qを受けるときの

破 断 伸 び ( I J i J '継 l f mの‘ ] ! . 均ひずみに対応する )

は、 図 2 に例示するように、 ω欠 l去さが i走くなる

と脊しく低 ｆ することがある 。 ｛Ｚ［ｩ｛ 中の ・ ｾｊｬは低似

性溶接材料を他川 したもので、室温においても脆

性的破療を呈し、 '..J 似 性 溶 接 材 で 延 性 (1' -J1i直I裂を呈

するものに比べて、破断延刊の低下が著しくな っ

ており、裕被 ｊ 長合 ｲｭ の制性をある程 ｬｩｾ￭ｬｩｦ 米しなけ

ればならないことがわかる 。 しかし 、図 3 に例示

するように、たとえ浴銭円11 を，. 可制性としても柱材

の板厚方向1! I ，さが低くて、はくり性の破壊を平手品;

に呈するときには、破断延性が浴接部制性とは l世1

係＾､Ｚ＼著しい延世ｬＺ低下をもたらし、溶接接合Ｚｾｾの
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図 4 3 点幽 tf 両撮り繰返し蔵荷試験体

うに建築梢造物では激震 l侍に極低サイクルの大変

形繰返し似仰をうける 。 繰返 し ｻｩＧｲＮｲｔ ｉ の［ｾ特を、 図

Ｔ のような切欠をもっ柱梁按合 ｾｾｉｽ 校生 ｬ の両振り

3 点、甘11げilil!f. :j 試験片を 111いた実験 (1'" 検討結以によ

ると、この場合の ia*，1fiJ il 療は、@ 低利性接合問liで

は脆柑 (1'，) き裂の先生 ・進展によ って、⑥ I市制性溶

接 ｮｾ では繰返し荷重による延ｪ＼｛ き裂の発' 住 ・成 長

による断 l倒減少によって、決まることが般かめら

れた 。

図 5 は一定のたわみ振幅で繰返し ;1配荷したとき

の iul 域に至るまでの繰返し回数を、的々の切欠 i去

さに対して、高革 ｅ 性である ｃｏ ，ガス浴按 Ｚｾｉ￭ｴ Ｉ Ｎ よび

低抑性とな ったノンガス溶干妾仰のものに ついて 示

したものである 。 問じ繰返したわみでは低似性の

ものの )j が小さな繰返し数で、また| 日l じ材料では、

切欠が長くなるほど低寿命で JJ) Ii . 点に長る 。

また、 図 6 は、同じ切欠長さをもっ継 F の Juit，担

延性を目下 (1' ，) '1&  7o: r と繰返し 1&7o，' j を比 べたもので 、[$<[

'1: 1 の鎖線は単剥;1在荷の破断延tt を、来線 l主101"1の

繰返しによ って 破 境 の 発 生 に 至 る 彼 合 :11; の繰返し

ひずみ振幅を示したもので、繰返しをうけると繰

返しひずみによる制性低下のための小さなひずみ

で似淡にそることがわかる 。

次刀において、このような性 ￎ￬ｾ 低ドをもたらす

溶接欠陥の限界評価について述べる 。

( とよどまきお大阪大学工宇部溶接工件科・助教授、 rt事)
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宮 崎 光 彬

全電化住宅の/ 111組は、大きなひろがりをも って

おり、多方面からさまざまな験討が行われている

が、今回は、電気機総を中心とする，: l ! : uiii の視点か

らこの| 問題を考えてみたい 。

園 全電化住宅の要請

全電化住宅の要訟は、大別してつぎの 4 つの視

点から ti ! ¥出されている 。

1  ，資源問題からの要請

オイルショ ック以降、世界各国でエネルギ一政

策、とくに脱石油化政策が工時11に検討されており、

エネルギー供給のほとんどを輸入に頼 っているわが

国でも、 一次エネルギ - Wi 造 を、天然ガス、石炭、

原子力、 ;1< 力、 I血熱、太陽エネルギ一等に多角化

して、供給の安定化を図ろうとする努力が続けら

れている 。

このうち、原子 力、 ;J( 力、地熱等のエネルギー

は、このままの形で利川することは困難で、電気

エネルギーに変換して使うのが品も容易な利H1i'.t

であり、電気事業が大規模集中的に多織化をはか

ることが、脱石 illl 化政策の一番手と目されている 。

には、大幅な設備の変更を伴うため、一般家庭の 子レンジと電気オープン、電子レンジと屯気コン

エオ、ルギー源を 二次エネルギーとしての電気エネ ロといった複数の機総を組み合わせ伎川すること

ルギーにシフトすることが、最も経済的な転換策 によってエネルギー効率を高めようとするソフト

と考えられている 。 ウエアの開発がff われている 。

なお、発電に| 刻しては、現在MH D発電を中心 さらに、コントロール性に勝る屯気機器の特徴

とする直接発電の研究が続けられており、より効 をフルに生かして、きめ細かいコントロールを行

的なエネルギーのキ11mが期待されている 。 い、エネルギー ロスをミニマムにしようとする

2 ，公害問題からの要請 総 合 コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム の 研究が続けられて

現在家庭でI士われているエネルギー源として、 いる 。

灯油、ガスの占めるウエイ卜が大きいが、機器の 2 ，裸火を使うという調理の習慣

ぅ普及が進むにつれて 、排気ガス 、悪臭の問題が公 欧米では調理の中心がオープン料程、フライパ

害問題としてとりあげられるようになってきた 。 ン料埋であるため、これらの器具の屯化はスムー

また、 [士 JCJ 者自身にと って も、 換 気不充分によ ズに進んだが、わが国では、炭火による網焼きを

る西支欠、 一酸化中 ill 等の事欽が発生している 。

一般家庭においては、公害防止機器の設置を期

待することは難しいため、この間員百の解決策のー

っとして、全Ｎｾ化の婆諮が発生している 。

3  安全面からの要請

近年、高層住宅を中心として 、全電化住宅が普

及しはじめているのは 、主としてこの安全面から

の要請によるものといえる 。

L P Gを中心 に、集合住宅におけるガス爆発が

しばしば起きており、何らかの対策を実施する必

変・に迫られている 。 ガスもれ 警報告告のl制発、口火

安全装置の装. ( f 、白動ガス遮断装置の| 件l発などが

試みられているが、コストの問題もあ って、充分

布効な対策とはな っていない。 また、 L P Gの士丁

il ll への転換 もはかられているが、調理器具におい

てはニオイの問題が未解決で普及には到 っていな

中心とする測埋の伝統のために、保火に対する愛

在が強〈、炎の出ない i'l I 気コンロに対する心理的

抵抗は大きし、 。 また、中害事鍋を{ 史うという習慣か

ら、現状の欧米タイプの電気コンロでは、形状、

パワーとも不充分である 。

この対策としては、インコロイ等特殊金属を手11

If I したシーズヒーターを赤熱させる赤熱タイプの

電気コンロが試みられている 。

3  発電所の立地総

エネルギ -i l f，lの'LU気へのシフトを行うためには

発泡所の建設が必要であり 、 しかもその一 次エネ

ルギー源として当 [fn原子力に依存するところが大

という現況であるが、手守I也で発泡所建設に対する

反対ｩＱｉＡ ｛ｾ ｊ が起こ っ ており、民通しは困難である 。

今のままの状態があ ｴ け ｬ ［ｦ、 Ｎｾｴｴ 気への シ フトはおろ

か、現状の機器榊 fj止のままでも、数年のうちに屯

い。 気危機に見舞われそうな状況といえる 。

方、高層住宅においても、老朽時の保守イミ充 これにあIする 一つの対応策として燃料屯池 シス

分、地震などによるガスもれで起きるガス爆発を テムの実111 化実験が進められている 。 これは、先

心配して、全屯化すべしという主張が行われている 。 Ｇ， ｾ ｕＺ ｅ 庁を各地区あるいは為 戸 に分散させようとする

4 ，コントロール高度化への要請 試みであり、 今のところ、天然ガスのヰIIITI が怨定

ここ数年、エレク卜ロニクスの分針でめざまし されていて、従気エネルギーへの転換もできるし、

い技術革新が行われており、機i慢のリモー卜印刷l、 ガスエネルギーのままでも飢えるという両立てで

集中制御、自動制御等、コントロールの高度化が 進められている 。

目立 っている 。

ガス機器の分貯でも、一部の機器} に 7 イコン市11

御がとり入れられてきたが、 ｾｭ 気機穏に比べると

まだまだ通問範囲が狭い 。

屯気機器はエレクトロニクスによるコントロー

ルにきわめて適した機器であり、この分針におけ

る技術革新によ って一段とコントロールが高度化

される見通しが強 〈、この預から住宅の全211化が

促進される可能性がある 。

- 全電化へのネガティブ要因

つ宮に、住宅金'iU化をはばむ要因について考え

てみると、以下のような点をあげることができる 。

1  ，経済性

エネルギーコストの点からみると、Ｇ， ｾ ｬￏ気 ｩ は灯油、

ガスに劣る 。 したが って大量のエネルギーを消波

する給湯、暖房の分野では圧倒的に灯油、ガス機

i揺が普及している 。

これを補うために、給湯、暖房の分' U ' では、後

述する太陽熱利 ITI システムとの組み合わせが検討

されており、また調埋の分野では、- m滋誘導調理

- 太陽熱利用システム

以上述べてきた，lr ，条件を毎1 . & すると、全泡化住

宅を実現するためには、ソーラー ・システムとの

組み合わせが望ましい 。 したがって、ソーラー ・

システムの現状に つ き、若干補足しておきたい 。

1 ，ソーラー・ システムの現状

政府機関および民 ｉｉｊｉ 名社でＯｉ ｾＱＷ 査が行われており 、

英冬でも太陽熱のみで全室24時/11] 1波拐でき、給湯

も ｩ 紛える シ ステムが完成している 。 基本的 ｾ､ 士械

は、屋恨設置のＡｴ熱線 Ｈ 空気Ａｴｾｾ様、水Ａｴ熱器Ｉ、

床下設置の? 苦熱側、ポ ンプ、フ ァン の組み合わせ

になる 。

2 ，問題点

必放のための問題点、は、技術コストが点〈 、 ト

ータルコストで、灯油、ガスヰIIITI の場合に比べて

イ{ 利にならないという点にある 。 したがって、こ

の システムを将及させるためには、 1見{I: アメリカ

で行われているような、免税、低金利貸付等の優

遇策が必要となろう 。

つづく

この場合、産業部門のエヰ、ルギー源を変換する 縫等の機器のエネルギー効率を高める努力や、電 (みやざさ みつあき Ｊｊ［ｦｾ 芝浦活気郎経屯 Ｇ ［ Ｚ ，Ｇ［［＾企 ｬ 副部波長 Ｉ
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日本建築協会

月間の動き

昭和54年 3 月分

定 時 評 議 員 会

28日 4 時半 - 5 時半 於会館集会室

出席者 ｾｦ 々村議長ほか ＱＷ ｦ，

委任状 26名 計44名 塚 本 会 長

J島市 (1 ) 評議員会議長及び別漁民互選の ('1

(21 副会長 2 名ili 任のf午

(31  flM事18名選任の ('1'

Ｈ Ｔ Ｑ 役 Ｑｾ 主任承認の「ド

(5)  IIg利54年度収支予算承認の ('1

評 議 員 懇 談 会 (技術部門)

19日 51時、ド - 7 時半 於会館 JJS会主

出席者 'J! T' 々村、椎原、尚武、坂本科氏

，1&事 (1 1 昭和54年度評議員会議長推せんの( ' 1 : ，

(2) 技術部門選出副会長 1 ｲ ｲｉ ｬ ｬ ｐ ｬｾ＠ 8  :1' ，推せ

んの件

理 事

.L>.. 

M 

28日 2 時 - 3 時、ド 於会館集会室

出席」宝 塚本会長、足、工副会長ほか 9 r， 

泌・1" (1 ) 昭和54年度収支 f 'J'r. 承認の ('1・

(21 参与重任ホ認の ('1'

(31  事務 局総只給与ｾに ｬ 測する ＨＧＱＧ

(41 入退会者承認の ('1'

(51  報告事項

事 業 委
ム
一
品員

若い会員の集し、小委員会

6 日 61時- 8 時、ド 於会館 JJS会室

出 席 者 阪krllilJ 委只 l乏 i可 仁、 1頼I i 本、古川各

幹事ほか 12名

議 '1" (1 ) 前向 ( l 月 ) の事業委日会の限告

(21  第 8 副企画「歴史的l震度と建築設計」

について

(31 次年度第 l 同の企 Iltil について

(41 次年度委員編成について

(51 次年度年間企画案の選定

(61 次年度第 l 同小委員会1m俄について

(71  そのほか

広報小委員会

7 日 6 時 - 8 時45分 於会館集会室

出 席 者 西 村 副 委 員 長 原 兄 、 奥村、佐藤、 平

川各幹事ほか 3 名

治事 (1) 前回事業委員会の報符

(21 第43回展示写真実施報告

(31  第44回以降の写真展示企 11111について

(41 本年度酒蔵見学実施報告

(51  “実務家のための日影研修会" 実施報告

(61  rAST M研修会(3)j 開催に ついて

(71  次年度 ｾｮ 編成について

(81  そのほか

見学会小委員会

8 日 41時- 5 時、|主 於会館集会室

出席者 向旧副委員長、上出幹事ほか 7 名

議事 (1) 首 ￭ ｊ 阿事業委 Ｑｾ 会の傾向

(21  3 月の兄' 戸会についての経過報告

(31  次年度 4 月の見学会について

(41  次年j支 5 1' 1以降の企 Ijlij について

(51  そのほか

委員会

15日 12時、|主 - 2 時 於会館集会室

出席者 三品i S W 走乾、鶴旧、烏問、西村れ

日IJ 委1: )1れまか 3 f ， 

議事 (1) 各小委以会の事業報告及び事業企 IIIII に

ついて

(21  次年度 '1"11 iS ｴｾ の椛ｩｊｊＨＺに ついて

(31  そのほか

若い会員の集い第 2 因企画分科会

16日 7 時 - 101待 於会館 3 階会議室

出席者 阪合別委 W 去、 三好 E究ほか 2 名

議事 (1) ＵＴ 年度第 Ｒ 同「伺 Ｑ 市住宅をｾえる Ｈ Ｓ Ｑｪ

の企 l叫について

(21  その{ 也

若い会員の集い “ みどり学習会" 打合会

23日 6 時 、ド - 91時、1" 於会館 3 階会議室

出席者 菅家主任ほか 3 名

議事 (11 会告原稿案の検討ならびに調整

(21  ペnのスケジュールについて

(31  その{ 也

見学会打合

26日 31侍- 5 1侍l 於芦屋川パークハイム

出席者 藤本工務1，'[ 、附凶作業所長、新家 t f L

上出見学会幹事、 三木

議事 (1) 兄"j; 会の企¥l Jij ならびに依頼

(21 現地調 Jit

30日 10時 - 121時l 於上六市街地ピル

出席者 原兄刷所長( 安井事務所) 、弱街所長( 共

同企業体Ｉ、 判 ｉｭ ｦＩｾ 局長Ｈ再開発組合Ｉ

中Ki iSU 、三木

議事 見学会の依頼及企 Illfl 内脊について

編 集 委 員

.L>.. 

M 

作品作風小委員会

7 日 41侍- 6 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 寺 井 、 il WI 委以

議事 (1) 3  n刀( 尚J i : alill ) の保告

(21  4  )-1  ; ; 以降の作品選定について

(31  委n交代について

(41  1  年川の反' t i

(5)  そのほか

委員会

9 日 4 時 - 6 1時 於会館集会室

出 席 者 尾 f[lf' I!. 'I" ほか 3 1'.

議事 (1)  Ｓ 月刀］ｾＺｾ業空 Ｑｭ 特集経過報告

(21  4  )ol ，} = コンクリー卜のひびわれ特集

報; 与

(31  5 月刀 =n影規制特集報告

(41  6 月丹= ホテル建築の設備 ( 仮称、) 特集

編集幹事会報告

(5)  ;HljJij 分科会3Flit寺と 7 月号= 段村社会 と

建築( 仮称、) 特集編集幹事会の件

(61  8 月号「終局強度 j ( 仮称) 特集編集幹事

会の件

(71  9 月号以降の企阿

(81  委員交代についておよび次 1"1編集委員

会開催について

(91  本年度収支と次年度予算

広告企画小委員会

12日 41侍- 5 時半 於会館集会室

出 席 者 波 辺 委 員 ほ か 4 名

J誰す1> (1) 3 月号広告収入報告

(21  4 月号、 5 月号特集広告経過報行

(31  6 月号特集関連広告の企 l市l

(41  そのほか

(51  委只交代の件

(61  本年度収支見込みと次年度予算

計画分科会 (新旧合同)

22日 4 時 - 5 時半 於会館 JJS会主

，'1.'，1市{i 藤本幹事ほか 5 名、河日・塩谷新委員

F 定者

J殺すII (11  次年度委員の交代

(21  次年度計11司分科会幹事選出

(31  ，:r lrlil 分科会企 IrJ I j の引きつぎ

7 月号 「農村社会と建築」編集幹事会

22日 51時- 8 時 於会館集会主

出f，f，{i 吉野正治( 京都1府大) ほか特別幹事 5 名

藤本幹事ほか 3 名

波 '1. 7 月; } 「段村社会と建築」将 JJSの企 Illlj の具体

化

法 規 委 員
ム
一
品

委員会

9 日 2 時 - 3 時45分 於会館 JJS会' 七

/I'，''RI行 凶川副委員長ほか 9 7' ， 

ゲスト : 片倉健錐氏

訴事 (1) 法令アンケ ートに ついて

(21  r建築関係法令の研究」の船内

ｈ 本ｩｬＡＡｉｓ ＧｩＧＺ会建築総司 書 小 ｾ ｬｬ 会 Ｑ 二 ｩｴ 片ￍ｜飽脱 ＱＨＺ

(31  そのほか

I  ｻｾ宅委員 三 」

委員会

13日 51時50分 - 71侍30分 於会館 JJS会主

出席省 小西委員長ほか 6 名

J高予1> (1) 54年度事業の ('1

(21  54年度委只人 iii の('1'

教 育 委 員

委員会

16日 51時、|主- 7 時 於会館集会宅

H' ，防省 |判 111 ・佐々木正副委 W k ほか 6 r， 

J淀'1> (1) 本年度の事業報告について

(21  次年度委員会の編成について

(31  そのほか

出 版 委 員

.L>.. 

' XJ ;  

小委員会

16日 3 1時半- 5 時 於会館集会主主

出 席 者 小 林 委 員 長 ほ か 2 名、学芸出版社

議事 ( 1) r建築技術選 ;1?」の進捗状況

(2) 今後のテーマの企 l珂

建 材 委

.L>.. 

' XJ ;  員

委員会

20日 41時- 6 時 於会館集会室

也 察 と社会 / 1979年 5 11η 5 9  



出席者 山田 、 牧 ＱＱＱ 正副委 ｌｾ 長ほか ＱＱ 名

治事 (1 )  ソノボード S の説明、旭フ T イパークe ラス

(2)  4 月以降のメインテーマ

(3 )  5 月以降の新建材紹介コーナー

研

AS T M研修会(3)

f事
. A.  

-z;; 

芦屋浜シーサイドタウンの建設現場をたずねて (3)

・0 ・入居が開始された超高層住宅群を見る ー.

ＲＰ 日 Ｑ Ｑ 時 、 ｉｾＭ 51侍

参加者 46名

雨時 自市 ａｓｔｍｊｾｉ￱ｬ 企業体総合工事 事 務所長

見

舟 見

寸ー

山 野 浩 氏 ほ か 但 tl -i 省

. A.  

-z;; 

小林ビル新築工事

ホテル 「ホリディイン南海大阪」 を見る

28日 211寺- 511寺

参加者 46名

、li 日説明者 谷 ｩＧｾ 之介氏 ＨＪＳＱＱ Ｑ 建築事務所 Ｉ、

宮城正男氏( 戸田建設) ほか

若 い 会 員 の 集 い

パネルデイスカ ッション

“歴史的環境と建築設計"

- 京都でのいえづくり・まちづくりを中心に ・・

31 日 開会14 :  00→閉会17 : 00 

於薬業年金会館 5 階507H' 室

参加者 43名

ノf 耳、、ヲー ー

司会者

建

役員会

8 日

出席者

J晶'JJ ( 1) 

(2 )  

(3 )  

(4 )  

(5 )  

朝食会

大西国太郎氏(点 制l rn郎市，tt lllijJ"j}見致ぷ )

，J j i l l  }I. ｌｾＨ＠ C  0  M ，!t Illij 研 究 所 )

新 111 隆氏('1: i1; ｾ＠ 11: 1  ，ttl 州事務所)

上 屋 敦 夫 氏( 金 沢 工 業 大 学 )

築 ク フ ブ

正午 - 11時、ド 於会館集会室

塚本代 JA 加 ｬ 納 ￬ ｩＡｦＧ，ぷ・ｾ以長ほか Ｗ f ， 

昭和54年度収支 f' 'fl. 承認のf ' I '

昭和 ＵＳ 年位収支 ｩ ｊ｣ＧｦｬＮｉ， ｾ込報［与のｻ午

役n、ド数改選の「ド

5 月以降講師の f't

そのほか

13日 81時下 - 10時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 91f ， 

、' i Fl は側 志野陶行社長、柴辻政彦氏より「述築

川タイルの歴史 J ( スライドfMII ) について、お析

を伺 った。

新旧役員会

28日 正' ト - 11時、ド 於会館集会室

出席者塚本{ ¥: JA 1111納 . 1lI 中正副述 'j ;j. 委μj 止

ほか 8 f ， 

J義'Jc ( 1) ｩ 返 ＧＰ［ｾｮＮＡＪｽＮ 止ぴ司会 Ｍｴ互選 の ｦ 午

昭和53年度収支決'fl.ifr.. 認! のf i '
(2 )  

(3 )  

(4 )  

Uil l1: 1  54年度収支 f' 'fl. ffi 告の1' 1'

その他

1  3 月 の 入 会 者 (敬 榊)

(1列体会L U社〕

サンエス石惰il 悌 (障j ユニオン

〔個人会員 4 f ，) 

t良型( - 'Ji ー 近 厳 正 広 11比 数 雄

雌 川 成ー

60 

-・・.

芦屋浜シーサイド宮ウンの建股現場をたずねて

訂正

本.!.';54 i
l' .4 J  J  :; .  ｲ ， ｩｾｦｩｊ の 点 」 揃lに所似の

万点の '1' の，淀川 l二以りがありました。

FJ dのように訂正しておわび巾しあげま

ｾｯ＠ (編集部)



地玉三，セ
1I ，}J--S;; ι ' こコ

総合天井システム以許認 |  

耐震 ・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、J 、ALTS工法、は当社担自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さら|こ

間仕切、ブライン ド80Xなどの取り付けも可能にしだ多機能を誇っております。 CPAT. 6件)

奥 村 重 呉 衛 株 式 会 社 2 2

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号

東 京 都 港 区 新 橋4丁 目2番 第29森 ピ ル

福 岡 市 博 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27き

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守番 6 号

仙 台市 本 町 2丁 目 旬 副 号 第T広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 聾 }111 1  9 番 他

〒530 電 信(06) 312 - 4131閥

〒 105 電 話(03) 437- 3361附

干 812 電 話( 092) 291- 0 4目 的

〒451 電 話( 052) 522- 543邸内

〒980 電 話 (0222) 65- 656邸側

干 900 電 話( 0988) 53- 685αm沖 縄

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 庖

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・奥 山 式 総 合 防 水層 の 特 長

継 目 が な い / 1制 度 変 化 に よ る 伸 び が な い / 腐

ら な い / 柔 軟 性 に 包 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎枇

神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂 ピル5階)

電 話 大 阪( 364) 2031- 4  

神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 2 5 9 電話0462(21)6092

阪 事 務 所 大 阪 市 淀 川 区東 三 圏在 1- 41 電話06 (391 )  1081 

; f ，占脱出狼所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 - 3  也結052(811)  3660 

本 社 東 京 都中央 区 銀 座8- 4- 9 電 話03(571 )2703 九 州 出 娘 所

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 7 4 5 ) 5 1 2 1 - 5  
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 聞 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

+ 椋 武 富 胃 ロT 若 島 経

金枇事 ｮι ＺｊＮＮＮｬＭヲ ｾｊｉＧ ＮＮｌ

本 社 東 京 都 港 区浜松田J 1  - 25- 7  電話 (434) 6171 ( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区iJll t.l 1-58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・倹 浜 併 問 ・京 都 ・神 戸

z t G: 25 設計地工

養 料 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局 7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神戸 341局 5 8 9 2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本庖 大阪 ｲｬｩ ｊｬｬｩ｛ Ｚ実 江戸峨 ｬｔ 日 ＱＰ 番 Ｑ Ｗｾ Ｇ 〒 ＵＵＰ ｾ包， Ｑ ， ｾ Ｈ ＴＴＱ )8231  

本 社 東京都中央区銀座 2 了 !-12 番17 >;' 〒104 '1l!，1，l; ( 535) 5251  

支 社 大阪・東京・名古庵

支 底 札 帆 仙 台 ・ 全iR ・広島・傾向

営業所 新潟 X Ft ， liiI]山 ー高枕 Ａｾｾ本

出張所 帯広 . l't 殺 ・秋 田 盛1M] ， iIIJ縞 千 策 悦 浜 ・ 併 問1

f，!; tlJ ' 侃弁・盟国 Jj( /i!l ' 神 戸 i也ILJ ' } J l i 児ぬ 那 街

海外支庖 シン ガrポ ー ル

空 気 綱 手口 設 備

給 排 水 ・術生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 .

ム

ｦｾ 境衛生施設

荷 役 選 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

取締役社長

大阪支庖長

庖支
-

{

節

治

B

U

和

大

務

畠

定

中

」

同

旧

式

社

4

干

練

会

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 醤 地 電話 大 阪 ( 202) 代理! e3071

本 府 東京 日 比 谷 ・三憎ビル

支 庖 名古屋‘ 緬問 、札械、広 島、仙台、北陸

出 弛 所 欄浜. 高佳、 静岡、貧困 ‘ 岡山 、金沢

- 給排水衛生 ・冷暖房

. 空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 久 王 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2ーか 2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー741 1([的

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電話 06- (443)  5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙 台 ・ 千 葉 ・名古屋・金沢・高松・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・宮小牧
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空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備d 計施工

φ 三建設備工業株求書社

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 区 紅 締 開J 3 l f f 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央区 日 本僑 蝋 殺 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・償浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。 発 空 調1式会社

-・
--圃・

東京本広

大阪本宿

支 后

東京郡新宿区西新宿 新宿住友ピル Ｂ［ｬｌ ｾ ［ｉｩ＠ 03- 344- 191 1  

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目13 lff20号 屯，fr. 06- 363 - 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2 屯" 的52- 581 - 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 -1;;' 111ぷ0822- 47- 4535

偏岡市中央区大名 Ｒ 丁目 Ｔ 番 Ｒ Ｒ ｾｽ 1瓦，l ii 092- 761 - 3795

仙 台 ・ 償 浜 ・ 領 弁 京 都 神戸 ，m工 ・沖縄出 強 P!T

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

c e1a)  よりよき環境へ技術て蜘一 一

窃 v 株 式 会 社 精 研

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 需 r 681昨地 ( オート七ン F ーピル2階)

郵便番 号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1  1昏

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 灰 九 段 南 2丁目 2 昏 5号( 九段ピJレ8 階)

郵便l J I : 号102 電話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

違 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 l 了日 2 lff6 号( 新大ピル)

'i [ 話 (06 )  344 - 6  0  3  1  (代 )

本社 東京事日中央区日本橋本石町4- 2( 三井第二号IJ 館)

7tl 話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・九 州 広 島 札 純 ・ 東 海 村 ・北 陸 大 分

cl eanOi r  

。鰭芸業LT税 制
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空気調和 ノ / 、 ¥

給 排 水 衛 生 『て7

銅賞送 機 設 備

設 計 地 工

第一エ業抹式会社

大阪支庖

r moDAI Rコ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除虚設備

東 洋 熊 工 鎗 織 童 書 盆 経 大 騒 安 信

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2幹事土 東京総 中 央 区 京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 福 岡

空気鯛和・衛生段備 大阪ガス指定工事会社

位計 ・範エ

ガスN: 備・ガス住宅設備 大阪ガス段備後器特約盾

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

p

h

u

p

h

v

n

M

U

F

h

u

n

民

u

a

e

a

・
9

u

a

e

9

・

a

υ

n

e

-

-

a

u

'

A

 

1

1

2

1

2

 

一

一

一

一

一

内

‘

日

曹

内

‘

u

n

w

d

内

‘

J

w

n

u

d

'

A

'

A

S

.

，A

a

-

-

3

3

一
3

一

一一

o

一

o

p

h

v

P

R

U

内
，
u

p
仇

v

n

，
u-

nυ

《

υ

守

4

内

U

守

，

A

U

A
υ

 

話

話

話

話

話

電

電

電

電

電

ロ

ロ

ロ
可

ロ

ロ
可

ト

ト

3

ト

3

寸

寸

番

寸

番

p

、
u

p

「

M

内

U

J
e

p

、
u

n

w

d

浦

湖

町

浦

町

天

天

東

天

東

西

西

国

西

田

区

区

斐

区

斐

北

北

甲

北

甲

市

市

市

市

市

阪

阪

方

阪

方

大

大

枚

大

枚

ト

』

郎

h

陥

r
h

p

H

H

m

時

S

L

a

F

uv

n

H

立

回

F

-u

a

巾

下

位

鳳

・

・

エ
M

否

情

2

R

匝

丸

対

副

本

芸

品

訟

ま

回

日愛 ・冷 房 ・空 気 溢 温 度 調 主 主 装 置

設 計 施 工

高 釜It ー忌'"ー春ーfi!!: 

大阪支 l苫 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4 - 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

給・排水・衛生・消火 ・暖冷房設備

おまを西原衛生工業所大阪庖

大 阪市 大 淀区 中 津 6 丁目 8 1昏4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支底 ・営業所 福岡・ 京都・広島 ・天理・ 川西

⑥日本管工業株式会社

本社及京菖支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 ir 2  0 番 地 -n 1  

司LS希( 681 ) 5 1 0 1 - 5 '  ｾ ｲＮ ｬ ｬ 呼 刷 Ｚ Ｖ Ｙ Ｑ i  10“  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 ，oli 話( 06 )352- 3501V1j 

四 日 市 支 唐 四 日 市 市 西 末 広 田T 屯 訴 (0593) 53ー 7431ql;)

津 営 業 所 海 市 栄 町 2 - 111 ［Ｂ註話 Ｈ ＰＵ ＹＲＩＲＶ ー ＳＶ Ｑ Ｐ ｾ Ｑ［Ｉ

滋 賀営業 所 大 ｰ 阜 市打出浜 Ｑ ＳＭ ＱＵ 世 話 Ｈ ＰＷＷＵ Ｉ ＲＲＭＹＷＳＸ ｾｴｬ

名 古 屋 営難 所 名 古 屋 市 中 川 区 百 船 町 泡 ぷ ( 052)363- 0681  ｾｉｪ＠

(1""，. E金司震房 副d -

唱r:"・.......

③片品半j語芸;iE

J J IIJ  

@ 平山互業株拾社

大阪市 西区江戸寝 1 - 22 ・ 7 T E L (441 )附1994 ・( ( 43)附0331

⑬山田J : 諸積嵩11ft

本世且曹工事事u 大 肱 市 西 区 車 町 犠 1 - 6  - 8 電話06(443)8161( 大代置)

喧喧霊置 事草 郡 大 量市淀 川I I!三 』屋南 1 - 1  - 3S 電話 06(3(鴻 )1刊I(代量)

車 車 宣 車 軍 軍 ;; ;l l 区亀戸1- 8 - 4 (自由ヒ山 電JI; 03(鎚313421(!t 轟l

名 古 屋 正 晴 名 古 屋 市 中 区 輩 2 - 16 - 13(車邑ビル } 電話 052(202潮打( 代量}

福 岡 支 庖 福間市憎Z 区情J ; 駅舵-4-30{¥‘ わきピル) 電話伺宮(451以 56

畠 量 踊 神 戸 岳 山

63 



⑤ 

17E1 ￆＡｆＮ忌ＮｴＺ］ムｾ ----"ヨL

l窃 竜 丸 保 氏

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 - 2  - 4  朝 日 ヒ ル

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 {代 )

京 都 市 右 京 区 西 京 甑 高 野 町 2 1  

T E L  宗 明日 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 十¥: )

福 岡 市 中 央 区 恵 院 1 - 1 4 - 8

T E  L  11.¥問 。92 ( 7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 股 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電気・言十装工事

ー逮

回吹

本

事司士営鍵所

京書官官曽蟻所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 313- I IOI

支 j吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・京 都 ・天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原粟取締役社長

情 岡 出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

且
，、.

代 表 取 締 役 士 平 井 大

ヰ士 大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  ( 代 〉

川 崎 ・ 刺1 限 原 ・ 堺 ・ 福 山

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

社一
一
一

株 式 会 社

常 務 取 締役 支社長

大阪市東区高関矯五丁目 二八番地 電話大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 税 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 ・出張所 全国主要都市20ヶ所

I苔

本

支

出 張 所

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 置 十 施 工

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂 ビ ル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東 京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新僑ピル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 隊 本

電気・計装・空調工事設計施工

&  S込 ￞Ｇｾト薗気工ＺＮ，［Ｚ［［ニアリレヲ跡式 Ｘ 耐

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京・ 神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・札 幌 ・ 苦 小 牧 浜 松 ・ 滋 質

京都・高砂・ 三原 ・徳 山 松 山 ・新居浜・福 岡 ・沖縄

?盛ュ

10  力く
取締役 社 長

社

宿

所
業

支

事

本

社

ト上

庖

底

.{>: 

支

支

神 戸手 Ｂ当 ｾＯｩ ｪ民

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 T 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大 代 表 (312) 8 8 8 1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸

松 山

社

電 気 工 事 ・ 骨 十 装 工 事 ・ 股 膏 十 施 工総 合 設 備 工 夢 〈殺 計 ・ 施 行〉

電 気 ・ア ン テ ナ 送 電 線 ・プラント・計装 ー空 調 ・土木・建築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

千土

庖

所
業

支

営

本

ｦｬｾ＠

大 阪市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151  ( 大代)

東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・福岡

四林取締役社長

社本

事 業 所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

田 中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

取締役社長

社本

高千縫亀綴織式会結

取 錫 役 社 長 岩 崎 久 雄

大 飯 市 書 官 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 10

. 置重 大 阪 ( 06) 3 5 8 ー 1 1  7  1 大代重量

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 箆 東 京 (03) 5  0  3  - 0  7  1  8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 ｾ号

電 健 福 岡 ( 092) 7  1  2 ー o 1  2  6 代 表

神 戸 078(351)  6441 鹿 児 島 ω92( 24) 0115 

電 気 般 備 殺 計 施 工

@  

全土

哩E

ヨー

支

営業所.J 臆所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 麗 用 瓦 ー 大 仏 瓦

床 ・ 盤 内 外 装 用 瓦 ー 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 様 変 美 術 タ イ ル 大 仏 タ イ ル

古 代 土 器 調 高 温 〆 タ イ ル 大 イ ム 古 代 タ イ ル

@  
株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支J吉

場エ

大阪市東区高胤紙 2 丁目 9 野 村 ビぬ5階 電話 大阪 ( 202) 4905

ナニワ緩匂 12ii
3 寸緩匂最適軽量7J，止付( 空葺) 瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

⑩日本写植印刷株式会社

義

〒545 大阪市阿倍野 区阪南町7-5ー拘 置 06 (692)3425代

〒892 鹿児島市名山田J4-7 三宝ピル 曽 0992 (26)  4371 

干708 津山市大手町日書5号 機範庖会館 骨 08682 (4)  1771 

干筑旧南風原村兼械 沖縄印刷 団地 雷 ω88 (55) 引 00

者日田神代表取締役

本 社

日本写樋センヲ一

連山写植センヲ

沖縄写植センヲ

Board&Sl ate 

@明

認相

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

22 川 岸 窯 意 高 怠⑪ 

黒 板フ タ パ

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13 - 33( 靭 本 町 バ ス 停 前)

電話 大阪 06( 532)代 0461 ⑮ 550

社本

橋 ト 百貨庖 耳 下

、

長。

手重

ガラス製品卸問屋

各ポ
、ソ

酸

陶器、

/而す

セ卜モノのデパート

建設省認定の防 火材 料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 屯話 ( 06 ) 702- 7814 - 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

D E C O RA T OH. S . L  T D  

65 

建築物自制自等 造作 工事 、家 具建 具 ・室 内装 備 工事

内 外装 飾 織 物 ・窓 掛敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ω6)349 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可(般 - 48) 第 12064号

図爾

F U T A B A Y A  
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・-

、ソ

鈴 木 式 防 煙 火 シャ ッ タ ー ・リ ン グ グ リ ル⑮ シャ y タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ 7 ・@シ ャ ッ タ ー - 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完壁

の 技 術 最 大 の 生 産

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 谷町 1- 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943)6571代 表

東 京 ・償 浜 ・盛 岡 ・君1;山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・大 法 ・京 都 堺 ・神 戸 ・広 烏 ・福 岡他 全 国 主 要都 市

|  未 来 を 築 く 建 築 技 術 目

建 設 省 建 築研 究所監 修

定価

段骨十者と 現場マンのための

溶 接

壬±

口1じ 本

井 上 博 著

月干IJ r建築技術 J ，こ; AJI証され好評を1 ' . s . した実

用講座「わかる浴後」が 1 j惜の本にな りまし

た。溶接の分りやすい解説告はこれまでにも

いろいろ 出版されていますが ，本性は用語解

説集の i杉をとり ，建築の後援のさい頻繁に出

てくる用語一つ一つを ，語源を明らかにしな

がら説明することによ って， 溶接に対する親

近感と興味がもてるように考慮 されたユニー

クな実用 入門書です。

85 変型判ケース付 ￥2，900( 送料200)

( 54年 7月号) ( 6月18日全国害庖発売)

・海砂の採取 ・使用 状況とその 品質

. ソー ラー ・フアウ ンテンシステム

・吊床構造の設計と施工

・建物の安全 ・防災計画のあり方

・空調設備と防災計画

・在来木造住宅構法の地域特性

・構造計算デー タシ ー卜

専門技術者のための

建 築 構 造 問 題 快 答 集

日常 業務の 中で笑際に出会うさまざまな疑問

に，60余名の専門家が明快な解答を与えてい

る。努l訟を凡ないのも本性の特色。

目次構成

1. 荷重および外力 / 積 I1車荷量 ・}l¥，圧力 ・1也iM

力 土庄 ・7 レーン荷量 2. 応力解析/ 矩形

ラーメン ・兵形ラーメン ・山形ラーメン ・部

材の応力算定 3 基礎構造/ 地盤 ・直接基礎

の設計 ・くい基礎の設計 - 偏心基礎 ・擁壁そ

の他 4 鉄筋コンクリート造/ 鉄筋 ・コンク

リート ・床スラプ ・は り位など 5. 鉄f i-造 /

応力算定 ・は り・ 伎など ・接合昔11 6 欽f i- 鉄

筋コンク リー ト進 7 木構造その他

A  5判ケース付 ￥3，BOO( 送料200)

〔特 集 号 案 内 〕

・担体生産技術の向上を

めざして 特価ｾ 780 

・建築と接合 特 価 引 ，300

・住宅部品システムの普及

特価￥ 1，400

・工事環境と技術対策

特価ｾ 1  ，000 

・住宅の遮音 特 価 制 ，000

各種建築構造の計画 ・段昔十に役立つ実用便覧

建 築 構 造 計 算 資 料 集

(全 8 巻) 中 川 淳 編 者

日鉄筋コンクリー卜 構造編① 〈増補改訂〉

B  5判 . 232頁・￥ 3，800(送料￥ 200)

図鉄筋コンクリート 構造編②

B  5判・ 212頁 ・￥3，000(送料￥ 250)

図鋼 構 造 繍①

8  5判 ・225頁・￥ 3，200(送料￥ 250)

図鋼 構 造 編②

8  5判 ・256頁 ・￥3，500(送料￥ 250)

固鉄骨鉄筋コンクリート精造編

8  5 判・ 208頁 ￥3，200(送料￥ 200)

5 建築技術 11仏 65TT??15LE|品521i l  
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官

設備合理化に貢献する

ミ長。u: ユトヨ! ! J : J O

S K- l 00S標 準 型

S K型 I層式( 桝) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・実 用新 案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

し ま す 。 し た が っ て 演 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ です 。 S K式 グ リー ス ト

ラ ッ プ は こ の グ リース を 阻 集 す る ば か り で な く トラ ッ プ ・ マ ン

ホ ー ル ・受 カ ゴ ・スライドヰ反 ・拶 ド 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

卜) に 至 る ま で セ ッ 卜 に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 介 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式 グ リーストラ ッ プは 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、据 付

が大幅に低減e < れます 。 又 、 残 澄 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り イ 土 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お庖 の 大 き

さ 、 種 類に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊宇土は日本で初めてグ リー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ます 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を T頁き 、 弊宇土もたゆまぬ研究を続けております。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 棟 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ンド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙台ターミナルヒ' ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー 卜/ 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル / 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル/ 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ビ ル / 聖子村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー 卜 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビル / 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル/ 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル / 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル/ 三 宮 市街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル / 鳥 取 一 番 館 / 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学 / 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル/ 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル / 他

《営 業 品目 〉

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リ ン トラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 会 般

設 計 ・製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご一 報 T さい 。一一一一一一一

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営難所 / 干 532 大阪市淀川区西 中島4- 5- 9( 浅井ピル ) 合 06(304)  54811itJ 

本 社 / 干 130 東京都盤国区東 駒 形4- 6- 9(和幸ビル)
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錆びない. ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタJ レカラース- / ' ¥ーメタJ レ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス ー パ ー メ タ ル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタ J レスチールライト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( s  s  )  

、
波板規格 S 小波 ・S 大波 . V 波・ボ ックス波 .w ジャンボ波・ V デ ッキ

s v ジャンボ波・其の他

用 途 平 板 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種検気装置〔モニター ・ベンチレーター ・ムーパー・工キゾスター( 強制) )  

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁 ) ・ス チ ー ル シ ン グ ル ・ 其 の 他

※ カ タロ グ を 御 請 求下 さ い

議議 市 ｉｊｉ Ａｊ ｾｊｬｊ ゆ ｊｬ 製造株式会植
大 阪 本 社 〒660 尼崎市昭和] 南通り 3 ＭＲＶ 松本ピ ｊ レＧｾｬＱ ;t;ri 大 阪 (06)412ー 5131( 代)

営 業本 部 〒 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 111 44 .，' 白 川 大 阪 (06)488- 1081( 代)

支 庖 及 工 場 大 阪 ・f LHI ・名 古 屋 ・広 .Ch . 東条 ・刈 行

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

東 京本 社 及 工 場 〒335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 需 32 ; ; - γ U: .1; ' i "厳 (0484)42- 3115( 代 )

支 庖 及 工 場 Jl.[..f t  

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

仰にえ515f -

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

‘
ヘ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

ヘーペJL
<> 

誠 艇重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト 壬!日
( 法定防火材 ・建設省認定・五日オ同等第0003号)

⑧ jTi 堅持哲男需用(代

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2- 12- 14 公 078(922) 0007 (代)

高槻営業所 〒569 高槻市宮田町 2 - 1- 29 ｾＰＷＲＶ Ｈ ＹＶ Ｉ ＲＸＸＹ＠

中国営業所 干 742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

ｾＰＸＲＰＲ Ｈ Ｒ Ｉ ＵＲＱＱ＠
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括

和

日本住宅公団指定型

BO- 3A(E - 321 ，3B(E - 316目。 3N( E - 316 

- - ドレイン本体

y  ' ，;;， 

%!.. 

ルーフドレイン打込型

B O- 3型シリーズ

B O- 3 A  I  B O- 3 B  I  B O- 3 N 

⑪ 蓄 霊 長 笹 川 鋳Z 所

大阪営業所/ 大阪市北区南森町 2 - 3  - 36 21(06) 3 15-8900 

本 社/ 東京都千代田区神田淡 路町 | ー 2 21(03) 255- 4051附

埼玉営業所 (0482) 23- 3351 1  J  11 口工場 (0482)22-51751横浜営業所 ( 0467) 78- 3235・77- 1402
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年
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刊
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日

発
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月

1
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発

行
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歩行用屋上防水一外側断熱防水 / UD工法

昭

和

M

年

3

月

間
吋
日

第

3

極

郵

便

物

認

可

まず、外fHl J ｉ ｾＧＩ ｲ 熱 ｉ ｉ ｽｊノ Ｇ ｽ ［Ｎ /  U  0 工 法 の 特 長。・ スラブの温度駄 米で常識化 されている 外f! !IJ1析熱工法。 ，-，本でも 1+1島

変 化 が小 さくなるので、ひびわれや動 きが少なくなり 、スラj レーフイングが採用して、すでに10年以 上、 帝王過しました。

ブに接 続する壁や梁への応 力も緩和|され梢 造 的 にも安定最近、宇i エネルギー、生 活環 境 の 向 ヒ 建 物j の耐久ド1: な

する。・内 部 付符を 防 止する 。・防 水 府は熱的 に安定すどの 消点からこの工法への理 解 がようやく深ま ってきま

るとともに直接、 外 的影響を受けないので耐久性 が増す。

- 外 力による機械的 損傷を直接うけ

なし、0 ・内 部 の 直fJ: 1てげが存易である。

強力アスターU は、強 力アスロンU とと

もに 点 17可アス I"tH:I -lfl :峨の中杉E材 とし

て開 発 された不織布ルーフイング己良

引なアスフ アルトがた っぷ りと合 i受被:

吟

ム

伺

“

品

刊

、
、

3

a

E

主

毛

乞

a

h

，a

h

，
‘

4

c

y

'

1

2

i

E

1

4

2

 

覆 されています。従って防水 性能 は 抜

す 。建 築梢 造 の 多 械化 に対応、し 、工

群 。 従来のメンブレン工法の機能を

Ｇｊｾｲ￬ 力 化 への移行を行 っ た 月Ａ 想 的 な

午かしながら工 Hl J短縮川まかられま

不 織布 ルーフイング、 強力アスターU。

した。11本で. -1;トイ1! IJ断 熱が常識 化 される11も近いでし ょう。今

目の Ta; i mロ Te c hni c 口I Repor f では、外f ! !IJ ｬ Ｚｵｲ安 Ｇ ｾｉ ｉ Ｎ方 ノ Ｇ ｽ Ｚ /  U D  

工法にスポッ トをあて、そのf - I: 械をご紹介 してゆきます。

断熱防水仕様

PCR. S200 

ロ アスフアル ト

フェル卜敷き

[ 2RBボード 30mm品

: Q] 7スヲイ 卜1.5kg

国 国強力アスヲ - u

回 アスヲイト 1.2kg

I} (QJ 強力アスヲー U

囚 アス空 イト 1.5kg

回 国ギルスポ y 卜

回 プライ マー 0.3>1

その' 件一台Eはストレ y チルーフイングの

一γ

州

大

阪

市

東

区

北

浜

3

0

ν

愈

郡

大

阪

0

6

{
2

3

1

)
9

6

4

8

・

9

6

4

9

・

9

6

4

0

JI S 規格を担えています。・問IJ 性が日ポリスチレン フォーム の 特 殊品 です 。U D工法では、断熱材門 体 が 雨 木 の

く繰り返し応力に耐える。・腐 朽 変 質両而にはスキン府がつ い て い ま す。［ｩＱ Ｓ 特をうけるため 、 ｬ 吸 ポ Ｇ ｉ ｾ ｉ 二が少なく

するおそれがなく長則 11:1 の II)J 水 効 果その i:な特 長 はしかも熱絶 縁 の 高 い 断 熱 材 が 安求

を保証する 。・低杭でももろくならすJ- 日及 ノドが少Ｍ 民 ｊｲｾ［ｾ 効 Ａ ぷーが大きい 。されます。この 日(1' ，) にそ って/l日 づをされ

寒 冷地 の |りJ ;]' ; . にも好適。・1杉状が変- 機械- 透 湿抵 抗 が 高 い 。なし、 。たのがRBボード です 。RBボード の 素

化せず安定した 11)5 ; J'(J 宵を形成する。

日

員宙通".f:

3 0 mm晶

回日四国国

(1句強 J!i. が大きい 。材は気泡サイズをより 小 さくした硬 Tt

断 熱 防 水 仕 犠 PCR- 5 2 0 0

強力アスター U

表

紙

デ

ザ

イ

ン

・

永

田

舘

このほか P仁 川 50 ・肌山口があります I  

以 下 の チ ェ ッ ク ポ イ ン 卜を参!! 貨に

|析熱 防 水 計 画 を お 考 え く だ さ い 0

・下地 〈下 地 ごしらえ) < 下地の種

類) < ドレ イ ン) < 勾配) <排 水〉

・防 水 押 え 〈伸 縮 目地) < 立上り 押え 〉

詳 細 は 「 ア ス フ ア ル ト 防 水 ・仕 様

7F」をご覧 くださし、 。

なお、この ｦ ｴ 綴［ｴ ｾ は、ご希望の方

に差 し トーげ ています。企画係宛へ

お申 し込みくださし、 。

〈防 水 層保 護材 ) <押 えコンクリ ー ト〉

・納 ま り 〈立上りの高さ) < パラヘ

ッ ト) < 笠木) < 手摺〉

・断熱 性 能

・仕様 の 選 定 〈基本 的条件〉

振

替

口

座

大

阪

三

九

九

七

五

番

定

価

六

五

O

円

日3379 - 5  雑 誌

東西アスファj レ卜事業協同組合

田島ルーフィンケ株式会社

大阪 . 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 5 電話 (06) 443 - 0431  

東京 東京都千代田区岩本町 3- 11- 13 電話 (03) 862- 8531 

札 幌 ( 011 ) 221 - 4014 広 島 ( 0822) 46- 8625 

仙 台 ( 0222) 61- 3628 高 松 ( 0878) 34- 5362

名古屋 ( 052) 562一0501 福 岡 ( 092) 712一0800

マ


